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　梶島正樹描き下ろし！

　真・天地無用！魎皇鬼設定集








　　　プロローグ







　五月の下げ旬じゆん。

　外の日ひ差ざしはときに夏のものを思わせるそんな季節。

　あの樹じゆ雷らい皇おう達たちも今度こそ本当に帰き途とにつき、毎日の喧けん噪そうから解かい放ほうされた柾まさ木き家けは寂さびしいほどの静せい寂じやくに包つつまれていた。

「はぁ～～っ」

　砂沙美がＢ型（ビースト・タイプ）魎りよう皇おう鬼きを抱だっこしながら、深いため息をつく。

「ミャッ？」

　心しん配ぱいした魎皇鬼が、その愛くるしい目をまん丸に広げて砂沙美を覗のぞき込んできた。動物好きならば、思いっきり抱だきしめてしまいそうな衝しよう動どうを必ひつ死しで押さえつつ、でもやっぱり頰ほおずりしてしまいそうな、そんな瞳ひとみである。

　なんでもないよというふうに魎皇鬼の頭を撫なでた砂沙美は、自し然ぜんに覆おおわれた岡おか山やまの風ふう景けいに視し線せんを移うつす。

　お昼の片づけの後から夕ゆう御ご飯はんの準じゆん備びが始まるまでの数時間は、砂沙美の自じ由ゆう時じ間かんである。いつもなら少女漫まん画がを読んだり、魎皇鬼と一いつ緒しよに日向ひなたぼっこをして過すごすのだが、数日前まで続いた騒そう動どうの反はん動どうもあり、体を動かしていないと砂沙美はどうも落ち着かない。

「魎ちゃん、お散さん歩ぽに行こうか？」

「ミャア！」

　それから十数分後、砂沙美はせっせと柾木神社の掃そう除じをしていた。

　野の山やまをかけずり回る子供の一日の運うん動どう量りようは思った以い上じように高く、家か事じ程てい度どでは発はつ散さんすることができない。魎りよう呼こ達たちも一いち応おう、部分的にではあるが家事の手て伝つだいをしているし、普ふ段だんからこまめな砂沙美のこと、さほど家事に時間を要ようすることはなかった。いつもであればそうも感じないのであろうが、なにせ数日前までのあの乱らん痴ち気き騒さわぎを仕し切きっていたため、いまだに『家事ハイパーモード』が抜ぬけきっていないのである。

　と、まあそんなこともあって散歩に出ただけのつもりが、天てん地ちの祖そ父ふの住む柾木神社の境けい内だいの隅すみで数ミリほど顔を覗かせていた雑ざつ草そうが気になり、それを一つ抜いているうちにもう一つ、そしてもう一つと、いつの間にやら境内の掃除と相あい成なっていたのだった。一緒に散歩をしていたＨ型（ヒューマノイド・タイプ）魎皇鬼は砂沙美のお掃除を手伝ってくれている。

「ミャ？」

　突とつ然ぜん、目の前をヒラリンコ＆ヒラヒラと飛んでいたアゲハチョウに気付いた魎皇鬼は、幼よう児じらしい行こう動どうでそれを追いかけ回す。彼女の中にいる猫ねこの習しゆう性せいか、アゲハチョウのみに神しん経けいを集しゆう中ちゆうしていた魎皇鬼は、勢いきおい余あまって斜しや面めんを転げ落ちていった……が、まあ毎度のことだし、下の方からはミャンミャコと元気な声が聞こえてくるから心配することはないだろう。

「はぁ～～っ」

　前日、美み星ほしが掃除をした境内は、いくら砂沙美といえどもさほどすることがなく、たちまち手て持もち無ぶ沙さ汰たとなってしまった。意い外がいと思うだろうが美星は家事が上手じようずなのだ。もっとも、えらく時間はかかるのだが……。

「はぁ～～っ」

　砂沙美は、もう一度ため息をついた。

「どうしたんだい？　砂沙美ちゃん」

　いつもの快かい活かつさのない砂沙美に声をかけた人物は、鷲羽わしゆうである。

「どあえあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　目を見開いた砂沙美の悲ひ鳴めいが、山中に轟とどろき渡った。

「どうしたんじゃ、砂沙美!!」

　砂沙美がこんな声を出すなど滅めつ多たにない。社しや務む所しよにいた勝かつ仁ひとも慌あわてて飛び出してきた。ちょっと遅おくれて魎皇鬼もすっ飛んでくる。

　しかし。

　二人ともすぐに立ち止まって、思わず納なつ得とくしたような表ひよう情じようになった。

「……ふむ。なるほど」

「ミャア」

　なぜなら、蜘く蛛もの巣すをかけて薄うす黒ぐろくなった顔をした鷲羽が、しかも神社本ほん殿でんの縁えんの下したから上半身を覗かしていたからだ。

「あんな格かつ好こうでいきなり縁の下から出てくれば……驚おどろくのも無む理りはないな」

「ミャア」

　鷲羽の奇き行こうを見つめていた勝仁は、呆あきれ顔で魎皇鬼に呟つぶやいた。

　一いつ方ぽう、未いまだ砂沙美の股また下したから顔を覗かせている鷲羽ちゃんは。

「驚いたァ～？　砂っ沙美ちゃ～～ん!!」

　自分の格好と砂沙美の驚きよう愕がくの表情を意にも介かいさず、いつもの快活な表情で砂沙美に尋たずねてくる。

「わ、鷲羽お姉ちゃん。…鷲羽お姉ちゃん、何でそんな……」

　何な故ぜそんな所にいるのかと訊たずねようとして、砂沙美は言葉を続けるのを止やめた。鷲羽のことだから、研究のための材料を物ぶつ色しよくしていたに決まっているからだ。事じ実じつ、鷲羽は本殿の縁の下の乾かわいた細かな砂すな地ちに巣を作っているアリジゴクの観かん察さつをしていた。だが、それを観察して鷲羽が何をしようとしているかまでは、誰だれにもわからない……が。

「クスクスッ」

　鷲羽は砂沙美にあどけなく笑ってみせる。それだけで、砂沙美には…いや、鷲羽を知る全すべての人間が、彼女がろくでもないことを考えているといやでも理り解かいできた。

『……天地お兄ちゃんと魎呼お姉ちゃんと阿あ重え霞かお姉さまが無ぶ事じでありますように』

　心の中で砂沙美は祈いのりを捧ささげる。

「何か心配事？……今考えていた天地殿と魎呼ちゃんと阿重霞殿のこと以い外がい……つまり、さっき砂沙美ちゃんがため息をついていた理り由ゆうの方だけど」

「……大したことじゃないの。…………お父さま達、無事に樹雷に着ついたかなって思って……」

　現樹雷皇である阿あ主ず沙さ達が、第一皇おう女じよである阿重霞のお見み合あい相手を連れ、地球にやって来て天地と決けつ闘とうさせようとした、通つう称しよう『阿重霞のお見合い作戦』は一〇日間続いて終わった。だがこれ以上公こう務むをほうっておくことはできず、本星へ戻もどって行ったのだ。

　第二皇女である砂沙美にとって、久しぶりの両親との対たい面めんである。十日間の騒さわぎが大きければ大きかっただけ、彼女の心の中にポッカリと穴あなが開いてしまった。いくらしっかりしてても砂沙美はまだ幼おさない。ホームシックになって当とう然ぜんである。

　縁の下から這はい出した鷲羽は、軽く埃ほこりをはらうと砂沙美の頭を優やさしく抱き寄よせる。

『……暖あたたかい』

　煤すすだらけ埃だらけの鷲羽の格好が少しも気にならない。砂沙美はとてつもない安あん堵ど感かんを覚おぼえた。普ふ段だんの言げん動どうからどうしても近寄るのをためらってしまうのだが、鷲羽には砂沙美以上に安堵を覚えさせる雰ふん囲い気きがあるのだ。

「……ねえ、砂沙美ちゃん」

　だが聖せい母ぼのようだった鷲羽も、砂沙美が落ち着いたのを見み計はからうと、いつもの性せい癖へきが頭をもたげてきた。

「美み砂さ樹き殿とお会いして思ったんだけど、意い外がいと母親似だね、阿重霞殿って」

「あははは……性格は、ね」

　困こまったように砂沙美は笑った。そのことは姉である阿重霞の前では禁きん句くなのだ。

「クスクスッ。ねえ、砂沙美ちゃん。面おも白しろいもの、見せてあげようか」

　鷲羽がそう言った途と端たん、砂沙美は嫌いやな予よ感かんに襲おそわれた。そして次の瞬しゆん間かん、その予感は天地の家の方から阿重霞の悲鳴という現げん実じつとなって聞こえてくるのである。

「阿重霞お姉さま!?」

　すぐさま阿重霞の叫さけび声が、鷲羽の言った「面白いもの」だと砂沙美は気付く。

　間もなく境内に音もなく出現したのは、まるで蜘蛛のような黒い物ぶつ体たいだった。その黒いゼリーのような粘ねん体たいに、ほぼ全身を吞のみ込まれた阿重霞がもがいている。

「鷲羽お姉ちゃん！」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！」

　いつもの自じ信しんたっぷりの笑顔で、鷲羽が砂沙美に答えた。

『……鷲羽お姉ちゃんのことだから、無む茶ちやなことは……多た分ぶん、しないだろうけど……』

　粘体は不ふ透とう明めいなために、阿重霞がどんな表情をしているかわからない。

『……やだなあ……』

　だが僅わずかに覗く彼女の足のもがきようから、想そう像ぞうする事は容よう易いであった。

　チ～ン！

　電でん子しレンジが終しゆう了りようするような音と共に粘体の動きが止まった。

「終わったようだね。……ほら」

　鷲羽に軽く背中を押され、トテテッと砂沙美は阿重霞の目の前に進んでいく。

　真っ黒い粘体が阿重霞の体から離はなれる。

　その下から出てきたのは──。

「……阿重霞お姉さ……！……あ、あえ、阿重霞……お姉……？」

　余あまりの驚きのため、砂沙美の呂ろ律れつが回らない。

「わ、鷲羽さまですわね、こんなことをなさるのは。一体、私に……!!」

　阿重霞は解放された途と端たん、怒いかりを押し殺した複ふく雑ざつな表情で鷲羽を睨にらみ付ける。一いち応おう平へい静せいを装よそおってはいるものの、荒い語ご気きがその怒りを正しよう直じきに表していた。

「……砂沙美やお母さまにそっくりの髪かみ？」

　呆ぼう然ぜんと阿重霞を見つめていた砂沙美がポツリと呟く。

「えっ？」

　そう言われた阿重霞が自分の髪を押さえると、違い和わ感かんがある。淑しゆく女じよの身だしなみである鏡かがみを取り出し、のぞき込む阿重霞は二秒後にあらん限り声で絶ぜつ叫きようした。

「あ～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっっ!!」

　阿重霞の髪の色が実じつ母ぼである美砂樹や砂沙美そっくりの薄うすい青緑色に変色しており、しかもパイナップルのようなツンツン尖とがった髪形になって…いや、戻もどっていたのだ。
















「こ、この髪はね、あのね……」

「……お母さま」

　慌あわてて言いい訳わけをしようとした阿重霞に、少し涙なみだ声ごえの混まじった声を出して砂沙美がすがりついた。

「砂沙美……」

　その時になって、ようやく阿重霞は妹が寂さびしがっていることに気付く。地球に来てからというもの砂沙美はあまり阿重霞に甘あまえることはない。柾木家の家事のほぼ一いつ切さいを受け持ち、今や妹的存そん在ざいとなった魎皇鬼と出会ってからは、彼女の面めん倒どうも砂沙美が見ているのだ。そんな気き丈じような砂沙美に周りにいる全員が、いや、姉の阿重霞ですら、彼女がまだ九つの少女だということを忘わすれてしまっていた。

「……甘あまえん坊ぼさんね、砂沙美は」

　穏おだやかな笑みをたたえて阿重霞は砂沙美を優しく抱きしめた。砂沙美に毒どく気けを抜ぬかれ鷲羽への怒りもスポ～～～ンと抜け落ちている。ここら辺の単たん純じゆんさが、阿重霞の阿重霞たる所以ゆえん、母である美砂樹とよく似ていると言われる理り由ゆうなのだろう。

　社務所の縁えん側がわに座すわりながら二人の妹を見つめていた勝仁が、鷲羽を見つめる。

「鷲羽殿。阿重霞が髪かみ質しつを変えていたことに、いつ気付かれたのです？」

「以い前ぜんあの娘こ達の身しん体たい検けん査さをした時にね」

　以前というのは零魎呼の事件があったときだ。

「阿重霞殿の遺い伝でん子しからして、どちらかというと美砂樹殿の因いん子しの方が強く出るはずだからもしかしたら、と思ったんだけど」

「……阿重霞が四つの時でした。因子変へん換かんを行いましてな」

　言いながら、勝仁は阿重霞を見る。その髪の色が彼に古い記き憶おくを思い出させた。

　阿重霞が薄い青緑色の髪をしていた頃ころ。

　地球では遥はるかなる過か去こと言っていい時代。

　彼は思い出す。

　勝仁が遙よう照しようと呼ばれていた時の記き憶おくを──。







　　　阿あ重え霞か







　樹じゆ雷らい──。

　銀ぎん河が系けい最さい大だいの領りよう宙ちゆう域いきを持つ君くん主しゆ制せい国こつ家かの皇おう星せいである『樹雷星』は、大きなもので一〇〇〇メートルに達しようかという巨きよ大だい樹じゆの茂しげる植物の楽らく園えんである。

　その中には桁けた外はずれに巨大な、全ぜん高こう約五〇〇〇メートルという超巨大樹が存そん在ざいする。入り組んだ枝えだ葉はに数え切れない種類の植物や木を寄き生せいさせ、それを土ど台だいとして作られた都と市し建けん造ぞう物ぶつの集しゆう合ごう体たい、それは『天てん樹じゆ』と呼ばれていた。

　天樹は樹雷の首しゆ都と、樹雷の皇おう族ぞくとそれに連つらなる政せい治じ経けい済ざいの中心たる場所である。もちろん、そんなものが自然に生はえたわけではない。皇家の樹き（津つ名な魅み）と樹雷人の手で慎しん重ちように改かい良りよう操そう作さを加え、十数万年かけて創つくられたものであった。

（口の悪い者は『巨大盆ぼん栽さい』と呼ぶ）

　そんな天樹の一角から、かわいらしい少女の声が聞こえてきた。

　樹雷皇家を構こう成せいする四大皇家の一つで、現樹雷皇である阿あ主ず沙さが当とう主しゆを勤つとめる柾まさ木き家けが所しよ有ゆうする方角からである。

「お兄さま～！　ねえ、遙よう照しようお兄さま～っ!!」

　阿主沙の息子むすこである柾木・遙照・樹雷の部屋に、勢いきおいよく窓まどから飛び込んでくる少女がいた。

　幼い砂さ沙さ美みと見まごうばかりの少女は、薄い青緑のツンツンしたパイナップルのような母親ゆずりの髪かみの毛や服に、葉っぱをいくつも引っかけている。

　書しよ斎さいで本を読んでいた遙照に、満まん面めんの笑みをたたえて少女が飛びつく。

「見つけた、遙照お兄さま～っ!!」

「阿あ重え霞か、窓から入っちゃ駄だ目めだって言っただろ。父上に知られたらまた怒おこられるよ」

　口く調ちようはきついが、遙照は苦く笑しようしていた。

　これでは叱しかった意い味みが全くない。現げんに阿重霞は笑え顔がおを崩くずしてなかった。

「でも、美み砂さ樹きお母さまもよくやってるよ」

「……やれやれ」

　屈くつ託たくのない阿重霞の笑えみを見つめながら遙照はため息をついた。

　そうなのだ。樹雷皇の第二皇おう妃ひであり、阿重霞の実の母である美砂樹は、天樹の外がい壁へきを通つう路ろ代がわりにしているのである。その行こう為いを美砂樹は子供の頃ころからずっと続けており、母親になっても変えることはなかった。類たぐいまれなる無む邪じや気きさと言えなくもないが、遙照にとってみれば限りなく迷めい惑わくという言葉に近い行こう為いなのである。

　それは何な故ぜかというと………。

「遙照ちゃ～ん。おっ早よ～～う!!」

　美砂樹は毎朝決まった時間に天樹の外壁を移い動どうしてきて、遙照の寝しん室しつの窓から顔を出し、寝ねている遙照に向かって、あっけらかん元気花はな丸まる印じるしな声をかけてくるのだ。

　遙照ももう一二、「遙照ちゃん」などと年上の女性に呼ばれて起こされるなど屈くつ辱じよく以外の何ものでもない。ましてや、朝の寝ている所を見られるなど。

　理り由ゆうは簡かん単たん、男の生せい理りは遙照とて例れい外がいではないからだ。

　…が、しかし。

「お早うございます。美砂樹さま。今日もお元気ですね」

　にこやかな笑みを浮うかべ、遙照は美砂樹に挨あい拶さつをした。ともすればひきつりそうになる顔を必ひつ死しでコントロールしながら。だが、そうしないと美砂樹が憮ぶ然ぜんとした表情になり、遙照のベッドに冷たい手を突っ込んでくすぐったあげく、布ふ団とんを引っぺがすのだ。

『もし、そんなことでもされたら……』

　相手に見えないように前を押さえつつ、遙照は必死で美砂樹台たい風ふうの通り過すぎるのを待っていた。

『……台風の方がまだましだ。いくら多くても毎朝ということはないからな』

「……お兄さま。ねえ、お兄さま。遙照お兄さまったら!!」

「えっ!?」

　阿重霞の声で、遙照は我われに返る。

「ごめん、阿重霞。なんだい？」

「あのね、お母さまと船ふな穂ほお母さまがお話ししてるのを聞いたの」

「また、あんな所まで登ったのかい？」

　遙照が驚おどろくのも無む理りはない。美砂樹と船穂のいる皇居はほぼ天樹の頂ちよう上じよう……つまり、遙照の部屋から数百メートルも上にあるのだ。セーフティーシステムがあるから大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、といって、まったく怪け我がをする可か能のう性せいが無ないとは言えない。

「落ちたらどうするんだ。それに覗のぞき見はいけないよ」

「だって……」

　反はん論ろんしようとした阿重霞の唇くちびるに指をあてて、遙照が言う。

「怪我でもしたら大変だろ。そうなったら内うつ海つみさまや瀬せ戸とさま、父上も母上も美砂樹さまだって悲しむよ」

「……お兄さまも？」

　上うわ目めづかいに阿重霞が訊たずねる。

「ああ、もちろんだよ」

「うん、もうしない」

　頰ほほを赤らめて阿重霞が小さく言った。

「良い子だね」

「……あのね、あのね」

　何か言いたげに、阿重霞が顔を上げる。

「ん、なんだい？」

「あのね、私ね、お兄さまのお嫁よめさんになるんだって。お母さまと船穂お母さまが言ってた」

「……えっ!?」

　阿重霞の言葉に、遙照は目を見開く。その可か能のう性せいを考えたことはあったものの、それが現げん実じつのものとなったときの遙照の反はん応のうは、本人も意い外がいなくらいであった。

「それは本当なのかい？」

「う、うん……」

　樹雷星の最高評議会で遙照と阿重霞の婚こん約やくが議題に上げられたのは、それから二週間後のことである。

　遙照は一二歳。

　阿重霞はまだ四歳であった。




　柾木・遙照・樹雷は難むずかしい立場の中で生まれてきた。

　彼の実母である船穂が樹雷以外の惑わく星せい（しかも辺へん境きようの植しよく民みん惑星）から嫁とついでおり、それにも関わらず第一皇妃という地位であったためだ。そして父が樹雷皇ということが、彼の立場を更さらに複ふく雑ざつにしていた。

　船穂が第二世代の皇家の樹『瑞みず穂ほ』を得えたことにより（美砂樹の樹は『霞か鱗りん』──うろこ雲のことを樹雷ではこう呼ぶ）一いち応おうの安あん泰たいはみていた。とはいえ、樹雷皇宮内の約半数は船穂に好こう意い的てきであるが、残りの半数は中立か批ひ判はん的てきな立場をとっている。支し持じ率りつの割わり合あいとしてはそう悪いものではないし、現げんに歴れき代だいの皇妃の中でも高い部ぶ類るいに入っている。だが問題は船穂に批ひ判はん的てき、或あるいは中立の立場の者が比ひ較かく的てき高い地位にいる者達であるということだ。つまり半数の指し示じを持とうとも、必ずしも勢せい力りよくの拮きつ抗こうを意味しないのだ。支持非支持のうち分けは四大皇家にそのまま当てはまる。天あま木き家、舟しゆう参さんの一族に連なる者は批判的で、竜たつ木き家と内海に遠えん慮りよしている者達が中ちゆう立りつの立場をとっているのだ。

　第一皇子である遙照が生まれ、船穂への風かぜ当あたりが以前ほどではないにせよ、そういった無む言ごんのプレッシャーの中で育った彼が必ひつ要よう以上に母、船穂の立場を良くしようと意い識しきしたのも無む理りからぬことである。

　遙照は幼おさないながら船穂を気き遣づかい、僅わずかでも時間を見つけると、できるだけ船穂の側そばにいるようにした。それが公こう務むで忙いそがしい父に代わって母の身と心を守ることだと信じていた。皇家の樹のパートナーを選ぶ『樹選びの儀ぎ式しき』で、自らの樹に母の名を付けたのも、そういった想おもいが一つの要よう因いんになっていたことは間違いない。

　遙照が『樹選びの儀式』を受けたのは八歳、船穂と美砂樹と同じく樹に呼ばれての儀式であった。また『船穂』と出会った場所は、奇くしくも数十年前、現樹雷皇、阿主沙が契けい約やくを交かわした『霧きり封と』の植うえられていたポイントである。

『船穂』は第一世代の樹としてはかなり若く、巨きよ木ぼく揃ぞろいの第一世代の樹の中ではかなり小さかった。だが、第二世代と同じ背せ丈たけの樹とはいえ、『船穂』の内ない包ほうするエネルギーは凄すさまじく、他の第一世代を凌りよう駕がするほどの力を有していた。

　本ほん来らい、第一世代の船を持つことは絶ぜつ対たい的てきな力を持つことである。樹雷人であれば第一世代の船を持つ者に逆さからえる者はいない。それは世代を重かさねるごとにその力が弱くなっているからである。しかしこの数千年、皇家の船が戦うことなど滅めつ多たに無なくなってしまった今、世代の格かく差さによる絶対的な力の差の認にん識しきは薄うすらいでいる。代わりに政治的力が、数の力がその座ざを取って代わろうとしているのだ。その力の中心となっているのが天木舟参なのである。

　遙照はそんな世界の中で生きているのだ。




「こんにちは、遙照殿」

　天樹の廊ろう下かを歩いていた遙照に恭うやうやしく礼をして声をかけたのは、神かみ木き家の当とう主しゆ、内海の妻である瀬戸であった。彼女は美砂樹の実じつ母ぼである。

「瀬戸さま。こんにちは」

　安あん堵どの表情を浮かべて遙照は同じように頭を下げた。瀬戸は数少ない船穂の味み方かたであり、遙照も船穂も彼女を大きな心の拠より所どころとしている。瀬戸は樹雷星の最大権力者である樹雷皇ですら頭の上がらぬ存在で、前樹雷皇のいない今、樹雷で彼女に面と向かって意見の言える者は一人としていない。夫の内海や樹雷皇阿主沙でも私的な自分本ほん位いの意見（つまり少しでも後ろめたいことがあるもの）を言うことはできないのだ。……怖こわいから。

　ましてや腹はらに一いち物もつ持っているような不ふ逞ていの輩やからにとって、瀬戸は悪魔か妖よう怪かいのような存在として映るだろう。歯に衣きぬを着せない彼女の言げん動どうは、がさつな印いん象しようを相手に与えがちだが、その実恐おそろしく細やかな神しん経けいの持ち主なのだ。先ほど遙照にした最さい敬けい礼れいなども、本ほん来らい瀬戸の立場であればたとえ相手が皇おう太たい子しといえ、略りやく式しき礼れいでも構かまわない。だが瀬戸があえて最敬礼をとるのは、彼女が礼を尽つくしているのに他の者がしないわけにはいかないことを知っているからだ。

「船穂さまはおいで？」

「はい、お部屋の方で美砂樹さまと待っております」

「そう、ありがとう」

　簡かん単たんな挨あい拶さつを交かわし、立ち去る遙照の後ろ姿すがたを微笑ほほえましく見つめる瀬戸は、ゆっくりと彼の母である船穂の部屋へと入って行った。

「瀬戸さま、ようこそおいで下さいました！」

　船穂は嬉うれしそうに瀬戸を迎むかえた。二人の間に遙照のような堅かた苦くるしい挨拶はない。瀬戸は船穂を娘、美砂樹と同じに扱あつかっているのだ。これもある意味では瀬戸の演えん出しゆつといえる。遙照の場合とは逆に、この気き安やすさが反船穂派の活動への牽けん制せいにもなっているのだ。自分の立場を最大限に使って船穂を守っているのだが、そんな思惑おもわくとは別に、瀬戸は素す直なおで朴ぼく訥とつな船穂の性格を気に入っていた。最近気付いたことだが船穂は皇家の樹に似た雰ふん囲い気きの持ち主なのである。扱あつかいの難むずかしかった美砂樹がここまでのほほんとした人格に変わったのも、船穂の持つ安心感に影えい響きようされた部分が大きかった。

「遙照殿と阿重霞ちゃんの件、明日の最高評ひよう議ぎ会かいの議ぎ題だいに乗せられて正せい式しきに了りよう承しようが下りるよう手て配はいしたわ」

「ありがとうございます、瀬戸さま」

「うちの旦だん那なも阿重霞ちゃんが生まれて少し大人おとなしくなったし。樹雷にとってこの婚こん姻いんは十分なメリットが……ごめんなさい」

「お気になさらないで下さい。そういう立場にあるのだということはわかっているつもりです。遙照もわかってくれるはずです。それに阿重霞ちゃんなら遙照にとってもいいご縁えんだと思っておりますから」

「私も遙照殿がお相あい手てならば安心です……」

　そう言いつつも、瀬戸の言葉にはどこか迷まよいがあった。

「お母さま。阿重霞ちゃんね、遙照ちゃんのお嫁よめさんになれるってとっても喜んでるのよ。私だって遙照ちゃんのこと大好きですもの。私ね、弟がほしいってずっと思ってたの」

　会話から外されていた美砂樹がニコニコ顔で割わり込んでくる。しかし美砂樹の言葉に、瀬戸がほんの少しだけ表情を曇くもらせるのを船穂は見み逃のがさなかった。

「それにね……あっ！　これはまだ内ない緒しよ。クスクス」

　船穂は含ふくみ笑いをしている美砂樹を見て。

「美砂樹ちゃん、内緒って何？」

「ダ～～メ。阿重霞ちゃんと約やく束そくしたんですもの、船穂お姉さま。でも二人の婚約発表までにはわかるわ」

　会話に入れて美砂樹は嬉うれしそうに微笑む。

「……美砂樹。外壁から遙照殿の部屋に行くのはもうお止やめなさい」

　唐とう突とつではあるが、普ふ通つうの人間が聞けば大した理由があるとは思えない程てい度どの何なに気げなさを装よそおって瀬戸が言った。

「…………！」

　そこで初めて、瀬戸が言わんとしたことに船穂は気付く。

「え～～～っ！　でも……」

「貴女あなたの散さん歩ぽの趣しゆ味みをとやかく言ってるんじゃないのよ。でもね、遙照殿ももう一二、大人の仲間入りを始めようかって時に『遙照ちゃん』なんて呼ばれて、毎朝貴女に起こしてもらってるなんて知られたら恥はずかしいでしょ！」

「うっ！……でも……」

　ピシャリと言った瀬戸を美砂樹が恨うらめしそうに見上げる。結婚して阿重霞という娘までできたというのに、こういう部分はまだまだ子供であった。

「でも、なあに？」

　にこやかな顔を崩くずさずに、瀬戸はとてつもないプレッシャーを美砂樹にかける。

「……うっ、だ、だって……」

　普ふ段だんであれば今のであっさり陥かん落らくする美砂樹だったが、今日はちょっとしぶとかった。

　しかも船穂を味方に引き入れようと、ゆっくりと彼女の方に近付くという（美砂樹にとっては）高こう等とうテクニックまで使ったのだが、そんな稚ち拙せつな戦せん略りやくが瀬戸に通つう用ようするはずもなく、あっと言う間に船穂との間を分ぶん断だんされてしまう。

「遙照殿のことはそろそろ大人として接せつしてあげる頃ころよ」

「……はい」

　口をへの字に結むすんだ美砂樹は、ポロポロと大おお粒つぶの涙なみだを零こぼして無む言ごんのまま部屋を出ていった。たぶん今頃は「お母さまのバカバカ」と泣きながら天樹の外壁を上り下りしているはずだ。今日くらいの事であれば五〇〇〇メートルある天樹の外壁を二往復もすればケロッと忘れ、夕食までには戻もどってくるだろう。

　そんな美砂樹を見送った瀬戸は、微かすかに嘆たん息そくして船穂を見つめる。

「気が……つきませんでした」

　俯うつむきながら船穂が呟つぶやく。しかし瀬戸の言げん動どうを知って「ああそうなのか」と思えば思うほど納なつ得とくできるものがあった。遙照は阿主沙ほどの激はげしさはないが気き性しようはよく似ている。そして美砂樹は瀬戸似だ。美砂樹が遙照を好んでしまうのは状じよう況きようから言ってごく自然と思われた。

　瀬戸は伏ふし目がちに船穂に言う。

「……ごめんなさいね、うちの旦だん那なといい美砂樹といい、柾木家には迷めい惑わくのかけ通しね」

「そんな、お気になさらないで下さい。それに迷惑だなんて……家族なんですから」

　瀬戸は船穂のこういうところがたまらなく好きなのだ。

『……かっ、かわいい……』

　ちょっと目め頭がしらが熱くなるのを瀬戸は感じ、慌あわてて言葉を繫つなぐ。

「遙照殿自身も多分、まだ気付いてないでしょう。美砂樹の方でこれ以上、彼を意い識しきさせるようなことをしなければ……」

　そう言いながら瀬戸は、阿あ主ず沙さと出会った頃のことを思い出していた。

　少年の頃の阿主沙のあのひたむきで真まっ直すぐな眼まな差ざしを。

「阿主沙ちゃんと出会った時よりもっと大人なのね、遙照殿は」

　瀬戸の言葉は、どちらかといえば独ひとり言に近かった。

「クスッ、瀬戸さまからご覧らんになれば、いつまで経たっても『阿主沙ちゃん』なのですね」

「……えっ!?」

　珍めずらしく瀬戸の頰ほほがうっすらと赤みを帯おびる。

「やれやれ、私も美砂樹のことは言えないわね」

　恥ずかしそうに瀬戸が微笑む。

　瀬戸は昔の阿主沙のことを話す時、僅わずかではあるものの無む防ぼう備びになる。誰だれかに何かを言われて頰を赤らめるなどという、感情を読み取られるような不ふ注ちゆう意いを普段の彼女がするはずがない。もっとも普段からプライベートで接している船穂だからこそ、瀬戸の些さ細さいともいえる反はん応のうに気付けるのだが。

「阿主沙さまと遙照は、気性がよく似ておいでです」

　船穂は以前から抱いていた疑ぎ問もん、いや確かく信しんに近いものだが、それを瀬戸に尋たずねようかどうか考えていた。

　悪戯いたずらっぽく微笑んで瀬戸が船穂を見つめる。船穂の疑問に答えようというのだ。

「……時々考えるの。阿主沙ちゃんがもう少し早く生まれてたら。………阿主沙ちゃんの隣となりにはきっと私と……魅み月つき殿どのが立っていたんだろうな……って」

　悲しげなのに、どこかうっとりとした表情で瀬戸が呟く。

　瀬戸の気持ちを聞いた船穂に嫉しつ妬とめいた気持ちはない。それどころかその光景を見てみたいという思いさえあった。

「クスクス。そうなればまさに無む敵てきですね」

「そうね。……でもね、船穂殿」

　ゆっくりと船穂の頰を両手で慈いつくしむように触ふれ、瀬戸が顔を近づける。

「貴女は、貴女が思っているほど小さな存そん在ざいではないわ。阿主沙ちゃんにとって……いえ、美砂樹も私も、あなたがいてくれることがどれだけ心の安らぎになっているか……」

「瀬戸さまも、ですか？　そんな、私なんかが……」

「私は今の方が良かったと思ってるわ。そう、予感かな。何かが変わる、樹雷の運命さえ、貴女の新しい血が何かを変えるような、そんな気がしてるの。それにね……」

「それに？」

「嫌いやみなお姉ちゃん役っていうのも、これはこれで捨すてがたくってね」

　さっきまでの恥じらいを吹き飛ばすように、瀬戸はケタケタと笑った。

「……お気の毒な阿主沙さま」

　船穂の言葉を受け、瀬戸の笑いが更さらに大きくなる。

　ひとしきり笑った後、瀬戸はウインクして船穂にこう言った。

「うちの旦那には内緒よ」




　翌よく朝ちようである。

　朝日を頰に受けながら、遙照はベッドの中でため息をついた。

『そろそろだな……あっ、来た来た』

　外壁から美砂樹が下りてくる音がする。

　しかし、いつもであれば窓をバンと開けて遙照の部屋に飛び込んで来るのに、今日はその直前で、葉ズレの音が止まる。

　不ふ思し議ぎに思った遙照が窓の方を見る。美砂樹の姿は見えなかったが、その代わりにか細く、ためらいがちな声が聞こえてきた。

「……遙照ちゃ…ううん、遙照殿。起きてる？」

「はい。お早うございます、美砂樹さま」

「あのね、今日からもう遙照殿のこと、起おこしてあげられなくなったの。ごめんね」

「……いえ、もう一人で起きられますから、お気になさらないで下さい」

「そうね、もう大人だものね……。じゃあね、遙照殿」

　外壁を移動する音が遠のいていく。美砂樹が急にそんなことを考えるはずはない。ましてや、「ちゃん」ではなく「殿」を付けて呼ぶなんて。そんなことを思いながら遙照は、おそらく瀬戸が何か言ってくれたのだと理り解かいした。

　小さくなってゆく葉ズレの音を聞きながら、小さなため息をつく。

　そのため息が安堵のものではないということに、その時の遙照は気付かない。

　自分の想おもいに気付かない。

　一二歳の遙照は、大人でもあり、子供でもあった。

　遙照が自分の中にある想いを微かに感じるきっかけとなったのは、その日の夜に起きた出で来き事ごとである。

　その夜、来らい客きやくを示しめす呼よび鈴りんが鳴なる。

「どなたです？」

　遙照の言葉を受け、扉とびらの向こうから、おずおずとした阿あ重え霞かの声が聞こえてきた。

「……お兄さま」

「阿重霞かい？　玄げん関かんから来るなんて珍めずらしいね。早く入っておいで」

　普段の阿重霞なら満まん面めんの笑みをたたえて入ってくるはずだ。しかし、一向に入ってこない妹に気付いた遙照は、読みかけていた本を閉じて立ち上がる。

「どうしたんだい？　今日はまた随ずい分ぶん大人しい……ん!?」

　扉を開けた遙照は、立っていた阿重霞の姿を見て息を吞のんだ。

　そこにいるのは、確たしかに阿重霞のはずである。だが、彼女の髪の毛は濃こい紫むらさき色いろになり、つんつんに逆さか立だっていた髪形は、美しく整ととのえられていた。

「阿重霞……その髪は……」

　一四歳以い降こうの映えい像ぞうしか見たことのなかった遙照は、母である船ふな穂ほの幼おさなき頃は、今の阿重霞のような少女であったのではないかと思った。そう考えた瞬しゆん間かんに彼は気付く。今、目の前に立っている阿重霞は遙照の理り想そうの女性になりたいがために、船穂に近い髪質を持つ父親側のものに因いん子し操そう作さを行ったのだということを。

『確たしかに、私は母上を理想の女性と考えてきた。だが……』

「遙照お兄さま。阿重霞の髪……おかしいですか？」

　おずおずとした態たい度どのまま、それでも幼い子供なりの決けつ意いを秘ひめた目で、阿重霞が問うてくる。

「……美砂樹さまは、何もおっしゃらなかったのかい？」

「かわいいって。抱きついたまま一時間も離はなして下さらなかったの」

「そうか。よく似に合あってるよ、阿重霞……」

　言葉と裏うら腹はらに、何かが遙照の心に棘とげを刺さすような痛みを与えていた。

　それはあの日、阿重霞の口から婚約の言葉が出た時から続いている痛みであることに、遙照はようやく気付く。痛みの原げん因いんが何であるのかわからなかったが。

　遙照は阿重霞のことを嫌きらっているわけではない。母の立場という気持ちもあったが、自分に対して真しん摯しな気持ちを向ける幼い妹を、嫌う兄がいるはずがないではないか。

　だが、彼の心の中の痛みは続いている。

　ズキンズキン、音を立てて続いている。

　その想いを悟さとられまいと、遙照はフッと笑って阿重霞に言った。

「本当に、よく似合ってるよ」

「ありがとう、お兄さま。みんなに見せてくるね！」

「ああ……」

　大好きな兄に褒ほめられたのがよほど嬉うれしかったのか、満足げに頷うなずいて阿重霞は廊ろう下かを駆かけていく。

　実の親子だからか、無邪気に駆けていく阿重霞の後ろ姿が、美砂樹とダブる。

　見送る遙照の表情が微かに曇った。

　自分の中にある想いに気付いたのだ。




　翌朝になり、いつもと同じ時間に目が覚さめた遙照は、遠くから美砂樹が外壁を下りてくる葉ズレの音が聞いた。

　寝ているところを驚おどろかそうと思って、ほくそ笑んでいる美砂樹の顔。

　遙照の心しん臓ぞうの音が高たか鳴なった。

　葉ズレの音が遙照の部屋の付近で止まる。

　笑いながら「遙照ちゃ～ん。おっ早よ～～う!!」と叫さけぶ美砂樹の声。

　遙照の緊きん張ちようが最さい高こう潮ちように達たつする。……そう、いつもであれば……。

　だがしかし………。

「……お早う、遙照殿」

　姿を見せないよう、美砂樹は壁かべ越ごしに声をかけてきた。いつもの明るい口く調ちようではなく、昨日きのうと同じような、少し沈しずんだトーンで。

「お早うございます、美砂樹さま」

　できるだけ平へい静せいを装って遙照は答えた。美砂樹に悟られないように……。

　ベッドから起き上がって窓の外へ駆けだしそうになる自分を押さえつけた。

　それ以上、言葉を続けることもなく、美砂樹は移動を始める。

　遙照の目め頭がしらが熱くなった。

　彼の目め尻じりから流れ落ちた雫しずくが、枕まくらの色をほんの少しだけダルクに染めた。

　口を震ふるわせながら呟く。

『……美砂樹…さま……』

　葉ズレの音が聞こえなくなるまで、遙照はベッドから動かなかった。

　それが、彼の新しい日につ課かとなった。




　それから数日後、遙照の部屋に瀬戸が来らい訪ほうした。母である船穂ならともかく、瀬戸が遙照の自室まで会いにくることは滅めつ多たにない。

「瀬戸さま。御ご用ようでしたら私の方から伺うかがいましたのに」

「船穂殿に果物くだものをいただいてね、宅まで我が慢まんできなかったので、ちょっとここでお茶でもと思ったの。ちょうど相そう談だん事ごともあったし。おじゃまするわね」

　一方的に喋しやべった瀬戸は、遙照の返事も聞かずに中に入り込む。

『……相あい変かわらず、お茶となると強ごう引いんだな』

　苦く笑しようしつつも、遙照は瀬戸を招まねき入れる。

　瀬戸の持ってきた果物は柿だった。地球を去る阿主沙の土産みやげにと船穂が手渡したものを種たねから育てたものだ。

　遙照が立てた茶を一口啜すすってから、瀬戸は話しを切り出した。

「えっ!?　私が銀河アカデミーへ、ですか？」

「そう。遙照殿も知ってるでしょう？　毎年十名前後、親しん善ぜん留りゆう学がく生せいとして銀河アカデミーへ送ってるのを」

「はい。では、来年の親善留学生として参まいればよろしいのですね」

「いいえ、今年よ」

「しかし、今年は確か一か月前に」

「別に決まりがあるわけではないわ。もちろん無む理りにとは言わないけれど、知っての通りこれは志し願がん制せいだから……」

　意味ありげな視し線せんを瀬戸が向けてくる。

『……何な故ぜ、瀬戸さまは急にそんなことをおっしゃるのだ？』

　瀬戸の真しん意いがわからず、遙照は困こん惑わくした。

　銀河アカデミー卒業者は銀河中の国で要よう職しよくに付く者が多く、遙照が将しよう来らいにおいて他国との人じん脈みやくを広げる良い機き会かいであることはわかる。瀬戸は樹雷国内ではまだ地じ盤ばんの弱い現樹雷皇の元にいるより、外での地盤固めが遙照という皇太子を樹雷国内で認みとめさせるには早道だと考えてくれたのであろう。

　しかし、一か月後に留学とは、いささかことが早そう計けい過すぎるのではないか。しかも今年の留学生は派は遣けんし終わった後なのだ。

　遙照は視線を落として考えを巡めぐらせるが、納なつ得とくできる答えを導みちびき出せずに、再び瀬戸へ目を向けた。

　瀬戸は機き嫌げんを損そこねたような表情をしている。しかしどうやらそれは遙照に対してではなく別のものに対してであった。

『……あっ！』

　瀬戸の視線は遙照にではなく、最後の一切れとなった柿に向けられていた。

　遙照はまだ柿を一切れも食べていない、ということは自分で持ってきたくせに、全部瀬戸が食べたということだ。さすがの瀬戸も最後の一切れに手を出せないでいたのだが、かといって最後なだけに取られると悔くやしい。だから、ちょっと機嫌が悪かったのだ。

『本当、こういうところは美砂樹さまと親子だなって思うよ……！』

　そう考えた時、瀬戸が何故、遙照に留学を奨すすめたのかがわかった。

　瀬戸は美砂樹と距きよ離りを置く機会をくれようとしているのだ。

　遙照は心の中で瀬戸に感かん謝しやすると共に、最後の柿を勧すすめる。

「……瀬戸さま、留学の件、お受けいたします。よろしくお願いします」

「あら、いいの？」

「どうぞ、お構いなく」

　じゃあ、遠えん慮りよなくいただくわねとか言いながら、幸せそうに柿を食べる瀬戸を見つめていた遙照は、何かから開放された気分と、何かを失う気分を同時に味わっていた。

　瀬戸の食べている柿はどんな味がするのであろうか？

　ふと、そんなことを考えてしまう遙照であった。




　銀河アカデミーへの留学を決めた遙照は、出発までの期間が短いこともあって、何かと慌あわただしい日々を送ることになる。最高評ひよう議ぎ会かいで遙照と阿重霞との婚約は、留学が終了する二年後と決まったものの、発表には時期尚早として諸外国には遙照の留学だけが伝えられた。

「お、お兄さま。待ってます。阿重霞は、ずっと待ってます」

　出発までの間、阿重霞は何度も遙照の部屋を訪おとずれ、呪じゆ文もんのように同じセリフを繰くり返しながら泣いた。様よう子すが気になって覗きに来た美砂樹にまで泣き出された時には、さすがに閉へい口こうせざるをえなかったが。

　とにかく、年二回の帰き省せいを約やく束そくして二人には納得してもらえた。

「しっかり、勉強してらっしゃい」

　出発前日の夜、やってきた船穂にこんなことを言われた。その言葉には美砂樹への気持ちの整せい理りという意い味み合あいも含ふくまれていた。

『明日は出発か』

　ベッドに潜もぐり込んだ遙照は、そう独ひとりごちた。

　明日の朝で彼の日課は終わりを告げる。

　葉ズレの音が聞こえてくることを心待ちにして、遙照は静かに目を閉じた。







　　　遙よう照しよう







　遙照の持つ皇おう家けの船の名は、母と同じ『船ふな穂ほ』である。

　宇宙空間を疾しつ走そうする船穂のブリッジには、メインモニターが一つの太陽系を映し出していた。これこそ、銀ぎん河がアカデミーである。

　銀河アカデミーは樹じゆ雷らいの国こつ境きよう付ふ近きんの公共宙ちゆう域いきにあり、太陽系をそのまま一つ使用して構こう成せいされている巨大な学園だ。以い前ぜんは樹雷皇立の施し設せつであったが、約二万年前に銀河連れん盟めい所しよ属ぞくとなり、現在に至いたっている。銀河アカデミーの設せつ立りつ当とう初しよは、六つの天てん然ねん惑わく星せいに一つの人工惑星であったが、現在は人工惑星が四つに追つい加かされ、スペースコロニー規き模ぼ以上の衛えい星せいは数千、ステーションクラスの細かい建けん造ぞう物ぶつなどは、毎日増えるため、正せい確かくな数などはまったく確かく認にんさえできない状じよう態たいであった。

　銀河中の知ち識しきの宝ほう庫こであり、人類の現在の繁はん栄えいを根こん底ていから支えてきた施し設せつ、そしてパンドラの箱、それが銀河アカデミーなのだ。

　船穂のブリッジのメインモニターに銀河アカデミー最大の中央星が映し出された時には、さすがの遙照も少なからず緊きん張ちようした。今回遙照には警けい備び員いんはおろか侍じ従じゆう一人、付いてきてないからだ。もっとも、生せい体たい強きよう化かされた樹雷の皇おう族ぞくに危き害がいを加えられる者はまずいない。唯ゆい一いつ可か能のう性せいがあるとすれば、そこが銀河の科学開発の中心だということだが、銀河アカデミーの警備部の能のう力りよくは定てい評ひようがあるので、滅めつ多たなことが起こる確かく率りつは低い。しかも遙照が乗っているのは、最強を誇ほこる樹雷でもトップクラスの力を持つ、第一世代戦せん艦かん『船穂』なのだ。これで警備員を連れていくなど、樹雷の人間にとって恥はじと同どう義ぎ語ごである。侍従にしても同じ事。全ぜん寮りよう制せいの学校に母親が付いてくるようなものだ。遙照ももう一二、自分のことくらい自分でできなければならない年齢であるという自覚もあった。

「さあ、いよいよだ」

　誰だれに言うでもなく呟つぶやいた遙照は、船穂の針しん路ろを中央星のエアポートに向け、着ちやく陸りく体たい勢せいに入った。

　ポートに降おり立った遙照を出で迎むかえるものは誰もいなかった。華はな々ばなしい出迎えを期き待たいしていたわけではなかったが、樹雷とのギャップにちょっとしたショックを受けたのも確かだ。

『……そうか、外での私の存そん在ざいなんてこんなものなのか』

　だが、この状じよう況きようが、自分が本星から離はなれたのだということを実じつ感かんさせてくれた。冷れい静せいになれば式しき典てん等とうの行ぎよう事じを行わなくてすむ分、却かえって気分は楽になった。

「ようこそ銀河アカデミーへ、柾まさ木き・遙照・樹雷君」

　そんな彼に、後ろから声を掛かけてきたのは、生徒らしい一人の少女である。遙照の表情を見て思ったのだろう、少女は遙照の心の中を見透かしたように言葉を繫つなげた。

「びっくりしたでしょ。樹雷の皇太子なら盛せい大だいな歓かん迎げいを受けて当然なのに……といった所かな、遙照君？」

　ここ銀河アカデミーは、中ちゆう途と入学生に案内役の生徒が付く。その生徒が新入生の諸もろ々もろの面めん倒どうを見るのだが、それらは全て生徒のボランティアである。

　遙照よりも三つ年上の少女は、遙照に手を差し出しながら自じ己こ紹しよう介かいをした。

「私、アイリ・マグマ。よろしく」

「私は柾木・遙照・樹雷です。……マグマ殿、先ほどおっしゃった意味は……」

「マグマ殿!?」

　アイリは素すっ頓とん狂きような声で聞き返す。

「何か失礼な言い方でしたか？　樹雷ではこう呼ぶのが普ふ通つうなのですが」

「ああ、違う違う。そういう意味じゃないの。なんか慣なれない呼ばれ方したから……私のことは、アイリでいいわ」

　ちょっと恥ずかしそうにアイリは笑った。

「わかりました、アイリ殿」

「あのね……アイリ殿じゃなくて……まあいっか、すぐには無む理りね」

　なんたって樹雷の皇太子なのだからと、アイリは見えないため息をつく。

「あの、アイリ殿？」

「ああ、ごめんね、話の腰こしを折おって。……素っ気ない出迎えで驚おどろいたでしょ？　本来なら銀河に轟とどろく超ちよう大たい国こくの最高権けん力りよく者しや。そのご子し息そくが留学してきたってのに、式典の一つもしないで、出迎えたのが女生徒一人きりだったなんて」

　嫌いや味みっぽく聞こえてしまうが、アイリには何の含ふくみもない、ただ思ったことを正直に言葉にしているだけだろう、そう遙照は感じた。はっきりとした彼女の気性は、遙照にとって心地ここち良くさえあった。

　だから遙照は、正直にアイリに答えた。

「はい、思い知りました。私の存在なんて、外ではこんなものだと」

「……ちょっと、君。本当に一二歳？」

　アイリにとっては意外な反はん応のうだったらしい。一二の少年がごく自然に、こんな悟さとった言い方をすれば無理もない。

　眉み間けんにたて皺じわを寄よせ、珍めずらしいものでも見るようにアイリが顔を近づける。
















「そう…ですが……」

「……つまんないわね。もっとこう、甘やかされて、何でも思い通りにならなきゃ嫌だって小こ生なま意い気きなクソガキを期待したのに」

「はっ？」

「そういう輩やからが結けつ構こういるのよ。特に特別留学生って奴やつにね。まあ大たい抵ていは親の責せき任にんなんだけど……ここを観かん光こう地ちかなんかと勘かん違ちがいしてるのよね。君の前に来た樹雷の皇族の親しん戚せきだった奴もそうだったわ。ど派は手でな外がい装そうの皇家の船で来て、お付きをぞろぞろ引き連れて……ここでは自分の国での権けん威いなんか何の役にも立たないのに」

　吐はき捨すてるように言うアイリに、遙照は「でしょうね」という風に頷うなずいた。

「ふ～ん、どうやら君は大だい丈じよう夫ぶみたいだけど、気を付けたほうがいいわよ。国同士のいざこざによるトラブルは学生裁さい判ばんに掛かけられて、最悪の場合、退たい学がくよ。……ねえ、君は皇家の船で来てないの？　君が乗ってきたのはどう見ても小型のクルーザーよね」

　エアポートに係けい留りゆうされている遙照の船を見つめながらアイリが言う。

　彼女がそう思うのは無む理りもない。船穂は金きん属ぞく材ざいの装そう甲こうで偽ぎ装そうされていたのだ。もともと皇家の樹のコアユニットはそう大きくはなく、外がい装そうユニットを外せば小型クルーザー並みの大きさにしかならない。しかしその中身は、一国の総そう戦せん力りよくを上回る、いや、それ以上の破は壊かい力りよくを持つ、桁けた外はずれの化け物であった。

「いえ、今回は連れてきていません」

　樹雷皇家の船は、内部にある『皇家の樹』の存在がトップシークレットとされていることもあるが、皇族以外の人間が中を見ることは出で来きない。そして事実はどうであれ、どう言い繕つくろおうと国外で活かつ動どうする皇家の船は、銀河法で戦せん闘とう軍ぐん艦かんと見なされてしまう。面めん倒どう事ごとを回かい避ひするため遙照は噓うそをついた。

　もっともアイリだけではない。銀河アカデミーに遙照が船穂に乗って来ていることは、樹雷の皇族でも数人しか知らされておらず、樹雷星には船穂の外装にダミーのユニットを装備したものが残されている。第二、第三世代の船ならばここまでする必要もないが、遙照が乗っているのは樹雷で四人しか持ったことのない、第一世代のもの、樹雷側が慎しん重ちようになるのも仕方のないことではある。

「そう………見たところ取り巻きも連れて無ないみたいだし。樹雷の皇族といっても人それぞれなのね。でもちょっと残ざん念ねん」

「……何がです？」

「権けん力りよくを盾たてにしてる馬ば鹿かボンボンの根こん性じようを叩たたき直すのも、楽しみだったんだけどな」

　アイリは拳を握りしめ空を見上げる。おそらくその拳で、本当に『叩き直す』つもりだったのだろう。

　そんな彼女の仕し種ぐさを見て、遙照は心の中でクスリと笑った。

『……妙みように親しん近きん感かんを覚えると思ったら、ちょっと瀬戸さまに似にてるんだ。私は、こういうタイプに縁えんがあるのかな？』

　ふと見ると、アイリが遙照を覗のぞき込むように見つめている。

「なんですか？」

「……でも、別な意味では同じことかな」

　独ひとり言ごとのように呟くアイリに、なぜか遙照の背せ筋すじに悪お寒かんが走った。

「それは、どういう意味ですか？」

「別に、何でもないわ。あ、そうそう、一つだけ言っておくけど、君が言った通り、ここでの君の存在なんて無いも同どう然ぜんよ」

　自分でもそう思っていても、他人にこうまで面と向かって言われては、遙照とて落ち込んでしまう。

「クスッ。でもね、ここでの評ひよう価かは外でも通用するわ。ここで君が作り上げた評価は紛まぎれもなく君自身の力よ」

　遙照を指さしながら、アイリは優しく、そして力強く言った。

「……私の？」

「そっ！　だからがんばんなさい。……それから、今こん晩ばん、君の歓迎会を開くことになってるわ。内々のちょっとしたものだけど」

「ありがとうございます」

　アイリの後を歩きながら遙照は何か熱いものがこみ上げてくるのを感じていた。

　ここで作り上げた評価は紛れもなく自分自身の力になる……アイリが言ったその言葉は、遙照にとって一番欲しい言葉だったのかもしれない。

　自分はここで何を作り上げられるのか？

　銀河アカデミーに来て、初めて遙照が手に入れたものは『自由』という名の可か能のう性せいであった。




　そしてその夜。

「……アイリ殿。これのどこが内々なのですか？」

　隣となりにいるというのに、遙照は叫さけぶようにアイリに聞いた。なぜなら、町には見渡す限りの人、人、人……溢あふれんばかり人々で埋うめつくされている。まるでアカデミー中の人々をを挙あげて行われるお祭りかパレードだ。町並みの光景は、昼の閑かん静せいさとは一八〇度変わっていた。

　目を白黒させている遙照に、アイリがウインクを贈おくる。

「アハハハハ～～～、驚いた？　でもこれが全部君の歓迎会ってわけじゃないのよ」

「どういうことです？」

「ここには銀河中の国々から人が来るわ。いろんな宗しゆう教きよう信しん仰こうもある。当然それぞれの特別な日ってのがあるの。例えば、誕たん生じよう日びとかね。祝いわってもらいたいし、祝ってあげたいことがあるでしょ？　だから毎日何らかの祝い事があるのよ。一つ一つやってたら面倒だからとりあえずみんなでお祝いするってワケ」

「……それって、毎日こんな馬鹿騒さわぎがあるってことですか？」

「毎日じゃないわ、毎晩よ、ま・い・ば・ん。昼間は勉強しなきゃ。それが学生の本分なんだから。はいこれ着けて」

　遙照は大きなマーカー付きの帽ぼう子しを強ごう引いんにかぶせられた。

「何ですか、これ？」

「取っちゃダメよ。目め印じるしなんだから」

「目印？」

　辺あたりを見回すと所々に自分と同じ物をかぶっている者がいる。そのことに気付いたと同時に背中をバンと叩かれた遙照は、にこやかに笑いかけてくる見知らぬ男を見た。

「おめでとう」

「あ、ああ、ありがとうございます」

　立ち去っていく男を呆ぼう然ぜんと見ていた遙照に、道行く人が次々と声をかけてくる。どうやらこの帽子をかぶっている者が、本日、お祝い事のある人間らしかった。

「おめでとう」

「ありがとうございます」

　夜も更ふけてくると興きようが乗ってきた人々の歓迎が派手になってくる。

　口くち紅べにをつけ、身体からだのラインがくっきりと出るようなドレスを来た女性が、酔よっ払ぱらいながら遙照に抱きついてきた。

「キャ～～～！　かわいい。ねえ今からでいいから私を案内役にしない？　いろいろ案内してあげるわよ。いろいろね♡」

「いや、それは……」

　思わずしどろもどろになる遙照。

「あー、もう純じゆん情じようくーん♡」

「せっかくですけど、お姉さま方の案内する場所は、彼にはちょっと早すぎますわ」

　遙照と女性の間に身体をグリグリと押し込んだのはアイリだ。

「あら、アイリが案内役なの。クスクス、まあ、お気きの毒どく」

「それはどういう……」

「じゃあね」

　遙照の疑ぎ問もんに答えることなく、女性は人ひと波なみに消えてしまった。それからもひっきりなしに遙照は祝しゆく福ふくを受け続けるのだが、どうやらそれは、アイリが案内役を務つとめている生徒を見たいという好こう奇き心しんが働いてるためらしい。

『アイリ殿は、有ゆう名めい人じんのようだ』

　会話の端はし々ばしから、そういうことなのだと遙照は理り解かいした。

「留りゆう学がく生せいね、おめでとう。名前は？」

「柾木・遙照・樹雷と申します」

　囲かこむようにして現れた数人の女生徒に、遙照が自分のフルネームで答えた途と端たん、一いつ瞬しゆんのうちにあたりが静せい寂じやくに包つつまれる。

「そうなの。彼、樹雷の皇おう太たい子しなのよ」

　アイリがにっこりと笑みを浮かべてそう言うと、ゆっくりだが再びもとの喧けん噪そうが戻ってくる。

　何な故ぜ、樹雷の名を口にした時、みんなは黙だまってしまったのか。

「アイリ殿。先ほどの……」

　アイリに聞こうとした時、再び別のグループ（女性）の黄色い声の襲しゆう撃げきを受けた。

　遙照の元を訪おとずれるのは年上の女性が多かった。酔いにまかせてか、酔いの力を借かりてか、女性たちは遙照を抱きしめ、その頰にキスを繰くり返す。香こう水すいと酒の匂においを嗅かぐまでもなく、遙照は女性たちの柔やわらかい頰や胸の膨ふくらみに酔ってしまった。

　ドドン。ドドドン。

　大きな花火が夜空を明るく照てらす。

「あら残念、もうそんな時間？　じゃあお休みなさい」

　遙照の周りにいた人々が口々にお休みと言い、離はなれていく。先ほどの花火が中等科生以下の門限時間の合あい図ずなのだ。

「遙照君、帰りましょ」

「え、ああ、そうですね。今日はどうもありがとうございました」

　手を振る人々に遙照は頭を下げる。名な残ごり惜おしいのか、数人のお姉さまたちが遙照を取り囲んで離れようとしない。アイリはお姉さま方から引ったくるように遙照を連れ出した。

「もてるわね、遙照君」

　横目で遙照を見たアイリが呟つぶやく。面おも白しろがっているのだ。

「そんなことはありませんよ」

「そうかしら？」

　人波に流されるように歩いて二人だが、一つ路ろ地じに入れば一人、また一人と人数が減へっていく。流れてくる夜よ風かぜが、喧騒で疲つかれた身体に心地良かった。

　中等科学生用の宿しゆく舎しやの前でアイリが立ち止まって振ふり向く。

「宿舎の登とう録ろくは済すませてあるから、指し示じに従したがってね。じゃあ、お休み」

　そう言って歩いていくアイリを、遙照は慌てて引き止めた。

「アイリ殿！　アイリ殿の宿舎までお送りします」

「私の？　年下の君に送ってもらうなんて……」

　そう言いかけてアイリは言葉を止める。

「ううん、ありがとう。でもこれからまだ行かなきゃならない所があるの。今日がお祝いの友達がまだ何人かいてね。じゃあ、お休み」

　遙照にウインクすると、アイリは人の波が残っている方向へと走っていった。

「……あ」

　遠くなっていくアイリの後ろ姿を見つめながら、遙照は聞きそびれてしまったと思う。

　自分がフルネームを告つげた時の人々の反はん応のうがおかしかったことを。

『明日会った時に、さりげなく聞いてみよう』

　そう考えて、遙照は宿舎の中庭を通って自分の部屋へと歩きだした。

　その時である。

『……誰だれか、いる！』

　歩きながら自分に向けられている気け配はいを遙照は感じた。気配の断たち方がまだ未み熟じゆくなため遙照には丸見えも同どう然ぜんだったが、それは類たぐいまれなる戦闘能力を持った樹雷の人間としての話であって、他星系の人間であれば十分プロの域いきに達たつしていた。

　遙照はわざと何かに気を取られるような仕種をして隙すきを作る。当とう然ぜん、相手は見み逃のがさず、五人の人影が彼の前に飛び出してきた。遙照の誘さそいにのせられたのだ。

『樹雷の人間だ』

　襲おそいかかってきた人影の身のこなしと戦い方を見た遙照は、そう確かく信しんした。中庭に生はえている木を利用した障しよう害がい物ぶつの中での戦い方は樹雷星武ぶ技ぎの一八番であり、襲いかかる人影の動きは、稚ち拙せつながらその武技の基本の動きであった。

　だが、それゆえに相手の動きが遙照には読める。

　戦いという言葉が当てはまらないほど、あっけなく勝負はついた。

　遙照の周りには、うめき声を上げている五人の少年達が倒たおれている。彼等が遙照を襲ってきた犯はん人にんだったのだ。五人がかりで襲ってきた少年達を一二歳である遙照がこうも簡かん単たんに打ち伏ふせることができたのは、決して偶ぐう然ぜんではない。遙照の周りには皇族内でも桁けた外はずれの達たつ人じん達たちがいっぱいいる。樹雷皇、美み砂さ樹き、瀬せ戸と、内うつ海つみ……特に美砂樹は遙照を弟のように思って可愛かわいがっているものだから、何かと遙照にちょっかいをかけてきた。樹雷最さい高こう峰ほうの速さを持つ美砂樹のスピードに慣なれてしまっている遙照に、年上とはいえ、一いつ般ぱんの樹雷の子供が太た刀ち打うちできるはずがない。事じ実じつ、手て加か減げんをするしない以前の、ちょっとした牽けん制せいだけで勝負が決してしまったのだ。

『しまった。………やりすぎたのか？』

　遙照は倒れている少年達の様子を見ようとして慌ててやめる。倒された相手に心配されるなど樹雷の男なら屈くつ辱じよく以外の何ものでもない。

　それにもう一つ理由があった。

「あなた方も私に何か用があるのですか？」

　暗くら闇やみの茂しげみに向かって話しかける。もう一組のグループが自分を見つめていることに、遙照は気付いていたのだ。こちらは気配の断ち方から、最初の少年達より数すう段だん技ぎ量りようが上だと思われるが、それでも遙照からすればさほどの違いはない。リーダーらしき少年が目め配くばせをすると、他の少年達は遙照が倒した少年達を抱かかえて去っていった。

　中庭に残っているのは、リーダーの少年と遙照の二人だけだ。

「俺は平ひら田た兼かね光みつ」

　そう名な乗のった少年は、大おお柄がらな体に精せい悍かんな顔だちをしていたが、どこか愛らしい大きな目をしている。その目が遙照には印いん象しよう的てきだった。

「柾木・遙照・樹雷です」

　遙照も名乗りを上げる。

　だが別に戦おうというわけではない。二人の間に闘とう気きは無かった。

「ここでは樹雷での立場や権けん威いは何の役にも立たない。そんなものに頼たよる奴やつはここでは馬鹿にされるからだ。それにも関わらず、時々それがわからない大馬鹿者がいる。大たい抵ていが皇族やその眷けん族ぞくだ」

　兼光は芝生しばふに目をやる。先ほど遙照が倒した少年達がいた辺りだ。

「さっきお前を襲った奴やつらは、その大馬鹿者の手下さ」

「私に何の御ご用ようなのですか？」

「忠ちゆう告こくしようと思ってな。権けん威いが通つう用ようしないとは言っても、お前が樹雷の皇族だっていう事実は無くならないし、逆にそのことが問題を起こす可能性もある。雨木の馬鹿がぞろぞろ侍じ従じゆうを引き連れて来てよ、いい物もの笑わらいの種たねになってるのさ」

「……気を付けます」

「気を付けることは他にもある……ん!?」

　そこまで兼光が言った時、消しよう灯とうの時間を告げる鐘かねが鳴った。寮りよう官かん達の見回りが始まるまでに部屋に戻ってなければならない。

「案内人を変えろ」

「案内人とは、アイリ殿のことですか？」

「そこにいるのは誰だ？」

　寮官が遙照達の話し声に気付き、懐かい中ちゆう電でん灯とうを向けようとする。

「後は自分で調べな。じゃあな」

「ご忠ちゆう告こく感かん謝しやします」

　寮官のライトが遙照達がいた場所を照らす。

「消灯時間は過ぎたぞ！　さっさと……」

　怒ど気きをはらんだ寮官が驚きで目を見開く。

　そこにいたはずの生徒の姿すがたが、どこにもなかったからだ。




　自室に戻った遙照はシャワーで汗あせを流しながら、先さき程ほど、兼光という名の少年が言ったことの意味を考えていた。

『アイリ殿を変えろ…か………思い当たるとすれば、歓迎会の時、私が樹雷出身だと知ったときの周りの人達の反応だな。多た分ぶん、そう考えていいはず』

　浴よく室しつから出て寝ね巻まきに着き替がえた遙照は、タオルで濡ぬれた髪を拭ぬぐいながら、持ってきていた端たん末まつのアクセスボタンを押す。

「船穂。銀河アカデミーの人じん事じバンクのチェックを頼たのむ。私の案内人、アイリ・マグマ殿のプロフィールを教えてくれ」

　数秒も経たたないうちに、端末から情報が表ひよう示じされた。

「……惑わく星せい国こつ家か、アイライ出身。アイライ教総そう本ほん山ざん、教主長ガイラ・マグマ氏の長女！……そうか、そういうことか……」

　そのわずかな情報で、彼が抱いていた疑問が全て氷ひよう解かいした。

　アイライ教は今やその勢せい力りよくを銀河中に広げ、構こう成せい人員は最大の国家人口を凌しのぐ、銀河最大の宗しゆう教きよう集しゆう団だんである。一万年前までは一国家の宗教団体に過すぎなかったが、ある事じ実じつが発見されたことにより、爆ばく発はつ的てきにその勢せい力りよくを広げたのだ。

　その事実とは、銀河の多くの惑わく星せいに共通の遺い跡せきが存在したことに端たんを発はつする。遺跡は個こ々この惑星外から来た者達によって造られた、ある種の宗教的な遺跡であった。そしてその惑星にもともと住んでいた、あるいは遺跡が造られた後に派は生せいした原始人類によって、遺跡から多くの原始宗教が生みだされていく。

　銀河連盟の設せつ立りつにより多くの国々に交流が生まれ、それと同時に各惑星にある遺跡が共通のものであると、銀河アカデミーの研究者たちによって解かい明めいされたが、謎なぞとして残ったのは、遺跡を造った宗教の真しん祖そとでも言うべき惑星はどこかということだ。当然のことながらその興きよう味みは当とう事じ者しや達が一番強く、我われこそが真祖だという論ろん争そうが激はげしくなり、そのために戦争すら起こった。

　そしてそれから一〇〇〇年後、鷲羽わしゆう率ひきいる銀河アカデミーの研究チームがそのルーツを探し当てる。それが惑星アイライだった。遺跡から派生した宗教は全てアイライ教の流れを汲くむという事実が、アイライの勢力を爆ばく発はつ的に広げた理由である。

　遙照にとっての問題はここからだ。

　主おもだった大国には必ずと言っていいほど、アイライ教系の宗教会がある。

　もちろん樹雷にも宗教の自由があり、多くの民族の集しゆう合ごう体たいからできた歴史がある以上、それぞれの信しん仰こうしていた宗教も多た種しゆ多た様ようだった。しかし今現在、樹雷にはそれらの宗教は一部の風ふう習しゆうを残し全くないといっていい。

　最大勢力を誇ほこるアイライ教も含ふくめてである。

　国外から樹雷へ来ている者達のために作られたアイライの出張教会所はあるものの、樹雷の信者は皆かい無むといって良かった。理由は幾いくつかある。一つは樹雷領の殆ほとんどが入にゆう植しよく者しやによって構こう成せいされたものであるため、新たに遺跡を偶ぐう像ぞうとして宗教が発はつ生せいするようなことがなかったこと、一つは樹雷が銀河の辺へん境きよう付近にあり、アイライからかなり距きよ離りが離れていたため、遺跡自体がほとんどなかったこと。

　そして最大の理由は、樹雷には他に明めい確かくすぎる崇すう拝はいすべき対たい象しようがあったからである。

　それが『津つ名な魅み』を始し祖そとする皇おう家けの樹きだ。

　アイライの信仰上の神と今そこに存在している神、樹雷の人間が他の神を受け入れないのも当とう然ぜんのことと言える。

　ただしここでいう神は、天地たちが住んでいる地球人の考える神の概がい念ねんとはまったく意味が違う。神というものの存在は、自然への畏い怖ふ、恒こう星せい間かん航こう行こうの技ぎ術じゆつを持つ異い星せい人じん、異い次じ元げん生せい命めい体たい、そして高こう位い次じ元げん知ち性せい体たいであると明めい確かくに判はん明めいしている。そういった意味では、初期知的生命体の不ふ確かく定ていな神とは意味が違うのである。その中でも高位次元知性体は、科学の進んだ現在でも圧あつ倒とう的な力を有ゆうしており、神と称しようされることも少なくないのだ。

　皇家の樹の存在により、樹雷創そう世せい記きには多た種しゆ多た様ようであった崇あがめるべき偶像も、十数万年の間に、その殆どが皇家の樹へと転てん化かされていった。

　アイライの人々が、樹雷人たちを異教徒として敵てき視しする考えを持つのも当とう然ぜんである。最近では一部の強きよう硬こう派はが、自らの領りよう宙ちゆうに皇家の船の進入を禁きんじ、また樹雷側でも、アイライに対して報ほう復ふく措そ置ちを行う意見を持つ者まで出始めていた。

『おそらく兼光殿は私がアイライに取り込まれることを恐おそれているのだろうな。馬鹿なことだ。アイリ殿はそういった器き用ようなタイプの人間ではない』

　幸か不幸か難むずかしい立場に生まれた遙照は、人の害がい意いに敏びん感かんに反応してしまう。アイリになんら他た意いはない、遙照のその思いは確かく信しんに近かった。しかし本人達にそんな意志はないにせよ、周まわりの者達までそう思うとは限らない。何らかの意を持つ者にとっては、アイリと遙照が同じ場にいることだけでも問題なのであろう。

『少なくともアイリ殿へ向けられる樹雷側からの干かん渉しようは、私が阻そ止ししなければ……』

　現実を受け止め、それに対たい処しよする方法を遙照は身につけている。

　だが、一つだけ疑ぎ問もんに残ることがあった。

　何な故ぜ、アイリ殿は私の案内人を引き受けたのか？

　そんなことを考えているうち、いつの間にか眠ってしまった。

　翌よく朝ちよう。

『……朝か………』

　いつものようにベッドの中で、葉ズレの音が聞こえてくるのを待つ。

『ここは銀河アカデミーだ……来るはずなんか無ないじゃないか』

　場所が変わったからといってそう簡かん単たんに割わり切れるものではない。来るはずのない美み砂さ樹きをベッドの中で待ち続ける。

『……せめていつもの時間まで………』

　と、その時！

「遙照く～～～～ん!!」

　死人も飛び起きようかという大だい音おん量りようが遙照を襲おそった。

「ねえ遙照君!!」

　遙照のセンチな想おもいも朝の値あたい千せん金きんの微睡まどろみも全て吹ふき飛ばし、遙照をベッドの下へと叩き落とす声の主は……。

「ア、アイリ殿!?」

　アイリの声は通つう話わモニターからであった。

「あっ、起きてた？」

　モニターの向こうで朝だというのにテンションの高いアイリが笑っている。

「………おはようございます…アイリ殿」

「なあにその格かつ好こう」

「えっ？」

　その時になってまだ寝ね間ま着きのままであることに気付く。

「こっ、これは失礼」

「ほらさっさと着替えて出てきなさい。今日は、他にも編へん入にゆう者しやが大おお勢ぜい来る予定になってるから、遅おそくなると混こむわよ！　前の公園で待ってるから」

　用よう件けんだけ言うと、さっさと切ってしまう。

　慌あわてて支し度たくをした遙照は公園へと向かった。

「すみません、お待たせして。お早うございます」

「おはよう、結けつ構こう早かったわね。うん！　感心感心」

　腕うで組ぐみをしながらアイリが満足そうに頷く。

「先に手続きを済すませて朝食にしましょ……あっ…と、その前に」

　組んでいた腕を下ろし、姿し勢せいを正して遙照を見つめ、ゆうべの疑問をアイリの方から切り出してきた。

「……ねえ遙照君。私が案内人を続けていいの？」

　昨日のうちに自分の出しゆつ生せいについて知ったことを確かく信しんしてアイリは聞いているのだ。思し慮りよ深ぶかい女性だと感じつつ、遙照はほがらかに答える。

「ええ、アイリ殿がご迷めい惑わくでないのでしたら」

「………何度も言うけど、本当に君、一二歳？」

　遙照の態たい度どに苦く笑しようしつつ、アイリは言葉を続けた。

「難しいことになるかもしれないわよ。大変なんでしょ、あなたのお母さま」

「母には父や他にも、気づかってくれている方々が大勢付いています」

「……君の将来のこともあるわ」

「私は他の国々と良い交流があるというのは、樹雷の将来にとっても良いことだと信じていますから」

　遙照の言葉に噓うそはない。彼の瞳ひとみを見たアイリには、それがわかった。

「……遙照君、あのね。ううん、何でもない。ありがとう」

　遙照の真しん摯しな目を見たアイリは、思わず何かを言いそうになって、それを必死で押しとどめる。

　そんな彼女に気付いたのか、遙照は深々と頭を下げた。

「こちらこそお世せ話わになります」

「じゃあ、これでこの話はここで終わり！　いいこと、『でもやっぱり嫌いやだから』って言うのは無しよ。そんなことをしたらぶん殴なぐって一生軽けい蔑べつして恨うらんでやるから」

　一方的にまくし立てたアイリが、にっこりと笑う。

『……やっぱり、美砂樹さまや瀬戸さまにどこか似ている』

　早まったかもしれないと後こう悔かいする遙照だったが、嬉しそうなアイリの表情を見ていると、そんな思いはほどなくどこかへ飛んでいってしまった。




　数時間後、手続きと朝食を終え、アイリと別れた遙照は、彼女の思惑おもわくがなんであったのかを聞くことができないまま自室に戻ってきた。だが、そのことを詮せん索さくするのは後でもいい。それより気になることが遙照の中に生まれていたからだ。

　気になることとは、アイリと出会ったその時から、常つねに感じる違い和わ感かんである。

　始し終じゆう何かに見られている、そんな視し線せんを感じるのだ。

　留学して二日目というのに遙照の周りは慌ただしい。樹雷の皇太子だからと言われればそれまでだが。

『私の気のせいでなければ、国家レベルの情報部といったかなり高こう度どな訓くん練れんを受けた者だろうな。問題は……』

　それがどこに属ぞくしている者か？

　遙照が銀河アカデミーに留学したことは、まともな情報収しゆう集しゆうのできる所ならば知らないはずはない。

「しょうがない。アイリ殿にはご足そく労ろうだが、ちょっとつき合ってもらおう」

　船穂の端たん末まつからでもアクセスはできたが、より相手が盗とう聴ちようしやすいように部屋に備そなえつけられている端末を使って、遙照はアイリにコールした。

　何度目かのコールで、通信が繫つながったマークをディスプレイが映し出す。

「アイリ殿ですか。不ぶ躾しつけな連れん絡らくをお許ゆるし下さい。遙照です」

「……あら、遙照君。どうしたの、こんなに遅おそく？」

　相手が遙照とわかると、音声から映像へと切り替かえる。

「……す、すみません。お休み中とは知りませんでした。連絡は明日に……」

　狼ろう狽ばいしつつも遙照は早口で言った。

　なぜなら、アイリはシャツ一枚というラフな格好でディスプレイに映っていたのだ。ちょっと乱みだれた髪かみ、未み成せい熟じゆくとはいえ、柔やわらかな胸のラインを浮かび上がらせているシャツの影……それらの全てが、遙照の心しん臓ぞうの鼓こ動どうを早めていく。

「いいのよ。家ではいつもこの格好なんだから。それよりどうしたの？　何かわからないことでもあった？」

　しどけない姿を遙照に見られても、アイリはまったく意に介してなかった。家ではいつもこの格好だとアイリは言ったが、相手が遙照でなければそんな格好で映像を出すはずはない。おそらくアイリにとって、遙照は弟のような存在なのであろう。とはいえ、今までそのような格好の婦ふ女じよ子しを見たことのない遙照は、愕がく然ぜんとするしかなかった。お付きの侍じ女じよや侍従に着き替がえを手伝われる時などで、肌はだを見られることは慣なれているが、見ることの方は慣れてないのだ。

　必死で動どう揺ようを抑おさえながら、遙照は話を続けた。

「あの、実はですね、明日、一いつ緒しよに行って欲しい場所がありまして………」

　頰を上じよう気きさせて早口で言う遙照に、アイリはクスリと笑って。

「……いいわ。せっかくの遙照君のお誘さそいだから、つき合ってあげる」

　遙照のドギマギとした態たい度どから、どうやらデートの誘さそいと思ったらしい。とはいえ口く調ちようは完かん全ぜんに幼よう稚ち園えん児じを相手にしている保ほ母ぼさんといった感じだ。

「そ、そうですか。ありがとうございます」

　取り急ぎ、時間と場所を指し定ていして、遙照は通つう信しんを切った。最後に「楽しみにしている」というアイリの言葉を、心の中で何度も反はん芻すうしながら。

『……なんか、出かける前に疲れてしまった……』

　精せい神しん的てきな疲ひ労ろう感かんを感じつつ、深いため息をつく。

　今になって別にアイリじゃなくてもよかったのではないかと思ったが、遙照はまだ留学して二日しか経たっていないのだから、他に知った人はいない。だからこの人じん選せんは至し極ごく当とう然ぜんであると結けつ論ろんを出す。

「言い訳わけしてるみたいだな」

『そんなことないさ』

　頭の中にいる自分の声は、何故か言い聞かせているような口調になっていた。

「まあ、いいか」

　納なつ得とくしたように独ひとり言を呟いて、遙照は船穂の端末に手を伸ばす。皇家の樹との連れん携けいを円えん滑かつにするマスターキーで、言葉や文章を介かいさずとも、遙照の意い志しは船穂に届とどいた。

　満足して頷いた遙照が、優しく語りかける。

「頼むよ、船穂……」







　　　アイリ







　十代前半は男子より女子の方が成長は速い。ましてや一二の遙よう照しように一五のアイリ、二人の様子は傍はた目めから見ても姉と弟という感じだった。

「じゃあ次、行くわよ！」

　遙照の作ったデートコース（一いち応おうそういうことになってる）を見ながら、アイリは、まるで学科の課か題だいを与えられたかのように次々とクリアしていく。

　遙照にとって、このデートには一つの目的があった。

　それは遙照とアイリを監かん視ししているであろう者達のピックアップである。そのため考え得うるあらゆる条じよう件けんで不ふ審しん者しやを誘おびき出そうとした。それを船ふな穂ほで上じよう空くうから監かん視しし、数十キロ内の人の流れや機き械かい的てきな動き、諸もろ々もろ全ての要よう素そからそれらしい者を割わり出すのである。

　状じよう況きよう設せつ定ていの曖あい昧まいさと、相手が何人いるかわからない状況から、移い動どうするルートが一日では無む理りだと判はん断だんした遙照は、数回に分けて行うつもりでいた。

　今日がその一日目ということになる…のだが……。

「え～～っと、次は……あっ、こっちにしよ。ね、ね！」

　遙照の手を取ったアイリが弾はずむような声を出す。今のアイリの勢いきおいでは、遙照が計けい画かくしたルートを一日で回りかねないペースだった。これでは相手を割わり出すもクソもない。

「ア、アイリ殿。もっとゆっくり……そんなに急がなくても」

「ほら、ちゃっちゃと歩きなさい。そんなんじゃ一日で回れないわよ」

「今日、一日で回らなくても構かまわないんです」

　遙照がいくら説せつ明めいしても、アイリの勢いきおいを抑おさえることはできなかった。

「さあ、次、次！」

　強きよう行こう軍ぐんを続けるアイリに、遙照はわざとではないかとさえ思ってしまう。だが、そんな考えを払ふつ拭しよくさせるほどに、アイリの見せる笑顔は眩まぶしかった。そしてその笑顔が眩しければ眩しいほど、遙照はちょっとした良心の呵か責しやくに苛さいなまれるのである。

　結けつ局きよく、二人は夕方前に全てのルートを回り終えてしまった。

「はぁはぁはぁ……」

　最初に待ち合わせをした公園の芝生しばふに汗あせだくで倒たおれ込んだアイリは、額ひたいの汗もそのままに荒い息を整ととのえている。

「アイリ殿、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　遙照は持っていた扇せん子すで彼女を扇あおぐ。

「……よ、遙照…君は、元気そうね……」

　言葉につまりながらも悔くやしそうな表情で遙照を睨にらんだアイリは、よろよろと体を起こそうとする。

「まだ休んでた方が……」

「……暑い！」

　四つん這ばいになって、アイリは奥の涼すずしそうな木こ陰かげへと入って行った。

「扇いで！」

「はい」

　再び寝ねそべったアイリは、遙照を横目で睨んで命めい令れいする。

　遙照が扇子で扇いだ風と木々の間から零こぼれてくる陽ひ射ざしを受けながら、アイリが呟つぶやく。

「……オバサン…って、思ってるでしょ？」

「……ハァ？」

「いいのよ。どうせ私なんか君より三年と四か月も年上だもん。オバサンって言われたってしょうがないわ」

　怒おこっていたかと思うと、今度はいじけだした。
















「そんなこと言ってませんが」

「心の中じゃ、そう思ってるでしょ」

「思ってませんよ」

　遙照はできるだけ平へい静せいに、優しく言う。こういうタイプはちょっとした粗あらを見つけては、自分の気が済すむまで遊ぶ。とりあえず真ま面じ目めに根こん気きよくつき合うしかない。

「あれだけ走れば、そうなって当とう然ぜんですよ」

「じゃあ、何で君は平へい気きなのよ？　息を切らせもしないで」

「私は、そういう風に訓くん練れんされてますから」

　遙照のその言葉を聞いた途と端たん、アイリの目から怒いかりの感情が消え失せた。無む言ごんのまま遙照をじっと見つめる。

「……ちょっとは嫌いやそうな顔しなさいよ。悟さとったような顔しちゃってさ。……馬ば鹿か」

　遙照の頰ほほを軽くつねったアイリが、悲しそうに微笑ほほえむ。

　まだ一二の彼がどういう世界で生きているのかが痛いほどわかるアイリは、遙照のどこか悟ったような表情が痛いた々いたしく思えて仕し方かたがなかった。

「可哀かわい想そうな遙照君」

「………………」

　何も言い返すことができず、遙照はアイリにされるがままの状じよう態たいでいた。可哀想という気持ちが自分に当てはまっているとは、彼には思えなかった。樹じゆ雷らいの皇おう太たい子しなのだ。確たしかに、母に対する軋あつ轢れきは多い。それを守りたいと感じる自分はいる。

　それが可哀想なのか？

　そんなことを考えている遙照の顔を見たアイリは、ガバッと起き上がって。

「……っ～～～～あああああァ、笑えぇぇぇ!!」

　突とつ然ぜん、遙照の頭をぶん殴なぐった。

「泣けぇぇぇぇ!!」

　絶ぜつ叫きようしながら、身体からだ中をくすぐる。

「怒おこれよぉぉぉぉぉ!!　ったく、このガキャぁ～～～!!」

　直すぐさまコブラツイストに似にた関かん節せつ技わざをかけてきた。言ってる内ない容ようとやってることが全ぜん然ぜん違う、この妙みようで騒さわがしいアイリを周りの人々は平へい然ぜんと見つめ、口を開く。

「あっ、アイリったら、またやってる」

「可哀想に。今度の犠ぎ牲せい者しやは誰だれだ？」

「しっかし、何度見ても騒さわがしいな、アイリは」

　そんな会話が遙照の耳に聞こえてきた。この辺あたりにいる人々にとって、この光こう景けいは見み慣なれた風ふう景けいの一部のようなものなのだろう。

「一二のガキならガキらしく、喜き怒ど哀あい楽らくくらい素す直なおに出せぇぇぇ～～～～ぃぃぃい!!」

　今度は逆ぎやくエビをかける。全て手て加か減げん無なしの攻こう撃げきであった。

「ア、アイリ殿。周りの人が……見てます。はしたないですから……」

　痛みをこらえながら遙照が呟つぶやく。体にちょっと力を入れれば、彼女に痛みを与えないように跳はね返すこともできたが、アイリの気持ちが朧おぼろ気げながら理り解かいできるため、遙照はあえて技わざを受け続けた。

「……ちぇっ。痛いくらい言いなさいよ」

　不ふ機き嫌げんそうに頰ほほを膨ふくらませたアイリが、遙照から離れて座すわり込む。

「衆しゆう人じん環かん視しの中で、痛いなどと言うわけにはいきません」

「あっ、そう。……ねえ、それはいいんだけど。何故？」

　不ふ思し議ぎそうにアイリは遙照の足下を指さす。彼は正せい座ざしていたのだ。

「こういう場では、年長の方の許ゆるしがないと」

「…………」

　遙照の言葉に慌てて裾すその乱みだれを直したアイリが座り直す。

「……もう、遙照君といると私の方が不ぶ躾しつけ者ものだって気になっちゃう……」

「はっ？　何でしょうか、良く聞き取れませんでした。申もうし訳わけありませんがもう一度」

「何でもないわ！　こっちのことよ」

「そう…ですか」

「……そう、よ」

　それ以上遙照に追つい求きゆうされなかったので、アイリは安あん堵どのため息をつく。

　唐とう突とつに会話が途と切ぎれた。俗ぞくに言う『天使の通り道』というやつだ。

　そんな静せい寂じやくの中、五時を告つげる鐘かねが辺りに響ひびき渡る。

「……ね、ねえ、この後何もないんだったら食事にしない？」

　きっかけをつかんだアイリが、安堵したように言う。

「それでしたら、先ほど案内したお店で」

「この近くにいいお店があるの。さっきのような高級店は彼女でもできて見み栄えを張はりたい時に行きなさい」

　休んですっかり元気になったアイリは、今まで案内されていた時と同じ調ちよう子しで、遙照を引ひっ張ぱって行った。

「ア、アイリ殿。そんなに急がなくっても」

　遙照がそう言えば言うほどアイリは急ぎ足になって進む。結けつ局きよく、歩いていく人々の間を縫ぬうようにして走る羽は目めになってしまうのだった。

　アイリに連れて行かれた『ナーシス』という店は、公園の隣となりにある大きなショッピング街の二階にあった。店自体はさほど変わったものではなく、ごくごくありふれた、どこにでもありそうな飲食店である。

　だが、アイリに連れられてテラスに出たとき、遙照は目の前に広がる偉い容ような景けい観かんに目を見み張はった。

「なっ、何だここは!?」

　直ちよつ径けい数十キロメートルはあろうかという凄すさまじく巨大な円筒にすっぽりと削けずられ、眼下には、七〇〇メートルはあろうかという断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきと海が広がっていたのだ。

　慌てて案内図でここいらの地図を検けん索さくした遙照だが、そのような場所は地図上で確かく認にんできず、ただこの辺り一帯がシークレットと書かれた赤い四角で消されていただけだ。特に重要な研究施し設せつのある場所は、こういった形で地図上でも公開はされていない。しかも光こう学がく処しよ理りで上空からでもその場所は偽ぎ装そうされていた。

「驚おどろいた。すごい景色けしきでしょ？」

　遙照の驚きを見たアイリは、まさにご満まん悦えつといった表情を見せる。

「しかし、ここは立たち入いり禁きん止し地ち区くなのではありませんか？」

「立入禁止地区にショッピング街がいがあるわけないでしょ。その地図の意味はね、内ない緒しよっていうことなの」

「……内緒？」

「クスクス、わからない？　あのね、ここは初めて来た人を驚かすために隠かくしてるの」

　先ほどの不ふ満まんが解かい消しようされたのか、アイリは嬉き々きとしている。

「初めて来た人を驚かすため？　ただそれだけのために…ですか？」

「そう、ただそれだけのためによ。ちょっとした悪戯いたずらよ」

「大おお掛がかり過すぎません？」

「クスッ。遙照君、銀河アカデミーはね、そういう所なの」

　真ま顔がおに戻ってアイリが言う。だがその表現は、銀河アカデミーという存在の本ほん質しつを正確に突ついていた。

「初めてアカデミーに来た人をね、脅おどかすためのネタよ。こういう場を提てい供きようしてね、後の仕し掛かけはそれぞれの生徒が自分なりに考えるの。あっさり見せるも良し。大掛かりな仕掛けを考えておどかすも良し……」

　アイリの説せつ明めいによれば、ここは実じつ験けん機き材ざいの暴ぼう走そうによってできた直径約五〇キロのクレーターで、この穴あなを開けた張ちよう本ほん人にんは誰あろう、銀河アカデミーでもその名を轟とどろかせたプロフェッサー・鷲羽わしゆうであるらしい。本来であればすぐに修しゆう復ふくされるはずだったのだが、鷲羽におもちゃにされ……もとい、可愛かわいがられていた学生達が一大キャンペーンをはり、そのまま珍めずらしい鷲羽の失しつ敗ぱいの爪つめ痕あとを残そうとしたのだそうだ。

「フン！　なんだいこれ位くらい。毛穴くらいのもんじゃないか」

　そんな鷲羽の一言で、ここは『鷲羽の毛穴』という名所に決定されたのだが、このネーミングセンスの無さ加か減げんも、いかにも銀河アカデミーの学生らしかった。

　窓の外に広がる風景を眺ながめながら、アイリが呟く。

「遙照君。あのクレーター跡あとの一帯は、哲てつ学がく科かの施し設せつなのよ」

「哲学科!?」

　遙照が驚くのも無む理りはない。哲学科とは、全ての学科の知ち識しき資し産さんという部品を集め、一つの理り論ろんに統とう合ごうしようとしたり、使用倫りん理りを決定する学科である。哲学科は銀河アカデミー最さい高こう峰ほうの知能の持ち主達が集う場所でもあった。

「哲学科なら、この大きさも頷うなずけますね」

「ううん。ここはその一部で、しかもたった一人の哲学科員のための施設なのよ」

「たった一人で、この広大な施設を使用してるんですか？」

「哲学科員ならそれほど珍しくはないけれど、でもここは特別よ。一種の記き念ねん館かんも兼かねてるから」

「記念館？」

「遙照君も聞いたことがあるんじゃない？　アカデミー最高と言われた伝説の哲学士、白はく眉び鷲羽と朱あか螺ら凪な耶じやの功こう績せき記念館よ」

「白眉鷲羽という方は知っていますが、朱螺凪耶という方は……」

「凪耶という人は裏方が多かったらしいからね。興きよう味みがあったら案内してあげるわよ。あそこは私の庭みたいなものだから……もっとも、あそこにいる哲学士はいいお爺じいちゃんでね、茶飲みがてらに何時間も昔話を聞かされることになるけど」

　経けい験けんした者だけが持つ特とく有ゆうの笑みをアイリは浮かべる。そんな彼女の表情にしばし見とれていた遙照の目の前に、おいしそうな匂においをたてた料理が置かれた。

「いらっしゃいアイリ。お連れさんが、前に言ってた樹じゆ雷らいの人だね。ここに連れてくるのに一か月もかけるなんて、お前さんらしくないじゃないか」

　料理を運んで来たウエイトレスの中年女性が、笑いながら声をかける。

「違うのよ、おばさん。彼はその次の人よ」

「柾木・遙照・樹雷と申します。よろしくお願いいたします」

　アイリと顔見知りらしいと判はん断だんし、遙照は立ち上がって挨あい拶さつをした。

「おや、随ずい分ぶん礼れい儀ぎ正しい子だね。私はカーサ・イグリエ。ここの女将おかみさ。それにしても、フルネームに樹雷って付いてるってことは、もしかして……」

「樹雷の皇太子よ」

「へえ、じゃあここへは三日目ってことだね。へえ……」

　アイリに言われ、感心したように遙照を見つめる女将は、それでも手を休めることなく器き用ように料理を並ならべて行く。ここはアイリにとって取って置きの場所、アイリのしつけ教育がなされなければ連れては来ない。大体その平均が二週間なのだ。大たい抵ていの生徒はそれ以前に逃げ出す。

　料理を見つめていた遙照に、アイリが声をかけた。

「ここの料理は比ひ較かく的てきどこの国の人でも大丈夫だと思うけど。どう？」

　銀河アカデミーは実に多た種しゆ多た様ようの国から留学生がやって来る。つまり、国々で味の好みが違うということであり、生徒の中にはごく希まれだが食事に馴な染じめず帰る者さえいた。好き嫌いよりも宗教的な規き律りつが問題である場合が多かったが。

「樹雷はもともと多た民みん族ぞく国家でしたから、料理に関してはどこの物でも大丈夫です。宗教的な規き制せいもありませんし……」

「そう、よかった」

　ホッとしたようにアイリが言い、二人は食事を始めた。実じつ際さい、ここの食事は寮りようで出されるものより味が良く、また人間的な温あたたかみも感じられた。

「アイリ殿、私の他にも案内人をなさっているのですか？」

　食事の合あい間まに遙照が訊たずねる。

「いいえ、今は君だけ……あ、そうか。さっきの樹雷の人のことね」

　アイリはお茶を一口飲んでから。

「前にね、ちょっと意見してやったら変えてくれって、それっきり。まあ、私の場合、よくあることなんだけどね」

「そうですか」

　クスクス笑っているアイリを見つめる遙照は、彼女が案内役を務つとめた人物が、おそらく雨あま木きであると確かく信しんしていた。

　好きなもの、趣しゆ味みなど、たわいない会話を続けながら食事を終えた二人は、テーブルから立ち上がってレジへと向かう。

「遙照君、先に出てて。私は会計を済ませてくるから」

「今日は私がお誘さそいしたのですから、私が……」

「何言ってんの。国費で留学してる学生が無む駄だなお金使っちゃダメよ。それに親のスネっ囓かじりのお金でおごられたって嬉うれしくもなんともないわ」

「アイリ殿も同じなのではないのですか？」

「私はちゃんとバイトしてるわ。だからお姉さんに任まかせなさい」

　アイリは人差し指で遙照の額ひたいを軽く突つつく。

　皇太子である遙照にはちゃんと自分の領りよう星せいがあり、そこからの収しゆう入にゆうで留学費ひ用ようも賄まかなっている。

『だからそれは自分のお金です……なんて言ったら殴なぐられそうだな』

　おそらくアイリはそんなものを、遙照の収入とは認みとめないだろう。

　会計を済ませたアイリが入口脇わきで待っている遙照の元へ歩いてきた。

「……お待たせ。じゃあ、帰りましょう」

「御ご馳ち走そうさまでした」

「なんのなんの」

「一つ、聞いてよろしいですか？」

「何？」

「さっき、アルバイトをなされていると言いましたが、どうしてですか？　しなければならないわけでもないでしょう？」

「……そうね。自分の意見を言うため…かな」

「自分の？」

「それと自由になるため」

　もう薄暗くなった空を見上げながらアイリが言う。表情にこそ出さないが、遙照にはアイリがどこか悲しげであると感じた。

「大たい変へんじゃありませんか？　勉強しながらなんて……その上、私の案内人まで……」

「慣れれば平気よ。それに遙照君、あまり手が掛からないから……でもちょっと困ったことがあるのよね」

「えっ。なにかご迷めい惑わくなことをしましたか？」

「君があまりいい子だから、欲よつ求きゆう不ふ満まんの解かい消しようができないのよ」

　エアポートで初めて出会った時のように、アイリが天を仰あおぎつつ拳こぶしを握にぎりしめる。

「……先ほどの公園で随ずい分ぶんなことをされたように思いますが」

「アハハハッ。あれじゃ、まだ全然足りないわよ」

　アイリの快かい活かつな笑いにつられて、遙照もつい吹ふき出してしまう。

「私もアルバイトをしようかな」

「そうね、一番手っ取り早いのは、人体実験の検けん体たいよ」

「まさか、アイリ殿!?」

　思わず足を止めてアイリを見る。

「やってないわよ。ここじゃ何をされるかわからないもの。私は初等部の子の家か庭てい教きよう師しをしてるの。全部で三人かな……」

　自分で話題をふって気付いたのだろう。慌ててアイリは腕うで時ど計けいの時間を確かく認にんする。

「いけない、ごめんねそろそろその家庭教師の時間だわ。じゃあね、遙照君。今日は楽しかったわ」

「アルバイト、がんばって下さい」

　二人は挨拶を交わし、路ろ面めん電車のステーションで別れた。

　彼女が乗った路面電車を見送っていた遙照は、背はい後ごに気け配はいを感じる。敵てき意いはないが、その視線は明らかに自分に向けられていた。

　人混みの中から、初老の男がゆっくりと遙照の前にやってきて、恭うやうやしく頭を下げる。

「柾木・遙照・樹雷さまですね？」

「そうですが、あなたは？」

「突とつ然ぜんのご無ぶ礼れいをお許し下さい。私、雨木華か船せんさまの執しつ事じ、平ひら田た兼かね秋あきと申す者。我わが主あるじの命めいにより、遙照さまをお迎むかえにあがりました」

　男が一人で来たわけではなく、周りに一〇人からの者を配はい置ちしていることを遙照は察さつ知ちしていた。遙照が拒きよ否ひすれば力ずくというわけなのだろう。だが、たとえ全員でかかってきても遙照を抑おさえることなどできない。すでに遙照はそれだけの力を持っているのだ。もちろん相手もそのことに気付いているが、主の命は絶ぜつ対たいである。目の前の実じつ直ちよくそうな男ならば、主人の命を遂すい行こうできなかった責せめに自らどう決けつ着ちやくを付けるか想そう像ぞうできるだけに、遙照としては相手の申し出を受けるしかなかった。

「わかりました。ご案内をお願い致します」

　素す直なおな遙照の言葉に、兼秋と名乗った男はわずかに動どう揺ようを見せる。こんな無ぶ礼れいな招しよう待たいを、皇太子が受けるとは思っていなかったのだ。

　すぐに大型のランドカーが彼等の前に停てい車しやし、兼秋はドアを開けて遙照を迎える。

　星が輝かがやき始めたハイウェイを北上していくランドカーの後部座ざ席せきに座っていた遙照は、向かい合うように座っている兼秋に声をかけた。兼秋の面おも差ざしが、留学初日に出会った兼かね光みつと似にていると感じたからだ。

「失礼ですが、平田兼光殿のご関係の方ですか？」

「申し訳ありません。本来であれば私の方から、お話してお詫わびしなければなりませんでした。兼光は私の息子でございます。一昨日おとといの夜は息子が大変失礼なことを致いたしました。息子のしでかしたことは、全てこの私の責任です……」

「どうかお気になさらないで下さい。ここでは私も一生徒、先せん輩ぱいとして色々なご忠ちゆう告こく、ご鞭べん撻たつをいただいたまでのこと。まだ若じやく輩はい者ものの私、どうぞこれからもいろいろとご指し導どうをお願い致したいと、兼光殿にお伝え下さい」

　遙照は深々と礼をする。いくら樹雷の皇太子とはいえ、とても一二歳とは思えぬ態たい度どに、さすがの兼秋も驚おどろいた様よう子すだった。




「わざわざ呼び立てして申し訳なかったな」

　そう言って出迎えた雨木華船は、意い外がいといえば意外だが、がっしりとしたスポーツマンタイプであった。歳としは一七位だろうか、その大おお柄がらな体格に比べて、どこか神しん経けい質しつそうな目つきをしている。しかも横おう柄へいな態たい度どで遙照にそう言っただけで、さっさと自分の席に着ついてしまった。この慇いん懃ぎん無ぶ礼れいさには、遙照より横にいた兼秋の方が驚いた位である。

「お前はもう下がって良い」

　華船が兼秋に退たい席せきを命じた。

　何か言いかけようとした兼秋の表情を見て取ったのか、華船の横に立っていた初老の男が、手で下がるように告げる。チラッと遙照を見て部屋を後にした兼秋を見送った初老の男は、恭しく礼をして遙照を見た。

「遙照さま。私、雨木華船さまの侍じ従じゆう長ちようを仰おおせつかっております、風かざ守かみ青せい宗しゆうと申します。以後お見み知しり置おきを。この度たびは……」

「もういい、さっさと話を始めよ」

　華船は椅い子すにふんぞり返って苛いら立だたしそうに言う。

「……わかりました。本日、遙照さまにご足そく労ろういただきましたのは、我がご主人さまの愛国心によるものでございます」

『なんだ。全部侍従長殿に言わせる気か？　なるほど、華船という男、どうりでアイリ殿が嫌きらうわけだ』

　つき合うのが馬ば鹿か馬鹿しくなり、遙照は自ら本題を切り出すことにした。

「華船殿がおっしゃりたいことはわかっております。ですが、私はアイリ殿には、今まで同様、案内役をお願いするつもりでございます」

「なっ、なんだと。あの女は敵国の長おさの娘なのだぞ。この私を愚ぐ弄ろうして恥はじをかかせた！」

　やおら立ち上がり、声を荒あらげた華船に、動じることなく遙照が答える。

「アイライ教の信者達とは、樹雷の一部の者と衝しよう突とつはあるものの、まだ敵てき対たい関かん係けいにまで発はつ展てんしているわけではありません」

「そんな弱よわ気きなことだからなめられるんだ！」

「国同士の問題を銀河アカデミーに持ち込むことは固く禁きんじられているはず。我われ々われはここに勉学の場を求めて集まった者達。その場を与えて下された銀河アカデミーの立場はどうなります？　そしてここにはあらゆる国の方々もおいでだ。その方々が、そのような場をわきまえぬ者をどう思われるか……おわかりにならぬはずはございますまい」

　遙照の口調も主しゆ張ちようも、まったく淀よどみがなかった。

「だ、だが、仮かりにも皇太子とあろう者が、女なんぞに懐かい柔じゆうされるなど国こく辱じよくものだ！　それが樹雷にどれだけの影えい響きようを与えるか」

「私はまだ色々な方にご指し導どういただけなければ何もできぬ未み熟じゆく者もの。ましてやそのような者になんの影響力など行こう使しできましょう？　まだまだ最高評ひよう議ぎ会かいの場に居い合あわせることすら許されぬ身ならば、そのようなご心配は無む用ようであると思います」

「では、皇家の樹ならどうだ。皇太子が女に惑まどわされ、第一世代の樹を持って敵対しないとも限らんのではないか？」

　無む茶ちやなことを言うものだ。華船の執しつ拗ような攻こう勢せいに、遙照は心の中で苦く笑しようするしかない。

「華船殿のご憂ゆう慮りよ、もっともだと存じますが、皇家の樹は自らの意い志しを持っております。始し祖そ『津つ名な魅み』との契けい約やくのもと、樹雷と共にあることを約束された皇家の樹が、たとえ私が命令したとしても敵対することなどあり得ません」

「樹雷への影響はどうする？　第一皇おう妃ひさまも難むずかしい立場になるのではないか？」

　遙照にとって一番の弱じやく点てんを華船が突いてきた。これが彼の切きり札ふだ的意見なのだろうが、遙照がそれに臆おくすることはない。

「私はここへは勉学と友好を目的に来ております。まだ最高評議会での結けつ論ろんも出ていないのに、私の勝かつ手てな判はん断だんでそれを区く別べつするわけにはいきません。もちろん華船殿のご忠告は肝きもに銘めいじて行動いたしますが、銀河アカデミーでの決まりも守らなければなりません。それでよろしいか？」

「……だが、軽けい率そつな行動は避さけるべきだ！」

「案内人の選せん定ていは立りつ候こう補ほが原則ですが、その最終的な了りよう承しようは銀河アカデミーの学生会が行うと伺うかがっております。当とう然ぜんその背はい景けいも考こう慮りよされるはずです。それに樹雷からも何の指し示じも受けてはいません。ならばあえて案内人を下りていただくということをするまでも無い。私はそのように判はん断だんします」

「ううっ……」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で華船が低く唸うなる。華船の無礼にことを荒あら立だてることもなく遙照がその場を納おさめてくれたことに、横にいる侍従長は安あん堵どの表情を見せた。

「では、寮りようの門もん限げんもございますので、今日はこれで失礼いたしたいのですが？」

「送って差し上げろ！」

　吐はき捨すてるように言って華船が奥の部屋へと消えた後、遙照に近づいてきた侍従長の表情は、気の毒なほど狼ろう狽ばいしている。

「お、皇太子さま、重ね重ねのご無礼お許し下さいまし」

「私は何も気にしておりません。よい忠告を聞かせていただいたと、感謝しております」

「勿もつ体たいないお言葉でございます」

　食事でもと誘う侍従長をやんわりと断ことわり、遙照は寮への帰き路ろについた。

　樹雷にいた頃は、あの程度の苦く言げんはいつも聞かされていた遙照である。自分がこのような言動を身につけたのは、ひとえに愛する母のためであった。

『別に大したことではない』

　そう考えてしまうのは、遙照の優しさなのだ。

　ランドカーの窓から歓かん迎げい会かい（もちろん今日も行われている）のために打ち上げられた花火の瞬またたきが、彼の頰ほほを照てらす。無む言ごんのまま見つめていた遙照は、アイリの姿すがたを思い出す。そうすれば心が軽くなると思ったからだ。

　事じ実じつ、遙照の口くち許もとには笑みが広がっていた。




　自室に戻もどった遙照は、衛えい星せい軌き道どう上じようにいる船穂へアクセスした。第一世代の樹ともなれば、樹雷のありとあらゆるコンピュータに無む許きよ可かでリンクが可か能のうなのだ。

「……やっぱり、瀬せ戸とさまの所が一番だろうな」

　少し考えてから遙照は、『船穂』を介して瀬戸の持つ第二世代の樹『水み鏡かがみ』へとリンクした。瀬戸の情じよう報ほう収しゆう集しゆう能のう力りよくと解かい析せき能のう力りよくは父、樹雷皇の持つ樹雷の正式な情報部署の能力を上回る。もちろんそれを知る者は皇家の中でもほんの数人で、樹雷皇、美み砂さ樹きそして船穂だけだ。遙照も第一世代の樹を持っていなければ、この事実を知ることはなかっただろう。

　今日、収集したデータの解析を、瀬戸には内緒で『水鏡』に頼たのむ。

　第一世代の樹の命めい令れいは、それぞれの皇家の樹の盟めい友ゆうたる皇族の命に関わらない限り、全てに優ゆう先せんする。だから遙照は、瀬戸に内緒で水鏡にデータ解析を頼むなどという真ま似ねができるのだ。

　解析結果はあっという間に返ってきた。

「そんな。いくら何でも早すぎる。……ん!?」

　データをよくよく見ると、遙照が収集を命じたデータどころの騒さわぎではなく、銀河アカデミー全体を把は握あくした膨ぼう大だいなデータが彼の端たん末まつに流れ込んできた。一いつ瞬しゆん驚いた遙照であったが、冷れい静せいになって考えれば当たり前のことである。瀬戸は樹雷最高の情報収集能力と解析能力を持っているのだ。銀河アカデミーはおろか、留学生の一人である遙照の行動すら彼女の情報にインプットされてないはずがない。

「うわぁ、こりゃ凄すごいや。スパイの雨あめ嵐あらし」

　遙照とアイリの行こう動どうは意外と効こう果か的てきだったようだ。二人をマークしていた情報部の殆ほとんどに、何らかのアクションを起こさせていたらしい。全ての情報をアイリに報ほう告こくすると人間不ふ信しんに陥おちいりかねないので、彼女に対して危き険けんを伴ともないそうなものだけをピックアップする。

　しかし、そう条件付けると、逆に情報部といったプロの連中はまったく危険が無く、テロとかそういった類たぐいの者達は、銀河アカデミーと各国の情報部との連れん携けいによって、全てマークされていた。やはり一番危ないのは、マークのなされていない一いつ般ぱん生徒である華船と手下の学生達ということになる。銀河アカデミーの学生は行動の自由やプライバシーの保ほ護ごを保ほ障しようされているが、規き律りつに触ふれることをして良いということでは決してなく、何かあれば厳きびしい処しよ罰ばつが待っている。それも学生の権けん利りであった。

　だが、瀬戸の情報なら、その部分にも介かい入にゆうしているはずだ。膨ばう大だいなデータから学生の情報だけをピックアップしようとした遙照は、その部分がすっぽりと抜け落ちていることに気付いた。

「学生のデータをチェック対たい象しようから外している？　違うな………私がアクセスしてくるのを見み越こして、わざとデータを抜いているのか？」

　あの瀬戸のことだ。そう考えるのが適てき切せつだろう。

「肝かん心じんなところは自分で考えろってことか。相あい変かわらず厳きびしい……でもないか。私に分かるようなデータの抜き方をしてくれてるものな」

　なんだか瀬戸の掌てのひらの上で踊おどらされているような感覚を覚えつつ、遙照は華船達について自分なりに得たデータで検けん討とうを始めた。

　華船は自分で動くことを嫌きらう、それは間違いない。だが、侍従長も兼秋も華船に対して意見を言える立場には無いものの、アイリに対して、実じつ力りよく行こう使しをするような無茶な命令を実行するとも思えなかった。

　後はやはり手下の学生ということになるが……。

『しかし、今までアイリ殿に直ちよく接せつ手を出していないのがひっかかるな。留学した当日の夜、私に襲いかかってきた五人の学生達が、雨木家に仕える闘とう士しの子し息そく達であることは間違いない。華船のお付き代わりに連れてこられたのならば、即そく行動するはずだし、ましてや華船に命令されたことを銀河アカデミーに報告などしないはずだ。『友人が侮ぶ辱じよくされた事に我が慢まんができなかった』あたりの理由でケリをつけることだろう。誰かが、その行動を抑おさえ込んでると考えたほうがいいな……』

　前年度に留学してきた樹雷の生徒を検けん索さくすると、六人のパーソナルデータが端末のディスプレイに表示された。そこに映し出された兼光の項こう目もくに、遙照は目を止める。

『前年度留学生は、兼光殿を入れて六人か。後の五人は……やはりな』

　他の五人は華船とはまったく関係はなかった。あの時、兼光と一緒にいた五人が前年度留学生であることは間違いない。

『それについては明日にでも確認しないといけないな。しかし、兼光殿も、私をアイリ殿から引き離はなそうとしていた。私がいると手を出しにくいからか？』

　もし、自分が偽ぎ装そうした船穂に乗っていることを兼光が知っていたなら、その可能性は高いと遙照は思った。船穂の援か護ごを受けている遙照が側そばにいれば、最強の軍隊にガードされているようなものだからだ。

　しかし、兼光の父が、華船の部下となっているからといって、その息子までそうとは限らない。ましてやあの実直そうな兼秋がたとえ主の命だとしてもそのようなことをさせるとは考えにくかった。皇族と闘士の関係は少し変わっている。その地位は必ずしも絶ぜつ対たい世せ襲しゆう制せいではないのだ。仕つかえている主に魅み力りよくがなければ離れて行くし、代が変わったときも同じである。闘士と呼ばれる者の半数以上がいわばフリーなのだ。だから優ゆう秀しゆうな闘士をどれだけ抱かかえられるかは皇族の器き量りよう次し第だいでもある。もちろん特別な地位を求めて何世代にも渡って仕える家もあった。

　しかし情報というのはやっかいなものである。情報を得ることで対たい応おう策さくを練ねることはできるが、相手がどのくらいの情報を持っているかで対応も刻こく々こくと変化していく。

『まるで、瀬戸さまに宿題を出されているみたいだな』

　その考えがあまりに的てき確かくな表現だったので、遙照は思わず笑ってしまった。




　アイリと昼食をとる約やく束そくをしていた遙照が、待ち合わせしているカフェテリアへ急いでいた時、その行く手を塞ふさぐように、一人の生徒が現れた。

　平田兼光である。

「華船を上う手まくあしらったようだな」

「お父上から聞いたのですか、兼光殿？」

「奴はそう簡単に諦あきらめないぞ」

「兼光殿が抑えて下さっているので、直接的な危険はないと思いますが」

「な、何な故ぜそれを？」

　さすがの兼光も動どう揺ようを隠かくしきれなかった。

「この前、お会いした五人の方に、朝のうちに話を伺いました」

「ふん、手回しのいいこった。だがな、お前が彼女の側にいれば、もっと厄やつ介かいなことになるかもしれないんだぞ。お前一人ならお前が、彼女だけなら俺の方で抑えておける。だがな二人一緒だったら、他の奴の思惑おもわくも絡からんでくる」

「皇族天あま木き家けがですか？」

「そうだ。華船は天木家の眷けん族ぞくだ」

　だから、兼光殿は自分に任せておけというのか。

　違う。そう、遙照は確信した。

『もしそうなら、なぜ、華船殿はあんなに私を引き離そうとしたのか？　そのままにしておけば私の行こう為いを何らかの問題にできる可能性があるのに。華船殿の私への忠ちゆう誠せい心しんのようにみせかけ、柾木家に何らかの貸かしを作ろうとしているのか？』

　だが、華船が天木家……いや、天木舟しゆう参さんと連れん絡らくを取り合っているのは事実だろう。権力欲に取り付かれている舟参は、何かと柾木家に対して工作を企くわだててくる。柾木家の当主であり現樹雷皇を父に持つ遙照も、度たび々たび政せい治じ的てき攻こう撃げき（口撃だったりすることもあるが）を受けたことがあった。だが、今回のケースはいつもの舟参のやり方と違っている。そのことが遙照に微かすかな動揺を与えていた。
















『なんだ、一体……？』

「あっ～～～～っ、こんな所にいた。ちょっと遅いわよ。何してるの？」

　けたたましいアイリの声で思し考こうを中ちゆう断だんされた遙照に、兼光がポンと肩かたを叩く。

「じゃあな。俺はこれで」

　慌てて兼光はその場を後にした。アイリが苦にが手てなのかもしれない。

　駆かけてきたアイリが遙照の目の前で止まり、歩いていく兼光の後ろ姿を見つめる。

「……あの子、兼光君ね」

「ご存ぞんじなんですか？」

「私の知り合いが案内人役を担たん当とうしてね。成績もトップクラスって聞いたことがあるわ。でも、女の人が苦手みたいね」

　友人の噂うわさを思い出したのか、アイリはコロコロと笑った。

「でも、遙照君は得とく意いそうよね？」

「何がですか？」

「女の子の扱あつかい」

「そんなことはありません。時々、女性が何を考えてらっしゃるのかわからない時があります」

「そういうことを言ってるんじゃなくて。女の子を平気で待たせるってこと」

　挑ちよう発はつするような視し線せんを向けるアイリに、ようやく遙照は納なつ得とくする。

「申し訳ありませんでした、アイリ殿。遅くなりましたが、昼食につき合っていただけますか？」

「ま、いっけど」

　そっけない口調とは裏うら腹はらに、アイリは遙照の腕うでを取ってカフェテリアへ歩き出す。そんなちょっと強引なアイリの態たい度どが、遙照の気分を明るくさせた。




　それから数日は何事もなく過ぎた。

　だが、ある朝、差さし出だし人にん不ふ明めいのメールが遙照の元に送られたことから、事じ態たいは少しずつ進しん展てんしていくことになる。

　そのメールには、アイリとの交流が好ましくないという、忠告とも脅おどしともとれる内容が書かれてあった。メールにはなんら手がかりは無く、兼光にも確認したが、華船にはまったく動きはないという。

　急いでアイリに会いに行った遙照は、彼女が思いの外あっけらかんとしていたので、少々面めん食くらってしまった。

「ああ、そのメール？　うん、私の所にも来てるわよ」

「は？　そうですか……」

「そんなに深しん刻こくそうな顔するんじゃないわよ。この手の嫌いやがらせは結構来るのよ」

「今まで危険な目には？」

「たまにね。だから対たい処しよ法ほうは心こころ得えてるから大だい丈じよう夫ぶよ。ＧＳガーデイアン・システムもあるしね」

「カウナック（ＧＳの最高級メーカーで、銀河アカデミーが経けい営えいしている）ですか？」

「ええ、一応オートクチュール（カスタマイズと同どう義ぎ語ご。各国の戦せん闘とう技ぎ術じゆつ者しやがカウナック技ぎ師しと共に個人別使用目的によって、チューニング・カスタマイズすること）だけど」

「では、フルバージョンに設せつ定ていしておいて下さい」

「あのね、戦場に行くわけじゃないのよ。下へ手たをすれば相手を殺しちゃうわ」

　アイリが呆あきれたように言う。

「あそこの反応速だったら、普通の相手なら手て加か減げんできます」

「大おお袈げ裟さなんだから。大体そんな物ぶつ騒そうな格かつ好こうで歩けるわけないでしょ。人ひと混ごみを歩けば警けい戒かい状じよう態たいでガーディアンが常じよう時じ半はん実じつ体たい化かしたままになっちゃうわ。心配してくれるのはありがたいけど、大丈夫よ」

　笑って答えるアイリに、遙照の表情が曇くもる。

『樹雷の一級闘士なら、プログラムの癖くせさえわかればＧＳのフルバージョンといえどさほど障害にはならないだろう。それが皇族であるならなおさらだ。せめて、アイリ殿のＧＳを皇家の樹の制せい御ぎよ下かにおければ……』

「何よ、その顔は。君はちょっと物事を深しん刻こくに考え過すぎよ。本気で命を狙ねらおうかって奴は何も言ってこないわ」

「要よう求きゆうを受け入れないとわかった時は、どうなります？」

「じゃあ、お別れする？」

「そんなことをするつもりはありません。ですから……」

　アイリを見た遙照が絶ぜつ句くする。

　彼女の頰に一ひと筋すじの涙なみだが流れていたのだ。

「ア、アイリ殿……？」

「そういう世界に住んでるのね、君は。私も人のことは言えないけどさ……」

　悲しげに俯うつむいたアイリがチラリと視線を向ける。その目を見た瞬間、遙照はちょっとした悪お寒かんを感じ……たときは、もう遅かった。

「っっっつぁぁぁぁ～～～～。そんなに神しん経けい質しつだと禿はげるぞぉぉぉぉっ!!」

　いきなり遙照に飛びかかってきたアイリは、わけのわからない関かん節せつ技わざをかけてくる。どうやらこれが、彼女のパターンらしかった。

「ア、アイリ殿。人が見てます。みっともないですから……」

「やかましい！」

　二人がいるのは、校舎の中庭である。通り過ぎる生徒たちが、二人の様子を見ながらクスクスと笑っているし、アイリを知っている生徒は『あんまりイジメんなよ』と声をかけてくる者さえいた。

「ア、アイリ殿……」

「四の五の言うなぁぁっっ!!」

　アイリの関節技を受けている遙照の耳に、生徒達の笑い声ではない、彼だけにしかわからない楽しげな笑い声が聞こえてくる。

『……船穂？　笑ってるのか？　……そうか、アイリ殿が気に入ったのか。わかった、ありがとう』

　数分後、荒い息をしながらへたり込んでいるアイリを、平然とした表情で正せい座ざしている遙照がデートの時と同じように扇せん子すで扇あおいでいた。

「大丈夫ですか？」

「本ッ当ォ～～～に、可愛かわいげが無いわね。ちょっとはつき合いなさいよ。これじゃ私一人で馬ば鹿かみたいじゃない!?」

「そうですか？」

「そうですかじゃないわよ、馬鹿!!」

　起きあがって叫さけんだアイリの目の前に、平然としたままの遙照が掌てのひらを差し出す。

　そこには、木き彫ぼりの指ゆび輪わがあった。

「……何、これ？」

「お守りです。持っていて下さい」

「とても綺き麗れいだけど、貰もらうわけにはいかないわ」

「どうしてですか？」

「こんな高こう価かなもの。理由もなく貰えないじゃない」

「いいえ、この指輪は私が彫ほったものです。宝石に見える部分は樹じゆ液えきの固まった物で、質しつのいい部分を選んで、樹雷ではよくお守りにしてるんですよ」

「遙照君が彫ったの？」

「はい。アイリ殿には色々とお世せ話わになってますし、受け取って欲しいのですが」

　アイリは遙照の掌から指輪を受け取り、右手の薬指にはめた。そのまま手の甲こうを遙照に見せるように上げる。

「ありがとう、うれしいわ…ねえ、どうかしら？」

「……は？」

「こういう場合は、他に言うことがあるでしょ？」

「え、あ、ああ、とてもよく似に合あってますよ」

「なんか、嫌いや々いや言ってない？」

「いいえ。とてもよく似合ってます」

　もう一度言って遙照は笑った。メールのことを聞いてアイリが落ち込んでないこと、指輪を渡せたこともそうだが、その指輪が本当にアイリに似合っていたからだ。

　アイリが太陽に向かって指輪を掲かかげる。

「綺き麗れいね、これ……」

　顔を背そむけた彼女がどんな表情をしているのか知りたいと、遙照は思った。




　それからも何度か差出人不明のメールが送られてきたが、遙照もアイリも気にせず銀河アカデミーでの生活を続けた。実質的な被ひ害がいがなかったからだ。

　そんなある日、突然、扉とびらをどんちゃかどんちゃかとぶっ叩たたく音が響ひびく。今にも扉を壊こわしかねないような音である。夜の八時、宿しゆく舎しやの門もん限げんはとっくに過すぎている時間だ。

「遙照君、遙照君、遙照君！　出て来い、遙照ォ!!」

　扉の向こうからくぐもったアイリの声がしたので、遙照は慌あわてて扉を開けた。

「アイリ殿、一体どうなさったんです!?」

　遙照の胸ぐらを摑んだアイリが、顔を引きつらせている。

「で、ででで、出たの！」

「……あの、何が？」

「声よ、声！　男のような女のような、賊ぞくが出て来て、それから……」

　慌てているアイリの話はまったく要よう領りようを得えない。それに騒さわぎを聞きつけた他の部屋の生徒達が何事かと集まってくる。この状じよう態たいでアイリを自室に入れるのはあらぬ噂うわさのもとになると判はん断だんした遙照は、寮りよう官かんの相そう談だん室しつを借かりることにした。

　相談室のテーブルにお茶を置きながら、遙照はソファに座っているアイリを見る。

「落ち着きましたか？」

「……何とか。ごめんね、あんまりびっくりしたものだから」

　弱よわ々よわしくアイリが笑った。いつもの彼女からは想そう像ぞうできないような態たい度どに、遙照はかなりの事件があったのだと確信する。

「何があったんです？」

「あのね……」

　アイリは先ほど起こったことについて説せつ明めいを始めた。




　授じゆ業ぎようを終えたアイリが、自宅へ帰ろうとしていた時のことである。普ふ段だんであれば人通りの絶たえない公園の小こ道みちに、その時だけまったく人ひと気けがなかった。変だと思った瞬しゆん間かん、アイリのＧＳが作さ動どうし、黒い影とアイリのガーディアンの起おこした火花が飛び散ちったのだ。

「誰だれっ!?」

　アイリの問いに答えるでもなく、暗くら闇やみの中のあちこちで火花が起こる。

『な、何これ？　冗じよう談だんじゃないわ』

　今までにない恐きよう怖ふをアイリは感じていた。相手がまったくと言っていいほど見えないのだ。ただＧＳとの衝しよう突とつによる火花とプラズマ音のみが敵の存そん在ざいを示していた。

　ふと遙照の忠ちゆう告こくを思い出したアイリが、ＧＳをフルバージョンに設せつ定ていしようとしたその時、自分の目の前に人ひと影かげがあることに気付く。

「チュウコクシタハズダ」

　その人影は機き械かい合ごう成せい音おんで話しかけてきた。

「ちゅ、忠告って、メール……の」

「アノオトコカラハナレロ、サモナクバ……」

　一ひと呼こ吸きゆう置いて人影が手を振り上げる。人影の持っている剣から、淡あわい光が放たれた。

『やられる！』

　アイリがそう思った刹せつ那な。

『ソノ人カラ離レテ!!』

　突とつ然ぜん、誰かの声が頭に響ひびいたかと思うと、見たことのないガーディアンが人影を弾はじき飛ばす。目の前の出で来き事ごとだったので、それだけはアイリにも確かく認にんできた。

「バカナ!!」

　二つの影が暗闇にとけ込む。だが、目には見えなくても、見知らぬガーディアンは、明らかに優ゆう勢せいであることがわかる。そこから発せられる力というか、圧あつ力りよくが桁けた違ちがいなのだ。

　感かん覚かくとしてそれがわかるほどのプレッシャーを放っているのである。

　数回火花が見えたかと思った瞬間、突然静せい寂じやくが戻ってきた。

『モウ大だい丈じよう夫ぶ、アノ人、行ッチャッタヨ』

「だ、誰？　あなた、誰なの？」

　暗闇に向かって絞しぼり出すように聞く。驚いてはいるものの不ふ思し議ぎと恐怖感はなかった。

『クスクスッ、アハハハッ、アイリ。アイリ』

　ガーディアンの笑い声は次し第だいに遠くなっていく。

　公園に残されたのは、アイリただ一人であった。

　と、それまでの過か程ていをアイリが一気に説明した時には、普段の彼女に戻っていた。

　すぐ側に遙照がいるという安心感からかもしれない。

「……と、いうわけで、もしかして君が何かしたんじゃないかと思って来たのよ!!」

　いつもの調ちよう子しで机つくえをバンと叩いたアイリが、遙照に詰つめ寄よる。

「お怪け我がはありませんでしたか？」

「無いわよ！　そんなことより私の質問に答えなさい!!　あれは何!?」

「……何と言われましても……」

「君がくれた指輪と、何か関係があるんでしょ!?　どうせそんなことだろうと思って受け取ったけど、違ったらどういう意味だろうとか考えて……ああ、そうじゃなくて、人影が襲ってくるし、変な声は聞こえてくるし!!」

「怖かったんですか？」

「えっ？」

「あっ、いえ、アイリ殿は襲った人影ではなく、声の方が怖かったのかと」

「なんで？」

「随ずい分ぶん慌ててらしたみたいでしたから」

「……全然！」

　アイリはきっぱりと言い切った。人影に襲われた恐怖などは消し飛んでしまい、今あるのは聞こえてきた声への興きよう味みだけのようだ。

『アイリ殿らしいな……』

　心の中で笑った遙照に、アイリが顔を近づけてくる。

「な、何か？」

「あのね、あのね。男でもない女でもない、子供のような年とし寄よりのような……とにかく、くすぐったいの。……あっ、私、犬が大好きなの」

　脈みやく略らくの全くない話をアイリが始めた。

「……犬？」

「特にゴム毬まりみたいな子犬がね。それでね、子犬の集しゆう団だんにじゃれつかれてるような……そんなくすぐったさなの」

　胸の前で手を合わせ、ホンワカ印の陶とう酔すい状じよう態たいになっているアイリを見て、ようやく遙照は事じ態たいを飲み込んだ。

「なるほど。そこに話が繫つながるわけですか……」

　船穂のことをここで話すわけにはいかないが、興こう奮ふん状態のアイリがこのまま大人しく引き下がるとも思えない。思えないが……。

「とにかく、今日はもう遅おそいですから……」

　とりあえず言ってみる。

「いや！」

「……やっぱり」

　答えはわかっていたものの、こうきっぱりと言われるとちょっと疲れる。

『……まだ時間は……寝るにはまだまだ早いな、仕方がない』

　遙照は船穂の所に連れていく決けつ心しんを固めた。

「わかりました。でもここでお話しするわけにはいきません。ですから……」

　どこで誰が監かん視ししているかわからない。遙照はアイリに耳打ちをして事情を話すと、彼女はにんまり笑ってこう言った。

「やっぱり、遙照君のせいだったのね？」

　遙照は苦笑するしかなかった。







　　　船ふな穂ほ子犬







　エアポートは最さい終しゆう便びんが出た後らしく、照しよう明めいは残っているものの人の姿すがたは殆ほとんど見あたらない。船ふな穂ほの端たん末まつを使ってエアポートのロビーへとやってきた遙よう照しようは、指し定ていされていた場所に気け配はいがあるのを感じ、にこやかに声をかけた。

「お待たせしました」

　柱はしらの陰かげから姿を現したのはアイリだ。

「うまく抜け出せたようね」

「ええ、でもここに来るまで何人もの生せい徒ととすれ違ったのに、誰だれにも見み咎とがめられなかったのには驚おどろきました」

「アハハハッ、寮りようのチェックを出し抜いた生徒に何か言うような無ぶ粋すい者ものはいないわ。もちろん、だからといってどこにでも行けるってわけじゃないけど。まあ、行っちゃいけない所では誰かが注意してくれるわ。その時は大人しくそこから出るのよ。じゃないとガードに捕つかまるからね。下へ手たすると怪あやしげな人にん間げん狩がりの連中に捕まるかも」

「人間狩り？」

「通つう称しようよ。人体実験の被ひ験けん者しや探しの連中ってこと。もう、そんなことどうでもいいでしょ。早く」

「アイリ殿が話題を振ふってきたんじゃないですか。こちらです」

　衛えい星せい軌き道どうからエアポートに戻もどってきた（もちろん、エアポートのデータに介入して、移い動どうしてないことになっている）船穂のゲートへと向かう。

　非ひ常じよう用ようの明かりしかない通つう路ろを抜けて船穂へと入った二人は、そのままメイン・ブリッジへと到とう着ちやくした。

　アイリがブリッジを見渡しながら遙照に言う。

「ねえ、遙照君。ここまで来て、声の主は、この船のコンピュータだったってオチじゃないでしょうね？」

「えっ？」

　ズバリ当てられてしまい、遙照は狼ろう狽ばいした。

「……まさか、当たりってんじゃないわよね？」

「当たりです」

「帰る！」

　肩かたを怒いからせてズンズン歩いていくアイリを、遙照は慌あわてて引き留とめる。

「ま、待って下さい。せっかくここまで来たのに」

「私ね、あの声を聞いた時、すっごい期待してたのよ。それなのに、ただのコンピュータだなんて、どういうこと？」

　アイリの口く調ちようは怒おこっているが、表情は心しん底そこ落らく胆たんしていた。

「ア、アイリ殿、何を期待されてたんです？」

「……………皇おう家けの樹き、よ。凄すさまじい力と高い知能を持つ、樹じゆ雷らい皇家の守り神たる始し祖そ、津つ名な魅みの子供達……」

「なるほど。そういうことでしたか」

　フフッと笑い声がして、アイリが顔を上げる。

「遙照君、笑うなん……」

『フフッ……クスクスッ……』

　その声はアイリの頭に直ちよく接せつ響ひびいてきた。公園で聞こえた時と同じように。

『……アイリ、アイリ。クスクスッ』

「これは、この声は……」

「アイリ殿の期き待たいする者の声です」

　遙照がそう言った瞬しゆん間かん、アイリは彼と共に皇家の樹の間へと、偽装のものではない、本物のメインブリッジへと転てん送そうされた。

　清せい浄じようで甘い空気と草いきれと水の匂においがアイリを包む。そこは光と音が踊おどっている場所であった。樹の枝えだ葉はを縫ぬうようにして、幾いくつもの光が乱らん舞ぶし、それに併あわせて微かすかなメロディが聞こえてくる。

　まるで目の前にいる樹が歌っているような……。

　そこまで考えてアイリは目を見み張はった。

「遙照君、まさか、ここは……」

「紹しよう介かいします、アイリ殿。第一世代皇家の樹『船穂』です」

　光の数が増ふえ、明るさが増す。

『コンニチワ、コンニチワ。アイリ、アイリ、アイリ……』

　凄まじい光の乱らん舞ぶがアイリの周まわりに飛び交かう。

「……ああ!!」

　感かん嘆たんの声を漏もらしてアイリが跪ひざまずく。

「答えて下さい。あなた方は、どのような存そん在ざいなのですか？」

　叫さけぶようにアイリは光に問うた。せっぱ詰つまったような彼女の叫びに遙照は、驚きを隠かくせない。

「アイリ殿、どうなさったのです？」

「始祖津名魅は三人の女神の一人なのですか!?」

　遙照の声も耳に入らない様よう子すで、まるで神に問うかのようにアイリは両手を胸の所で合わせて船穂を見上げる。絵的にはまさに降こう臨りんの図であった。

　突とつ然ぜん、光の乱舞は消え、静せい寂じやくが辺あたりを包む。まるで、それがアイリの問いかけに対する船穂の答えだと言わんばかりに。

「……船穂、船穂さま！　お願いです、お答え下さい!!」

「アイリ、アイリ殿!!」

　樹に向かって手を伸ばすアイリを押し止めるように遙照が抱だきしめる。

「アイリ殿!!」

「……遙照…君。私……」

　がっくりと肩を落とし、アイリはうなだれた。

　遙照はアイリを支えながら、樹を育いく成せいするための装そう置ちであるユニットの脇わきにあるベンチに座すわらせる。興こう奮ふんと動どう揺ようを抑おさえきれないアイリは、肩で大きく息をしていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ええ。ごめんなさい……ごめん、なさい……」

「皇家の樹に、船穂に何を聞こうとなさったのです？　もしよろしければ……」

　遙照の問いにアイリは口を開こうとしない。

「アイリ殿？」

「……神を、探したいの」

　沈ちん黙もくの後、ゆっくりとアイリは話し始める。それは遙照への懺ざん悔げでもあった。

「神？」

「そう、できれば三人の女神を」

「三人の女神ですか？」

「ええ、高こう位い次じ元げん知ち性せい体たいと言った方がいいかしら。……彼らは、その力から科学の進んだ現在でも神と称しようされることが多いわ。特に……」

「宗しゆう教きようがらみでは」

「ええ、そう。高位次元知性体は今まで数体確かく認にん例れいがあるけど、滅めつ多たにその存在を人間の前に現すことはないわ。銀ぎん河がアカデミーで調べてわかったんだけど、先せん史し文ぶん明めいの遺い跡せきから発はつ掘くつされた科学的に信しん頼らいできる記き述じゆつを集めても、遭そう遇ぐう例れいは二八例しかないんだって。ところが桁けた外はずれの力を持つ高次元知性体の中でも、更さらに桁外れの力と特とく異いな能のう力りよくを持つ三人の女神がいるらしいことがわかったの」

「いるらしい？」

「ええ。先史文明の記述を集めて、系けい統とうだててゆくと、三種に分ぶん類るいできるらしいの」

「ちょっと曖あい昧まいな表現ですね。記述されている情じよう報ほうが少ないんですか？」

「違うわ。他の高次元知性体の遭遇例は、かなり具ぐ体たい的てきなことまでわかっているの。でなければ遭遇例として認みとめられないわ」

「じゃあ……」

「あるの。データはあるのよ」

　遙照の言葉を遮さえぎるように言う。

「あるのよ。まったく認にん識しきできないっていうデータがね」

「認識できない!?」

「そうよ。そこに確かに存在するのに存在しない、存在しないのに見える、そういった明めい確かくな記述が残されているの」

　アイリは遙照の言葉を待つかのように見つめる。

「……光こう鷹おう翼よくか…」

　アイリは無む言ごんで頷うなずいた。光鷹翼は、どのようなエネルギー値ちも検けん出しゆつされないが、現実に『光』として存在している。第三世代以上の皇家の樹が発はつ生せいさせることのできる光の翼が三人の女神の発現であると、彼女は言いたいのだ。

「時として科学は残ざん酷こくな結果を出すことがある。真実を知ろうとする行こう為いが真しん理りを打うち砕くだく。ベールを剝はぎ取られた神々は、人々の心からその力を失ったわ。そしてその代わりを人自身がしなければならなくなった。神は永えい遠えんだけど人はそうではない。強きよう力りよくなカリスマを持っていても、その人がいなくなってしまえば、神ではなくなる」

「アイライの先代の教主長殿のことですか？」

「そう、私の曾そう祖そ父ふはアイライ教を銀河一の勢せい力りよくにした。でも大きくなりすぎたアイライを維い持じするには、強力な偶ぐう像ぞうが不ふ可か欠けつなの。教主会は最初に偶像を血ち筋すじに求めたわ。偉大であった曾祖父のカリスマを継つぐ者として祖父を、そして父を、偶像として祭まつり上げた。でもね、教主会に内部派は閥ばつができるにしたがって、それもままならなくなってしまったの。曾祖父を神しん格かく化かして新たな神を創そう造ぞうしようともしたけど、それも絶ぜつ対たい的てきな神がいてこそできること。だから、教主会は絶対的な偶像を、神を欲ほしがった……樹雷の津名魅さまを欲しがったのよ」

「……!!」

　まさに衝しよう撃げきの告こく白はくである。

「樹雷にはアイライの信者がまったくと言っていいほどいないわ。でもそれは当とう然ぜんね。樹雷には神が本当にいるんだもの。だから教主会は、樹雷にアイライを布ふ教きようしようとした。そして津名魅さまをアイライの神にしようと考えたの」

「……アイリ殿も、ですか？」

「アイライにいる時はそう思ってた。津名魅さまこそアイライの神だと。樹雷はそれを自分達のためだけに独どく占せんしているのだって」

　それは彼女の懺悔だった。アイリは遙照の顔を見るのが辛つらくなり、視し線せんを逸そらす。

「でも銀河アカデミーに来て、色々な人達と出会って、私が国で嫌きらっていたり軽けい蔑べつしていた他国の人達がとても良くしてくれて、それまで持っていた価か値ち観かんが崩くずれてしまった。私がしようとしたこと、教主会が人々に教えていた噓うそが恥はずかしかった。滑こつ稽けいよね。組そ織しきを守るために、いつしかそれが目的になって、教えに反することまでして、でもそれも全て本当の神がいないから」

「だから津名魅が欲しかったんですか？」

「津名魅さまは樹雷のもの。争あらそいの種たねになるだけ。なら同じ神格を持つ他の女神の一人でいい、津名魅さまなら何かご存じじゃないかって、そう思ったの。……でもだめね。船穂さまにも見捨てられてしまった……うっ、ううっ……」

　両手で顔を覆おおい、アイリは声を殺して泣いた。国と友人達との板いた挟ばさみで思い詰めていた彼女を愛いとおしく感じ、遙照は優しく髪かみを撫なでる。

　そして、遙照の感じた想おもいは船穂も同じであった。

『……ア…イリ、アイリ、泣カナイデ……』

　二人の頭の中に語りかけてくる船穂の声は、まるでアイリの気持ちに同どう調ちようしたかのように悲しげである。

「…………!?」

　ゆっくりとアイリが顔を上げ、船穂を見た。

「アイリ殿。津名魅は神ではありませんよ。いえ、それだけの力があろうとも、たぶんアイリ殿のいう神にはなれないし、本人もそれを望まないと思います。津名魅と出会い、初代樹雷総そう帥すいとなった方はこうおっしゃったそうです。『友達になった』って」

「……友達？　津名魅さまと？」

『アイリ……泣カナイデ……』

　心配そうな船穂に、遙照は大丈夫だと手で合あい図ずを送る。

「アイリ殿、私と船穂もそうです。友達になったんですよ。……それにさっきだって、アイリ殿を見捨てたわけではなく、ただ単に驚いたんですよ。急に跪ひざまずかれて、驚いて。そうですね、まるで子犬のように物もの陰かげに隠れて……アイリ殿が泣いているのが心配になって、ひょっこり顔を出したんです」

『アイリ、アイリ……泣カナイデ……アイリ』

　アイリを想う船穂の、あまりに純じゆん粋すいな悲しみの波は動どうに、彼女の中にあった重じゆう圧あつ感かんやこだわりがゆっくりと消えてゆく。

『アイリ、アイリ……』

「……泣かないで、船穂。私はもう大丈夫よ……ねっ」

　涙なみだを拭ぬぐったアイリは、逆に船穂を慰なぐさめようとしている。

『本当？　アイリ、泣カナイ？』

「大丈夫よ。大丈夫」

　にっこりとアイリが微笑ほほえんだ。

『クスクス……、アイリ、笑ッタ』

　船穂のくすぐったくなるような喜びの波動を受け、アイリは更さらに笑みを浮かべる。気がつくと、再び船穂の美しい光の乱舞が始まっていた。

「綺き麗れい、船穂」

『アイリ、笑ッタ。アイリ……』

　両手を翳かざしたアイリに光が集まってくる。船穂は神ではない。だが、アイリを取り巻く光は、まさしく神のそれであった。

『……あれが始まると長いんだよな』

　二人の様子に遙照も思わず微笑んでしまう。

　ゆっくりとメロディが聞こえてくる。

　船穂の歌う樹の唄うたが、アイリを包つつんでいく。




「……遙照君。もう、遙照君ったら！」

「……ん、んん……アイリ殿？」

　アイリに揺ゆり動かされて、遙照は微かすかに瞼まぶたを開けた。

「目が覚さめた？　クスクスッ」

　アイリは笑いながら、いたずらっ子のように遙照の頰ほほを突っつく。

「やめて下さ……」

　そこまで言って、ハッキリと目が覚めた。ブリッジに差し込む朝の光が頰に当たっている……ということは、延えん々えんと続くアイリと船穂の馬ば鹿か笑いにつき合っているうちいつしか眠ってしまったのだ。

　やっと状じよう況きようを把は握あくした遙照が慌てて起きあがる。

「ありがとう、遙照君。なんだか、すっきりしちゃった。私の中でまだ結けつ論ろんは出ないけど、考える余よ裕ゆうはできたわ。でも、ごめんね。朝になっちゃった。あははは」

「す、すみません。私がついていながら」

「私は大丈夫よ。ここに来る前に、外がい泊はく届とどけは出したもの。それより……」

「……大丈夫です。私の方もダミーを置いてきましたし、朝の点てん呼こもありませんから」

「それって、君が部屋にいることだけしか誤ご魔ま化かせないやつ？」

「いいえ、船穂がコントロールしてますから力りき場ば疑ぎ似じ体たいです」

「じゃあ、そのまま外出したことにしなさいよ。どこかで朝食を食べていきましょ。……あっと、その前にシャワー貸かしてくれない？」

「では、服もクリーニングさせましょう、着き替がえを用意させます。よろしければここで食事も用意できますが？」

「……そう、ね。そうしようかな」

　少し考えてからアイリが答えた。

「では、居きよ住じゆう区くへまいりましょう」




　ブリッジから居住区へ転てん送そうした二人は、居住区中央にある巨大な樹の外壁に沿って造られた通つう路ろを下りていた。森や川、ちょっとした湖や丘、作物を作っているのであろう広大な畑。まるでどこかの農村のような風景が、辺りに広がっている。

　呆ぼう然ぜんと風景を見つめながら、アイリが呟つぶやく。

「……な、何、ここ？」

「ここは亜あ空くう間かんに固こ定ていされた居住区です…痛ッ！」

　アイリが遙照の頰をつねる。

「夢じゃなさそうね」

「そういうのは、ご自分ので確かめるんじゃありませんか？」

「なんか自じ慢まんげな顔つきだったから、ついね。……それにしてもこんな巨大な空間をあんな小型クルーザーに固定するなんて、どうやって……まさか、これも船穂が？」

「ええそうです。ここは直ちよつ径けい約一〇〇キロあります。第二世代は惑わく星せい数十個くらいまでなら固定できるそうですが、第一世代となると、最大どのくらい固定できるのか見けん当とうもつかないそうです。もっともここは個人の場所なので、むやみやたらに大きくしても意味がないのでこれ位にしてますが。……どうかしましたか？」

「……そりゃ自慢だわ。とんでもないお友達ね」

　呆然、というより、もう苦笑するしかないアイリだ。

『お待ちしておりました、アイリさま』

　通路を下って扉とびらが開くと、女じよ官かん姿の力場疑似体がアイリを出で迎むかえた。

「おじゃましま～す。へぇ、これが遙照君のお部屋ってわけね」

　木で建てられた荘そう厳ごんな建物に半なかば呆れつつもアイリは感嘆の声を上げる。

「アイリ殿もアイライの教主長のご令れい嬢じようなのですから、それほど驚かれることはないのではないですか？」

　わざとらしい驚きに、少々ムキになって遙照が答える。

「亜空間に一〇〇キロ四方の庭園付きの個室なんて、アイライには存在しないわよ。……クスッ、怒った？」

「そういうわけでは……」

「でも樹雷の建物って好きよ。自然でとっても品が良いもの。落ち着くのよね。うちの教会も古い遺跡を利用したものとかは、すごく好きなんだけど、最近のは派は手で派手で、ちょっと…ね」

　照てれくさそうにアイリは舌したを出した。

『どうぞ、こちらでございます』

　女官が客間の浴よく室しつへと案内する。

「じゃあ、遠えん慮りよなく使わせてもらうわね」

「ごゆっくりどうぞ」

　何歩か歩いて、アイリが振り向く。

「間違っても覗のぞきなんか……」

「しませんよ」

「少しは動揺しなさいよ。張はり合あいのない」

　ブツブツいいながら客間に消えたアイリを見送りながら、遙照は地ち平へい線せんが見えるほど広大な田でん園えん風景を眺める。

『まあ、確たしかに凄すごい色合いだったな』

　資し料りようの中にあったお世せ辞じにも美しいと言えない派手な極ごく彩さい色しよくの教会本殿を思い出しながら、遙照も自室の浴室へと向かった。




「ねえ、遙照君！　遙照君!!」

　早めに浴室から出てテラスで待っていた遙照の前に、樹雷の服を着たアイリが客間から飛び出してきた。

　アップにしていた髪を下ろしたアイリは、遙照が知っている彼女とは別人のような気がして、つい見とれてしまう。

「どうしたの？」

「いえ、なんでもありません。とてもよくお似に合あいですよ」

「そ、そっかな。ありがとう……じゃない！　これよ、これ!!」

　一いつ瞬しゆん恥はじらったかなと思ったら、いつもの調ちよう子しに戻ってしまったアイリは、着ている服をつまんで叫んだ。

「お気に召めししませんでしたか？　ですが、あいにく……」

「違うわよ。これ、樹雷の生き糸いと織おりよね？　それも最高級の。……教主クラスの人しか着ているのを見たこと無いのに。ああ、気持ちいい……」

　摘んだり撫でたりして、アイリは絹きぬの感かん触しよくを楽しんだ。この樹雷の生糸は地球の蚕かいことまったく同じやり方で生産されているのだが、絹糸より遥はるかに細く強度もある。上質な樹雷産のものは絹が透すき通っており、蚕が食べる葉や草によって微び妙みように絹糸の色が変わるという特とく色しよくがあった。他国でも生産されてはいるものの、どうしても樹雷の物より種しゆ類るいが少なく質しつも良くない。

「アイライ辺りまで行くと、どうしても高くなるんですね。この生糸はここで作ったものなんです。お気に召したのでしたらどうぞ」

「えっ、本当？　……えへへへ」

　アイリは嬉うれしそうに袖そでの部分に頰ほお擦ずりする。

「上質の生糸は大だい事じに使えばかなり長持ちするんです。私一人で使う量なんてたかが知れてますから、生糸のストックがかなりあるんです。もし何かご入り用でしたら、好きなだけお分けしますよ。縫ほう製せいもできますし……」

　アイリが何やら複ふく雑ざつそうな表情で考え込んでいるのに気付いた遙照は、高こう額がくな物なので躊ちゆう躇ちよしているのだと感じ、言葉を付け加えた。

「……では、樹雷での相そう場ばでどうです？」

「いくら？」

「あのですね……」

　何な故ぜか二人は小声で話し合う。

「……噓うそっ、本当に？　買う、買うわ！　嬉しい、何作ろうかしら？」

　商しよう談だんが成せい立りつしたのか、アイリは飛とび跳はねて喜んだ。遙照の所で作っているのは超ちよう一級品で、本来であればアイリが易やす々やすと手を出せる値ね段だんではない。しかしここでは船穂が全て面めん倒どうを見ているので、高い人じん件けん費ひやら儲もうけ分などは付ふ加かされず、はっきり言って無料でも一いつ向こうに構かまわないのだ。だからアイリが手を出せ、納なつ得とくできる一いつ般ぱん的てきな品質レベルの相場を遙照は提てい示じしたのだった。
















「では、そろそろ朝食にしましょうか？」

「そうそう、舞まい上がってて、すっかり忘れてた。今さらだけど、皇家の船の中ってトップ・シークレットじゃなかったっけ？」

「確かに今さらですね」

　思わず苦く笑しようしてしまう遙照だ。

「まあ、居住区は私の個室ですから、私がお招まねきした方なら問題ありませんよ。ブリッジは皇家の樹が認みとめた人でないと入れませんが、逆ぎやくに皇家の樹がいいと言えば、たとえ樹雷皇でも立ち入りを禁きん止しすることはできません。ただ明めい確かくな意い識しき体たいを持たない第四世代以降の船のために、トップ・シークレットとしているだけです」

「樹雷で最高権けん力りよく者しやが口を出せないところがあるなんて、本当に特別な存在なのね」

　たとえ皇家の樹が神という存在ではないにせよ、アイリが目まの当たりにした力はやはり特別と言わざるを得えない。

「喧けん嘩かをして怒らせても、入れてもらえなくなりますけどね」

「……えっ？」

「でも大たい抵てい向こうから話しかけてきます。寂さびしくなってね」

「……ク、クスッ。わかるわ、そんな感じよね。アハハハハ～～～～ッ!!」

　皇家の樹の間での子犬のような船穂の様子を思い出し、アイリは大声で笑い、つられて遙照も微笑む。そんな二人が羨うらやましくなって再び船穂が語りかけてくるものだから、遙照たちの笑い声は更さらに大きくなるのであった。




　その後、華か船せんは留りゆう学がくしてからたった三か月で、逃げるように樹雷へと帰って行った。

　華船に置いてけぼりを食くった形の手下達も、兼かね光みつ達のグループに合ごう流りゆうし、やっと本来の学生生活に専せん念ねんできるようになったようだ。彼らともごく普ふ通つうに話をするようになったものの、結けつ局きよく、遙照には華船の思惑おもわくがわからないままである。

　しかしあれ以い来らい、アイリや遙照に対する嫌いやがらせもなく平へい穏おんな日々が続き、遙照に対してあれだけ忠ちゆう告こくしてきた兼光もアイリのことを話題にすることはなかった。

『私はうまくやれたのだろうか……』

　遙照がそう自じ問もんしてしまうのは、瀬せ戸とが情報を操そう作さしてまで出してきた『宿題』についてだ。簡かん単たんと言えばあまりにも簡単である。まだ見落としていることがあるかもしれないと、端末に手を伸のばしてみたものの、手がかりどころか事件の予よ兆ちようすらつかめない。それに、日々の生活がその疑ぎ問もんを遙照の記き憶おくの片かた隅すみに追い込むのに、そう多くの時間を必ひつ要ようとしなかったのは、アイリとの学園生活が楽しかったからに他ならない。

　そして。

　遙照がアイリと出会ってから半年が過すぎた。




「お早うございます。アイリ先せん輩ぱい」

「お早う、遙照君」

　いつもと変わらない朝の挨あい拶さつであるが、半年前とは大きく違っている。

　アイリの執しつ拗よう（？）なまでの教育の賜たま物ものか、それとも自由な銀河アカデミーの雰ふん囲い気きのせいかはわからないが、遙照は以前とは明らかに違う、少年らしさを漂ただよわせていた。もちろん『アイリ先輩』という呼び方も、彼女が何日も何日もかけて慣なれさせた結けつ果かである。

　遙照に『先輩』と呼ばれるたびに、アイリはちょっと目め覚ざめてしまいそうな、気付いてしまいそうな自分がいて怖こわかったりするのだが……。

「どうしたの？」

　いつもの遙照と様子が違うことに気付いたアイリが訊たずねる。

　遙照は言い難にくそうに頭をポリポリとかいていたが、それでも伝えねばならないと考えて重く閉とざされていた口を開く。

　それは昨日きのうの夜に受けた樹雷からの通信内容であり、通信の主は瀬戸であった。

「お元気そうでなによりですわ。遙照殿」

「お久しぶりでございます。瀬戸さまもお元気そうで何よりです」

「ありがとう。遙照殿も随ずい分ぶんご活躍のご様子。樹雷にまでその噂うわさ、伝わっておりますよ」

　相あいも変わらず優ゆう雅がな面おももちの瀬戸は遙照を見つめる。別に怒っているわけではないが、瀬戸の眼まな差ざしが遙照にはとてつもなく恐おそろしく感じられた。しかも『ご活躍』の部分だけ微び妙みようにアクセントを強くしている。彼女が全てを知っているのは明めい白はくだ。

　何か言われる前に先手を打うたなければと思い、遙照はすぐさま口を開く。

「瀬戸さま、アイリ殿のことは、私なりに十分考えた末のこと……」

　声は震ふるえていたが、それを悟さとられまいと必死になった。後ろめたいことなど何もないし、後こう悔かいもしていない。しかし、いざ瀬戸に面と向かってしまうと、銀河アカデミーで半年過ごして弛し緩かんしていた気分が、いっぺんに吹ふき飛んでしまいそうになった。

「お叱しかりは十分覚かく悟ごしておりますが、しかし……」

　精せい一いつ杯ぱいの勇気を振ふり絞しぼってここまで喋しやべった時、瀬戸の目から発せられていたプレッシャーが噓うそのようになくなる。金かな縛しばりが解とけたように遙照が、瀬戸を見た。

「あら、そのことで怒ってる者は誰だれもいませんよ。親しん善ぜん留学生としての務つとめ、こちらの予よ想そう以上と、樹雷皇もたいへんご満足の様子。樹雷にお見えになる、各国の大たい使し殿も遙照殿の話題をなさらない方はいらっしゃらない位ですよ」

　にんまりと微笑んだ瀬戸を見て、遙照は彼女にからかわれたのだと知る。今のように相手の寿じゆ命みようを縮ちぢめるような悪戯いたずらをするのが、瀬戸の悪い癖くせであった。

　ブスッとした遙照は、唇くちびるをとがらせて視線を外す。

「クスッ」

　袖を口に当て笑う瀬戸は、十二分に満足した。瀬戸がからかった理り由ゆうは、遙照のこの顔が見たかったからである。瀬戸に言わせれば、遙照のこの拗すねたような表情が樹雷皇、阿あ主ず沙さと一番似ているのだそうだ。

『はた迷めい惑わくな……』

　そう遙照が考えるのは、至し極ごく当とう然ぜんと言えよう。

「瀬戸さま、ご用件はそれだけなのですか？」

「今日、遙照殿に連れん絡らくを差し上げたのは、樹雷皇、阿主沙さまからの御ご下か命めいを伝えるためです」

「父上から？」

　瀬戸は樹雷皇の命を口こう頭とうで伝えた。

　その内容とは──。

「ええっ、帰き国こく命令!?」

　遙照から事情を聞いたアイリの声が思わず大きくなる。

「じゃあ、もう帰ってこないの？」

「いえ、戻ってきますよ。年の半分は樹雷で、皇太子としての公こう務むを行うよう、父上から命令を受けましたから」

「じゃあ、半年すればまたここに？」

「はい、戻ってまいります」

「……そう」

　アイリは安あん堵どのため息をついた。しかし、遙照が帰国する日が近づくにつれ、彼女の表情が、ほんのちょっとだけ堅かたくなっていることに気付く者は誰一人としていない。本人すら気付いてない些さ細さいな変化だったからだ。




　帰国前日、遙照は別れの挨拶をしようとアイリを探したが、彼女の姿はどこにも見あたらなかった。友人達も行方ゆくえを探しているらしく、知っている限りの場所を回ってみたが、それでも見つからない。仕し方かたなく他の知人達に挨拶をし、最後に遙照が兼光のもとへ訪おとずれた時は、もう夜になっていた。

　宿しゆく舎しやの廊ろう下かを歩いていた遙照は、廊下の角で男と出会い頭がしらにぶつかりそうになる。

「……失礼、柾まさ木き君」

　男は遙照に軽く会え釈しやくをすると、そのまま立ち去って行った。その男は遙照の知り合いではないが、一学年上の講こう師しで、兼光達と一いつ緒しよのところを何度か見かけたことを思い出す。ここは学生寮だが、教師の出入りも頻ひん繁ぱんにあるため、この時遙照は気にも留とめずに兼光の部屋へと向かった。以前の遙照ならばこの時の教師のわずかな態たい度どの異い変へん、敵てき意いと嘲ちよう笑しように気付いたであろう。だが、半年のアカデミーの生活は、彼の勘に霧きりをかけていた。

「兼光殿、遙照です」

　声をかけると、ドアのインターフォンから入室許きよ可かを告げる声がして、扉が開く。

「何だ、柾木殿か。どうしたんだ、明日は帰国なんだろ？」

「ええ。帰国のご挨拶をと思いまして」

「お前の方から来ることでもないだろうに、相あい変かわらず生き真ま面じ目めだな。樹雷皇太子殿のご帰国だ。黙だまっていても明日にゃお見送りに全員勢せい揃ぞろいだよ」

「半年後にまた戻ってまいりますから、そこまでしていただかなくても」

「他の連中もお前のことは気に入ってるからな。まあ、友達の見送りをするっていうことならいいだろう。今日はそのことで来たのか？」

「今日はお願い事があって参まいりました」

　時間もないので遙照は単たん刀とう直ちよく入にゆうに用件だけを言った。

「……アイリの警けい護ご？　それを俺おれにしろと？」

「警護というほどのことではないのですが、気をつけていて下さいませんか？」

　遙照は深ふか々ぶかと頭を下げて言う。

「な、何で俺に……。俺は前に言ったはずだぞ。あの女には近付くなと」

　反はん論ろんしながらも、兼光は面めん食くらっていた。友人にはなったものの、やはり遙照は自分の国の国家元げん首しゆの息子むすこなのだ。

「アイリ先輩に手を出さないよう、抑おさえていてくれたのは兼光殿ではありませんか」

「個人的な恨うらみがあるわけではないからな。それに普ふ通つうの女に手を出すなど、樹雷闘とう士しのやることじゃない」

「では、お願いいたします」

「だめだ。いや、無む理りだな。俺も数日後には樹雷に帰る」

　兼光の表情が暗くなるのを、遙照は見み逃のがさなかった。

「何な故ぜです？　留学期間は最低でも二年。それに兼光殿は修しゆう士しまで銀ぎん河がアカデミーにいると聞きましたが？」

「……ふん！　お前に帰国命令が出たのも何となくわかるよ」

　兼光が皮肉っぽく言う。

「どういうことですか？」

「以前のお前は、怖こわかったよ」

「怖い？」

「ああ、ガキのくせして、研とぎ澄すまされた剣みたいに隙すきが無なくて、何でも見み透すかすような目をしていた。華船なんていうまがい者じゃない、小さいなりだが、確たしかに樹雷皇族という狼おおかみの一人だって感じたもんだが……まあ、アイリ・マグマも大したもんだ。その狼を手なずけちまったんだからな。そういった意味ではさすがは一国の元首の娘、並なみの神しん経けいじゃ無かったってことだ。あの時も、ちょっと脅おどかすだけのつもりだったんだが、つい本気になっちまった……」

　明らかにいつもの兼光ではない。

「兼光殿!?」

　遙照が問い掛けようとした時、ふいに兼光の姿がぼやけた。

　と同時に残ざん像ぞうを残して、兼光が遙照に斬きりかかった。

「クッ！」

　振ふり下ろされた剣を、遙照は咄とつ嗟さに制服袖のボタンで受ける。その太た刀ち筋すじは今までの兼光のものとはまるで違う、大人の闘士に近い動きだった。

「凄いな、鈍にぶったとは言え、あっさりと受け止められるんだからな。だが、以前のお前だったらどうしたかな？」

「…………!?」

　兼光の言う通りだ。確かに以前の遙照ならば、おそらく攻撃を受けはしなかっただろう。たとえ今の兼光の切り込みが闘士並なみだとしても、避けたかどうだか兼光にはわからない、そんなスピードでわずかに上体を動かして攻こう撃げきをかわすことが、遙照にはできたはずだ。まるで兼光の剣が遙照の体を通り過すぎるように見えるほどに疾はやく。そうしなかったのは、遙照の油ゆ断だんではない。彼の集中力が明らかに鈍っているのだ。

　腕うでを弾はじいて兼光との距きよ離りを取った遙照が叫ぶ。

「そんな。まさかアイリ先輩を襲おそったのは……！」

「おいおい、お前は俺の親父が華船に仕つかえてるのは知ってるんだろ？　そして雨あま木きは皇族天木家の眷けん族ぞくだ。答えは簡かん単たんじゃないか」

　兼光にここまで聞いた時、先ほどの講こう師しの表情を思い出す。あの嘲笑は、これからここで起こるであろうこの状じよう況きようを読みとっての笑いだったのだ。

「そういう答えが出るとは思いませんでした。あの講師の方は」

「連絡役さ。面めん食くらうほど用心深いやり方で接せつ触しよくしてきてな。皇族天木家からの命令と俺の報ほう告こくを伝えてたんだよ」

「兼光殿！　そんなことを話して大だい丈じよう夫ぶなんですか？　それ以上は……」

「この期ごに及およんでスパイの心配か？　俺はお前を裏うら切ぎってたんだぜ」

「兼光殿のお父上のお立場を考えれば致いたし方ないと……」

「……ケッ、アイリがお前を殴なぐり飛ばしたくなる心しん境きようがよくわかるぜ。ちっとは自分本ほん位いで物を考えやがれ！」

「それより兼光殿や兼かね秋あき殿の保ほ護ごを、瀬戸さまにお願いすれば……」

　兼光はいきなり遙照の頭を殴り飛ばした。

「アホか！　樹雷の闘士がそんなみっともない真ま似ねができるわけないだろ！　俺も親父おやじもそんなことで心配されるほど落ちぶれてないわい！　お前の方がよっぽど厄やつ介かいな立場にいるくせに、人の心配なんざ一万年早い!!」

「……しかし」

「心配するな。奴やつが俺なんかに重じゆう要ようなことをやらせるもんか。考えてみれば、あいつは一度だって誰だれの指し令れいだとは言ってないしな」

「皇家天木家ではない可か能のう性せいもある、ということですか？」

「さあな俺にとっちゃもうどうでもいいことさ。ただ、親父のことを引き合いに出してたことは確かだ」

　兼光はわざとこう言ったが、おそらく天木家に関わることには間違いなさそうだった。

「……兼秋殿のことですが」

「親父はそんなにヤワな人間じゃない。親父は親父の信しん念ねんであそこにいるんだ」

　遙照の言葉を遮るように言う。

「申もうし訳わけありません」

「お前は知らないだろうが、親父はそれなりに知られた闘士なんだ。……俺が心配してると、あのヤロー、俺をぶん殴るんだ。『お前は自分の心配をしろ』ってよ、前なんざ歯はが折れちまった！　俺は金こん輪りん際ざいあいつの心配はしない！　だからお前も心配なんかするな。俺ももう用よう済ずみだそうだからな。帰り際ぎわにお前に言うなり自由にしろっていわれたよ。お前とアイリを引き離はなすって役も失しつ敗ぱいもしたし、だからこれ以上ここに置いておく理由もなくなったのさ。……それよりも問題は他にあるだろ」

「今までそのことを考えなかったわけではありません。あの方は柾木家を……」

「こっちはいい迷惑だ」

「すみません。しかし、なぜ天木家は、私とアイリ先輩を引き離そうとしたのです？」

「上の思惑おもわくなんてのは、下したっ端ぱにはわからないもんさ」

「そうですか。あの方からすれば私がこのままアイリ殿といた方が何かと口こう実じつ作りには都つ合ごうがいいはず。引き離し工こう作さくをするにも隠かくれてではなく、表だってやっても問題は無いはずなのに」

「さあな。そいつはお前の方が詳くわしいはずだ、俺にはわからん。だけどよ、俺達が考える以上に複ふく雑ざつな利り害がいで動いてるってことだろ。あいつもアイリには手を出さないように他の連中を見てろって言ってたし、アイリのことは心配いらないさ」

　ここまで話してすっきりとしたのか、兼光はいつもの彼に戻った。

「兼光殿はここで修士まで行きたいと伺うかがいました。差さし出でがましいのですが……」

「差し出がましいよ。人に頼たよろうっていう俺が馬鹿だったんだ。気持ちだけ受け取っとくよ。友人としてな」

「……はい」

「俺は俺の力で認みとめさせてみせるさ。内うつ海つみさまのようにな」

　神かみ木き家けの当とう主しゆ、内海はもともと一闘士であったが、その卓たく越えつした力でどこにも属ぞくしていない海かい賊ぞく達や闘士をまとめ上げ、当時『一二神しん将しよう』と呼ばれた神木家に仕える一二の軍に新たに一三番目の軍としての存在を認めさせたのだ。

「凄すごいよな。それで『樹雷の鬼おに姫ひめ』って呼ばれた人を奥さんにしてさ…しかも美み砂さ樹きさまのお父上だもんな」

　美砂樹の名を口にした兼光の頰が心なしか赤らむ。

「そういえば、美砂樹さまの髪の毛が欲ほしいという方がおいででしたが、何かあるんですか？」

「……あいつら、そんなことを言ってたのか。……あのな、もとはといえば昔、海賊ギルド連合との戦いの時、瀬戸さまが始めたことなんだ」

　海賊ギルド連合との戦いといえば、瀬戸が『樹雷の鬼姫』というあだ名を付けられる原げん因いんとなった戦いくさである。

「瀬戸さまがお守りとして自分の髪の毛を新兵に下さったんだよ。その髪をお守りに貰もらった新兵達は全員生せい還かんしたって話さ。それから強い人や運のいい人の髪の毛をお守りにするようになったんだ」

「瀬戸さまらしいな」

「……美砂樹さまは、樹雷の武ぶ闘とうの七大大会を完かん全ぜん制せい覇はした唯ゆい一いつの方だからな。闘士の中では特に人気があるんだ」

　そこまで言って兼光は時計を見る。時間は寮の点呼が近いことを示していた。

「……明日は帰国だろ、そろそろ」

「すみません、長なが居いをしてしまいました。また樹雷でお会いできるやも知れません。その時までお元気で」

　手を差し出してきた遙照に、兼光は反はん射しや的てきに手を握にぎる。その瞬しゆん間かん、遙照の手に書かれた可か視しできないガーディアンの召しよう還かん回かい路ろ図ずを、兼光に移うつした。状じよう況きようから兼光に何かあるという可能性は少ないが、かといって全くないという保ほ証しようもない。

『余よ計けいなことをするなと言われそうだが……』

　アイリのように船穂の末端を渡せないが、船穂制せい御ぎよのガーディアンとはランクがかなり落ちるものの、闘士並みの力のある兼光ならば、大抵の場合に対たい応おうできるであろう。

　兼光に見送られて遙照は部屋の外に出た。

「もう点呼の時間か、結局アイリ殿には……！」

　そこまで言って、一か所だけアイリがいそうで探していない場所があることを思い出した遙照は、寮には戻らず、そのままエアポートへと向かった。

　船穂に乗り込み、転てん送そう装そう置ちで皇家の樹の間へと走る。

　そこにアイリはいた。

「……何を、なさってるんです？」

　皇家の樹の間では、ものすごい数の子犬が走り回っていた。その子犬に囲かこまれて至し福ふくの表情になってるアイリに、遙照が近づいていく。

「……あの……」

「あら、やっときたのね」

　アイリの口調は冷たかった。

「もっと早く気付いてくれるんじゃないかって、信じてたのに。ねぇ、チビちゃん達」

　仕事で忙いそがしい夫にかまってもらえない妻が子供をだしに夫に嫌いやみを言う図……とでも言おうか。しかしアイリの言わんとしていることを一三（銀河アカデミーにいるうちに一つ年をとった）の遙照が理り解かいできるわけはないし、アイリもそんなことを期待しているわけではない。ただ、年下の少年に大人の冗じよう談だんを仕し掛かけて一人で自じ己こ完かん結けつしているだけなのだ。

「すみません。この子犬達は、船穂ですか？」

「そうよ。一度やってみたかったの。遙照君がなかなか来てくれないから、ちょうどいい機き会かいだと思って」

　アイリはクスクス笑いながら船穂の作り出した疑似体の子犬を抱きしめる。その喜びに船穂が反はん応のうし、そこら辺を駆かけ回っていた全部の子犬達が遙照とアイリに向かって突とつ進しんしてきた。尋じん常じようではない数が二人に覆おおい被かぶさる。

「こっ、こら、船穂!!」

「あははははははははは～～～～～～～～～!!」

　子犬達の柔やわらかさと、船穂のくすぐったいような感情の波は動どうを受けたアイリは、トランス状じよう態たいに入った。子犬達にもみくちゃにされた二人が、微かすかに肌はだを触ふれ合う。

　忘れないでおこう、とアイリは思った。

『半年経たって戻ってくるまで、忘れないでおこう』




「……遙照君。もう、遙照君ったら！」

「……ん、んん……アイリ殿？」

　アイリに揺り動かされて、遙照は微かに瞼を開けた。

「目が覚めた？　クスクスッ」

　アイリは笑いながら、いたずらっ子のように遙照の頰を突っつく。

「やめて下さい………!!」

　そこまで言って、遙照はハッキリ目が覚めた。

「なんかこの前と同じパターンね。……朝になっちゃった。あははは」

　ブリッジに差し込む朝の光が頰に当たっている……ということは、結局、ここで朝まで眠ってしまったのだ。以前と違うのは、眠ったというより気き絶ぜつしたということか。

「遙照君のお見送り用の着替えは持ってきたから、シャワー貸かしてくれない？」

「ではまた私の部屋で食事をしましょう」

「うん」

　にっこりと微笑んで答えたアイリは、手を伸ばして遙照の手を握る。

　普ふ段だんの遙照なら「な、何を……」とか言ってしまうのだが、今、この瞬しゆん間かんだけはそうするのが当とう然ぜんだと感じていた。

　遙照はアイリの手を引ひっ張ぱって歩き出す。

「では、居住区へまいりましょう」







　　　兼かね光みつ







　天てん樹じゆの外がい壁へきを移い動どうしている美み砂さ樹きの葉ズレの音が聞こえて、遙よう照しようは目を覚さました。

『もう、朝か。あまり、寝ねた気がしないな』

　樹じゆ雷らいへ帰ってきて一週間、遙照はいまだに樹雷での緊きん張ちよう感かんと生活サイクルに体が慣なれないでいた。久しぶりに遙照に会えた喜びではしゃぎ回る阿あ重え霞かと美砂樹の相手をするだけで結けつ構こう疲つかれるのだ。自分で思っていた以上に体と心が鈍にぶっていたことを自じ覚かくした遙照は、瀬せ戸とが半年で自分を樹雷に戻もどした意味を今さらながら痛つう感かんする。ただ、美砂樹に対しての想おもいは不ふ思し議ぎと整せい理りがついていた。銀ぎん河がアカデミーの後半の三か月では、彼女のことを思い出すことすら無ない日もあった。

『……まあ、いろいろ忙いそがしかった上に、残った自由時間もアイリ殿が潰つぶしてくれたから、感かん傷しようにひたってる余よ裕ゆうもなかったということか』

「お早う、遙照ちゃん……じゃない遙照殿」

　珍めずらしく部屋まで入り込んできた美砂樹が声をかけてくる。

「美砂樹さま!?」

「あれ、まだ寝ねてたの？　ほら早く、起きて起きて。行くところがあるんだから」

　ひっぺがされないように布ふ団とんをつかんだまま遙照が聞く。

「何か予定なんてありましたか？」

「神かみ木き家けの公こう務むなんだけど、お母さまが突とつ然ぜん、遙照殿も連つれておいでって」

「瀬せ戸とさまが？」

「うん、そうなの。さ、早く早く！」

「……わかりましたから、引ひっ張ぱらないで下さい」

　美砂樹を部屋から追い出して支し度たくをした遙照は、瀬戸に指し定ていされた樹雷皇立学院へと向かった。樹雷皇立学院では、本日、外がい宙ちゆう航こう海かい実じつ習しゆうへ旅立つ兵学科生の壮そう行こう式しきがあり、神木家は内うつ海つみがここの出しゆつ身しんであることもあって、毎年出席をしているらしい。

　真っ白に咲く、地球の桜によく似た雪ゆき霞がすみの花が満まん開かいであった。

「毎年ここの景色けしきを見るのが楽しみなの」

　校舎へと向かう広い庭てい園えんを歩きながら、瀬戸はうっとりとその光景を眺ながめる。だが、なぜか隣となりにいる内海は押おし黙だまったまま一言も話そうとはしない。二人の間を歩いている遙照は、不ふ機き嫌げんそうな内海を横目で見つつ、瀬戸に尋たずねた。

「瀬戸さま、今日はなぜ私をお連れになったのです？」

　だが、瀬戸は遙照を無む視しして夫を見る。

「あなた、私は遙照殿と美砂樹を連れて用を済すませて参まいります。あなたは先に行ってて下さいな」

「ふむ、だがせっかく遙照殿をお連れしたのだし、儂わしが色々と案内をしようと思っていたのだが。それにここの主おもだった教員にも紹しよう介かいしておいた方がいいだろう？」

　威い厳げんのある口く調ちようで内海が答えた。

　瀬戸はそんな夫を小こ馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべて。

「壮行会が終了してからになさってはいかが？」

「阿あ主ず沙さの奴やつ……いや、樹雷皇もここにいたことがあるでな。やつの息子に会いたがっている者もいるのだ」

　わずかに内海の言葉に焦あせりが見られる。

「……では内海さまとご一いつ緒しよいたしましょうか？」

　内海の態たい度どと瀬戸の含ふくみのある表情から、何かあると察さつした遙照は自分からそう申し出た。何な故ぜだかわからないが、この場合、内海の味み方かたをした方がいいと判はん断だんしたのだ。そんな遙照の提てい案あんに内海が安あん堵どの笑みを返す。

「そうか、では儂と参ろう。色々と面おも白しろい場所を案内してやるぞ」

「ありがとうございます、内海さま」

「あら、健けな気げなこと、遙照殿」

　当とう然ぜんではあるが、遙照の考えなど瀬戸にはお見通しだ。

「でも駄だ目めです。壮行会の前でなければならない用があるの」

「では我らは先に行くとしよう。お前はその用を済ませてくるといい」

「遙照殿にも関係があることなの。あなた」

　まるで崖がけから落ちそうになって、必ひつ死しでしがみついている者の指を一本一本はいでいくように内海を攻こう撃げきする瀬戸である。

「わかった。ならば儂もついて行こう」

　内海がこう言った時だった。いつの間にか内海の背はい後ごに回った美砂樹が内海を拘こう束そくし、そして遙照は瀬戸にがっちりと肩かたをつかまれてしまう。

「………あのね、遙照ちゃん。私ね、ここであの人に悪戯いたずらされたの」

　瀬戸が涙なみだながらに訴うつたえる。言うまでもないことだが、これはうそだ。

「ひっ、人聞きの悪いことを言うな!!」

　必死に繕つくろっていた威厳をかなぐり捨すて、内海が真っ赤になって怒ど鳴なった。だが必死でもがいてみても、自分を拘束している美砂樹は微び動どうだにしない。哀かなしいかな、美砂樹は父親以上の力の持ち主なのだ。

　そんな屈くつ辱じよく的てきな内海にさらに追い打ちをかけるように、頰ほほを染めた瀬戸が告白する。

「そう、あの日も丁ちよう度ど、今日みたいに雪霞が満開だったわ。茂しげみの中でちょっとお昼寝をしていた私に、突とつ然ぜん何かが覆おおい被かぶさってきたの」

「こら、子供になんてことを話すんだ!!」

　内海が否ひ定ていをしないところを見ると、ここら辺は本当のことらしい。

「必死で抵てい抗こうしたわ。でも、か弱い女の力ではどうすることもできなかった……」

　遙照の着物の裾すそで瀬戸が涙なみだを拭ぬぐう。

「どこがか弱いんだ！　このクソババア!!」

　この意見に関して否ひ定ていする者はいないだろう。

「そして震ふるえる私の胸に……」

「違うっ！　寝ていた瀬戸に蹴け躓つまずいただけだ！　それでお前の上に倒たおれ込んだだけだろうがっ!!」

　たまらなくなって内海が叫さけぶ。

「でも、私の胸を触さわったじゃありませんか」

「事じ故こだ、偶ぐう然ぜんだ。倒れ込んだんだからしょうがないだろ！　大体、お前が入学式が始まっても来ないからってんで、先生に言われて探してたんだぞ！　それをのほほんと茂みの中で昼寝なんかしてやがって……第一、儂はその時、九歳だ!!」

　本人は気付いてないが、いつの間にか内海自身が話の続きを語っている。

「ちなみにお母さまは四五〇〇歳だったのよ」

　どうも美砂樹は一言多いことがある。案あんの定じよう、瀬戸に頭をぶん殴なぐられた。

「余よ計けいなことは言わないでよろしい！」

「……痛い」

　恨うらめしそうな顔で美砂樹が瀬戸を見るが、それでも内海を捕つかまえたままなのはさすがである。

「……でもびっくりしたわ。だって、胸を触られるなんて久しぶりだったんですもの」

　美砂樹を睨ねめつける凄すごく怖こわい顔から一いつ転てんして、か弱い女性の表情に変わった瀬戸が、頰を赤らめて遙照にしなだれかかった。見た目は凄い美女だから、それはそれは艶つやっぽいシーンなのだが、先ほど美砂樹を殴なぐった時の怖い表情を見せられた後では、どんなにスケベな男でもとてもそんな気分にはならないだろう。

「……そりゃそうだ。『樹雷の鬼おに姫ひめ』にちょっかいかける命知らずがいるものか」

　遙照が黙だまっていたことを、迂う闊かつにも内海が口を滑すべらせてしまった。

「遙照ちゃん、髭ひげダルマがいじめる。私にあんなことしておきながら」

　よよよ、と泣きながら瀬戸がすがりついてくる。

「て、てめえ、年とし端はもいかない子供がちょっと倒れ込んだだけなのに『もうお嫁よめにいけない。責せき任にんとってね』なんて真ま顔がおで言いやがって……」

「冗じよう談だんだったのに、ねえ」

「そんなもんが九歳のガキにわかるか!!　儂なんかその後、恐怖で一か月もろくに飯めしが喉のどを通らず……」

「栄えい養よう失しつ調ちようでぶっ倒れて、入院したんでしょ？」

　すかさず美砂樹が突つっ込む。

「そうだ、その通りだ！　それから苦く節せつ一三〇年!!　やっとこさ面と向かって話ができるように度ど胸きようもついたから、責任をとろうって言ったら、お前は、お前ときたら……」

「どう…なされたのです？」

　遙照の問いに舌をペロリと出して瀬戸が言った。

「つい笑っちゃった。だって一三〇年も経たって、前置きも何もなしに急にプロポーズなさるんですもの……」
















「お前の本ほん性しよう知ったら一三〇年でも早いわ!!」

　年をとった人達が瀬戸のことを、もの凄く怖かったと口をそろえて評ひようするのを遙照は思い出した。

　満足して頷うなずいた瀬戸は、ニッコリと遙照に振り向く。

「……と、まあ今、自分で喋しやべったことを、私が喋るんじゃないかって、いろいろ理由を付けてはあなたを連れ出そうとしてたって訳わけなの」

「……はあ」

　そう答えた遙照は、ちらりと横目で見ると、すっかり全部、しかも自分で話してしまったことに気付いて呆ぼう然ぜんとなっている内海がいた。

「もう全部喋っちゃったんですから、これで何の心配もありませんわよね、あなた。では参りましょう、遙照殿」

　瀬戸に促うながされて歩く遙照が後ろを振ふり返ると、地面に手をついてうなだれている内海の哀あい愁しゆう漂ただよう姿すがたが目に飛び込んでくる。この時初めて父、阿主沙がなぜ瀬戸の扱あつかいに細さい心しんの注意を払はらうかが、瀬戸の本性を知る他の者達がなぜあんなに恐れるか、なぜ『樹雷の鬼姫』などと呼ばれるかが、色々な意味で理り解かいできた。

『こんな理解の仕し方かたはしたくなかったな……私も気をつけよう』

　心の底から遙照はそう思う。

　内海の姿を見た後では、そう思わずにはいられなかった。




「ようこそおいで下さいました瀬戸さま、美砂樹さま、そして遙照さま」

　遙照が瀬戸達に連つれられて来た場所は、樹雷皇立学院の校長室であった。校長は老人ではあったが矍かく鑠しやくとして、他の者達とは違い、瀬戸達に対してもなんら臆おくする雰ふん囲い気きも見られない。そして瀬戸や美砂樹もよそ行きではない、普ふ段だんの表情を浮うかべていた。

「先ほど、仰おおせの者を呼びました故ゆえ、間もなく参まいると存ぞんじます」

「そうですか、間がいいですわね。……もしかして、私達が来るのを見てました？」

　ばつの悪そうな笑みを瀬戸が向ける。

「ええ、この部屋の窓からよく見えますでな。あまり内海殿をいじめないでいただきたいものです。それに美砂樹さま！」

「はい、先生!!」

　美砂樹は緊きん張ちようしたように背せ筋すじを伸のばして気をつけの体たい勢せいをとる。瀬戸以外の前でこういう態たい度どをとるのは珍しい。遙照は後で瀬戸から聞かされたのだが、校長先生は美砂樹の学園時代の恩おん師しなのだそうだ。

「瀬戸さまの尻しり馬うまに乗って、はしゃぐのもたいがいになさい。あなたももう一児の母親なのですから」

「先生。でも……」

「でも、なんですか？」

「いえ、なんでもありません……」

　最後は消え入るような声になってしまった。美砂樹の学生時代が見えるようだ。きっといつもこうやって怒られていたのだろう。

「まあまあ、校長先生。この場所には遙照殿もおいでになることですし、それ位にしてやって下さいませんか」

　義ぎ理りとはいえ、息子むすこの前で叱しかられるのはばつが悪いということか。

　瀬戸の言い分に納なつ得とくしながらも、校長が窓の外の雪霞を見て言う。

「瀬戸さま、あそこでなさってたのは、例の話でございましょう？」

「……おほほほ」

　一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよする間はあったものの、瀬戸は平へい然ぜんと笑って誤ご魔ま化かした。この場に内海がいれば、ばつの悪いどころの騒さわぎではない。瀬戸に向かって校長が何か言おうとした丁ちよう度どその時、ドアをノックする音が響ひびいた。

「どうやら来たようですね。入りたまえ」

「はい、失礼します！」

　ドアを開けて入ってきたのは、皇立学院の制服を着た平ひら田た兼かね光みつであった。だが、彼は入ってきた途と端たん、そこにいる人物を見て金縛りにあったように立ちすくんだ。

「急に呼び出して悪かったね」

　兼光の反はん応のうを予想していた校長は、彼の緊張をほぐすように優しく声をかけ、安心させるように肩かたに手を置く。

「……あ、あの、どのような御ご用ようで、しょうか？」

　何とか発言できた兼光であったが、緊張は取れない。しかしそれも当とう然ぜんのことだろう。国家元げん首しゆの夫人であり、結婚したとはいえ今だ闘とう士し達の間で一番の人気を誇ほこる美砂樹と、その母であり『樹雷の鬼姫』とあだ名されるほど敵味方から恐れられ、すでに伝説となった女じよ傑けつ、瀬戸の両名が、こんなに間近にいるのだ。美砂樹と瀬戸に心しん底そこ憧あこがれている兼光にとっては、緊張するなと言う方が無む理りであった。

　兼光の様よう子すは、遙照に皇族である自分がどういう立場にいるのかを結果的に教えることとなった。さらに出会っただけで相手を硬こう直ちよくさせ、時には畏い怖ふすら覚おぼえさせる瀬戸達のカリスマと、それに比くらべ遥はるかに未み熟じゆくな自分自身を見せつけられることにもなったのだ。この会見は遙照にとってもショックなものであった。

「そう緊張なさらないで、今日は遙照の家族としての立場で参まいりました」

　瀬戸にすれば珍しく変なプレッシャーもかけずに優しく兼光の手を握にぎる。もっともそれだけでも本人は、頰を上じよう気きさせ額ひたいからは無む数すうの汗あせが流れ出ていた。

『……まずい!!』

　ふと横の美砂樹を見た遙照は、もう少しでこう叫さけびそうになった。美砂樹が口の端はしを歪ゆがめて小こ刻きざみに震ふるえているのだ。美砂樹は可愛かわいいと感じたものは人であれ物であれ抱だきつく癖くせがある。とりあえず皇おう妃ひとしての立場で行こう動どうしている時は必死に我が慢まんするのだが、それが限げん界かいに近くなってくると、その前ぜん兆ちようとして今のような仕し草ぐさを始めるのだ。

『今、美砂樹さまが抱きつきでもしたら、兼光殿はショック死でもしかねないぞ』

　しかし遙照では美砂樹を抑おさえることはできないし、瀬戸は今、兼光と挨あい拶さつの真まっ最さい中ちゆうだ。そんな時、遙照は偶然に兼光の一歩後ろに立っていた校長と目が合い、咄とつ嗟さに美砂樹の方に視し線せんを移うつして合あい図ずを送った。

「……瀬戸さま！　立ち話もなんでございますので、ソファーの方に……」

　期待通り、校長も美砂樹の癖を知っていたらしく、うまく彼女の様子を瀬戸に気付かせてくれる。

「ごめんなさい、気付かなくて……さあどうぞ」

『痛っ!!』

　兼光に道をあける形で一歩後ろに下がった瀬戸は、なにげを装よそおい、美砂樹の足を踏ふんづけるのを忘れなかった。

　兼光をソファに促うながしながら、向かいの席に座すわった瀬戸が本ほん題だいを切り出す。

「今日、兼光殿にご足そく労ろういただいたのは、銀河アカデミーで遙照がお世せ話わになったお礼と、もう一つ……」

　拳こぶしを硬かたく握りしめて兼光は俯うつむいた。華か船せんと皇族天あま木き家けの走駒となったことを咎とがめられると思ったからだ。一いつ緒しよにいるのが遙照ならば、他に用件が思いつかない。

　そんな兼光の態たい度どに、笑みを浮かべつつ瀬戸は言う。

「兼光殿、もう一度、銀河アカデミーへ留りゆう学がくする気はありませんか？」

「……えっ、銀河アカデミーへですか!?」

　意い外がいな言葉に兼光が顔を上げた。

「ええ、そうです」

『……まさか遙照が!?』

　少し冷れい静せいさを取り戻した兼光は、もしかして遙照が瀬戸に何か言ったのかと思い視線を向ける。だが、遙照はわずかに首を横に振り、その事じ実じつを否ひ定ていした。

「あなたの帰き国こく間ま際ぎわに行われた試し験けん、残り四教科分を受けられずに帰国となってしまったのは誠まことに残ざん念ねんでした。ですが、それらを除のぞいた各一一教科の成せい績せきは全てトップだったという報告を受けています。もし兼光殿がその気ならば、私、神かみ木き・瀬戸・樹雷の名において留学を許きよ可かしますが？」

　瀬戸の申もうし出では兼光にとってこの上もなく魅み力りよく的てきである。しかも瀬戸自身の口からの勅ちよく命めいとあればなおさらだ。だが、兼光は即そく答とうせずに長い沈ちん黙もくを続け、また瀬戸も彼の返答を辛しん抱ぼう強く待っている。瀬戸には兼光が何をためらい、何をこだわり、どういう返答をしてくるかが予よ想そうできた。

　絞しぼり出すように兼光が口を開く。

「……あ、あの、私は、一度は眷けん族ぞく雨木家の命において留学をいたしました。そして、再びその命において樹雷へと戻って参りました。銀河アカデミー留学は私の夢です。瀬戸さまのご厚こう意いは、どれほど感かん謝しや申し上げても足りないくらいですが、私はこの夢だけは自分の力で叶かなえたいと思っている所しよ存ぞんです……」

　たとえ皇家であろうと、尊そん敬けいする人であろうと、侵おかすことのできない領りよう域いきがある。兼光は一度それを汚けがしてしまった。もちろんそれは誰だれでもない自分の未み熟じゆくさであることに気付いていた。だから今度は間違うまい、そう兼光は思ったのだ。

　憧あこがれの瀬戸や美砂樹のために働く、それは彼にとっても望むべきことだ。しかし自分に自信が持てないうちは、それを避さけなければならない。一方的に樹雷に帰き還かんさせた雨木家を恨うらんでいないとは正直言えない。だから思う。瀬戸や美砂樹を自らの未熟さ故ゆえに恨むことをしたくはないと。彼もまた不ぶ器き用ような樹雷の男であった。

「……わかりました」

　残ざん念ねんそうに瀬戸は答えたが、彼女は内ない心しん、兼光の答えが自分の思った通りだったことに満足していた。それでこそ自分の見込んだ少年だと、そう思ったのだ。しかし瀬戸が黙だまって引き下がる筈はずはなかったし、次の策さくも当然用意してある。

「しかし、兼光殿。銀河アカデミーへの留学は、以前より楽になったとはいえ、それでもかなりな額がくが必要となります。その捻ねん出しゆつに何十年とかかることでしょう」

「……それは、覚かく悟ごしております」

「兼光殿。一つ、私と賭かけをしませんか？」

　瀬戸が挑ちよう発はつするような笑みを兼光に向ける。だんだん地が出て来たようだ。

「……賭、でございますか？」

「ええ、そう。ルールは至いたって簡かん単たん。樹雷の国こく費ひ留学で支し給きゆうされる費用の二倍を私のポケットマネーから出します。一年区切りであなたにかかる留学費ひ用ようを前期後期の最低収しゆう得とく単たん位いに必要な試験数で割ります。もしその試験でトップならば全額、二位ならば半額、三位なら更さらにその半額と、一つ順位が落ちる度に半額にしていきます。つまり全ての試験でトップならば一年分の留学費用はチャラ。そしてそれ以外の試験や何らかの賞しようなどにはそれぞれ報ほう奨しよう金きんを出しましょう。何年、何十年、何百年でもいい、あなたは好きなだけ勉学に励はげみなさい。その間、私は一切あなたの行動に口は挟はさみません。あなたがもういいと思った時、相そう殺さいしきれなかった費用は私の所で働いて返していただきます」

　巧たくみな声の抑よく揚ようと表情、そして微び妙みような間ま合あいを駆く使しして相手を自分の調ちよう子しに引き込む。

「……どうですか、兼光殿？　受ける気はある？」

「そのような条じよう件けんでよろしいのですか？」

　瀬戸の出した条件は、兼光にとっては結けつ構こう簡かん単たんそうに思えた。実じつ際さい留学してから、基き礎そ教きよう科かに関しては殆ほとんど毎回トップをとっていた彼に自信がないはずがない。

「でも毎回トップをとるのは至し難なんの業わざ。もしかすると私の所で一いつ生しよう働くことになるかもしれないわよ。自信がないのなら、やめてもかまわないわ。どうする？」

　瀬戸にしてはやんわりとした挑発だ。もっとも先ほどまで、あれほど緊張していた兼光がいつの間にやら興こう奮ふんさえして瀬戸と賭事の相そう談だんをしているのだから、まったく人を自分のペースに巻き込むのがうまい。

「わかりました！　お受けいたします!!」

「では契けい約やく成せい立りつね！」

　瀬戸の差し出した手を、反射的に兼光が握る。

「…………!!」

　握あく手しゆをした所で瀬戸の手を握っていることに気付いた兼光が、真っ赤になって離はなした。

「クスッ、兼光殿、留学はいつからなさいますか？　すぐにでも構かまいませんが、校長殿はどうお考えでしょう？」

「兼光君はどう考えていますか？」

　校長の口調の中には、どこか呆あきれた感じが混まじっている。

「けっ、研けん修しゆう航こう海かいが済すんでからにしたいと思います……」

「そうですね、それがいい。瀬戸さま、いかがです？」

「わかりました、ではそのように手て配はいしておきます。これからその壮行会でもう一度言うこととなりますが、航海中、どうぞご無ぶ事じで。お帰りをお待ちしております」

「どうぞご無事で」

　瀬戸と美砂樹にいたわりの言葉を贈おくられ、兼光の頰は更に赤くなった。それもそのはず、壮行会に出席する学生達は瀬戸達の『どうぞご無事で』という言葉を一番の楽しみにしているのだ。いつもなら数十億の国民に向けて言う言葉を、たった数百人で分かち合えるだけで彼らは興奮する。

　だが今の『どうぞご無事で』は、兼光一人に向けられた言葉であった。

　ここで遙照も兼光にプレゼントを贈ることを思いつく。

「兼光殿達にとっては初はつの長ちよう期き航海なのですね」

「……そうね。ではこれは私から航海の無事を祈いのって」

　さすがに瀬戸はこの習しゆう慣かんを始めた本人だけあって、遙照の一言で察さつしがついたようだ。髪を一ひと房ふさ切ると、瀬戸は兼光へと手渡す。

「あ、あ、あ、ありがとうございます!!」

　あまりの感かん激げきに兼光は涙なみだぐんでいる。

「あら、髪のお守りね。では私も、皆みなさんの航海の無事を祈って」

　そう言いながら、美砂樹は後ろで結ゆわえた髪をつかむ。

　そして。

「…………!!!!!!」

　そこにいた全員が目を見開いた。

　なぜなら、美砂樹はその長い髪の約三分の一の長さをばっさりと切って、髪の毛の束たばを兼光に差し出して微笑んでいたからだ。

　兼光は極きよく度どの緊張と感かん激げきで立ったまま失しつ神しんしていた。




「瀬戸さま。兼光殿のこと、ありがとうございます」

　兼光が夢ゆめ心地ごこちで校長室を出ていった後、遙照は深々と頭を下げて瀬戸に礼を言った。

「才能ある若者は樹雷にとって一番の宝、当とう然ぜんのことです」

　瀬戸が最上級の微笑みを浮かべて遙照を見る。

　しかし。

「兼光君にとって、今日は人生最良の日となるでしょうな。後は瀬戸さまの陰いん謀ぼうに気付かないことを切せつに祈るばかりですよ」

　そう言う校長の口調は、にこやかだが棘とげがあった。

「あら、差し出がましいことをしましたか？」

「いえいえ、滅めつ相そうもございません。ただ銀河アカデミーから兼光君を特とく待たい生せいとして招しよう待たいしたいという打だ診しんを、瀬戸さまが握り潰つぶしたことに彼が気付かねば良い…と、こう申し上げただけですよ」

「えっ!?」

　驚いた遙照が瀬戸を見つめる。

「あら、ばれてたの？　クスクスッ。だって、他に渡したくなかったんですもの。このことは内ない緒しよよ、遙照殿」

　遙照は呆れて声も出ない。特待生ならば全ての費用は銀河アカデミーが出し、しかも学生がその費用を返へん還かんする必要はないのだ。

　父、樹雷皇なら今ここで一言呟いたことだろう……『クソババア』と。

　まあ、冷れい静せいに考えるとこの方が瀬戸らしい。それにこれで兼光が不幸かと言えばそうとも限らない。瀬戸は主君と仰あおぐには多少の性せい癖へきの悪さを除のぞけば樹雷でも最高の人物だし、兼光も尊そん敬けいしている。きっと瀬戸達に振ふり回されて退たい屈くつしている暇ひまなど無くなるだろう。

『まったく、なんて人だ……』

　樹雷には神と悪魔がいる。ある海賊ギルドの総そう帥すいが、ＧＰに保ほ護ごを求めた時に言ったとされる言葉を遙照は思い出した。







　　　アイリ再び







　樹じゆ雷らいで半年間の公こう務むを終えた遙よう照しようは、再び銀ぎん河がアカデミーへと戻もどってきた。

「お帰りなさい。遙照君」

　一年前と同じように、人ひと気けのないエアポートのロビーにいたアイリ・マグマが遙照に向かって大きく手を振ふっている。半年前とまったく変わらないアイリを見た遙照は、初めて銀河アカデミーに来た時のことを思い出しながら挨拶した。

「お久しぶりです、アイリ殿。お元気そうで何よりです」

　恭うやうやしく礼をする遙照が顔を上げると、アイリがムスッとした顔で見つめている。

「……どうなさったんですか？」

　無む言ごんのままアイリは、遙照の頭を叩たたいた。

「痛っ!?　な、なんで殴なぐるんですか？」

「別に、なんでもないわ。それより、船ふな穂ほちゃんは元気？」

　呆ぼう然ぜんとなっている遙照を尻しり目めに、アイリは一人で船の中へと歩き出す。自分の中の怒いかりをストレートに他人に向けるのは相あい変かわらずだ。

『やれやれ、アイリ殿に殴られて……やっと銀河アカデミーへ帰って来たっていう実じつ感かんが湧わくなんて』

　遙照は苦笑しつつも、ズンズンと先へ歩いていくアイリの後を追った。

「キャアァァァァァァッッッッッ!!」

　船穂のブリッジに入った途と端たん、身体からだを震ふるわせながらアイリは歓かん喜きの叫さけび声を上げる。アイリに向かって船穂子犬の大たい群ぐんが突とつ進しんしてきたからだ。

「船穂ちゃ～ん、元気だったぁ？」

　身体全体で歓よろこびを表現しつつ、アイリは子犬の波なみに飛び込んで行く。もみくちゃにされていた彼女は、暫しばらくしてから子犬たちの間から顔を出して言った。

「そうだ、遙照君は色々な手続きがあるんでしょ、早く済すませてらっしゃい」

「アイリ殿は……」

　どうするのかと聞こうとしてやめる。今の光こう景けいを見ていればわかりきったことだ。

「では行って参まいります。船穂、アイリ殿のことよろしく頼たのむよ」

「行ってらっしゃ～～～い」

　アイリと数百匹の子犬が遙照の方を見ているのは結けつ構こう壮そう観かんである。

　遙照がブリッジを離はなれた後、子犬達を見つめながらアイリが嘆たん息そくした。

「……船穂、あなたのお友達は初めて会った時と同じ顔になって帰って来ちゃったわ」

　とても悲かなしそうな声でアイリが呟つぶやく。

　自分も遙照と同じなのだ。アイライ教総そう本ほん山ざん、教主長ガイラ・マグマ氏の長女という立場の重じゆう責せきから、心の底から笑うことのできなかった昔。他宗しゆう派はの人間を恐おそれ、軽けい蔑べつしていた自分。心に枷かせを作り、考え方見方の自由さを失っていたアイリの枠わくを壊こわし、解とき放はなってくれたのが、今いる銀河アカデミーであった。

　だからこそアイリは思う。昔の自分と同じような状じよう態たいである遙照に、ここに来て初めて知った『心から笑う』ということを教えてあげたいと。

　しかし、数年の歳さい月げつが流れても、アイリの想おもいは成じよう就じゆされなかった。

　遙照の心を解ときほぐし（ぶん殴って）どうにかやっと気き取どりのない笑みを見せるようになったと思った矢や先さき、遙照は半年の留りゆう学がくを終えて帰き国こくしてしまうのだ。

　そして、残り半年の樹じゆ雷らいの生活は、遙照から笑いを奪うばっていく。

　留学と休学を繰くり返す遙照を見る度に、アイリは喜びと落らく胆たんを味わうことになる。

　その思いが募つのったのだろう、いつしかアイリは『遙照君を樹雷に行かせてはならない』と思うようになった。

　強く強く、想おもうようになった──。




　遙照が幾いく度ど目めかの留学を終え、樹雷へ帰国してから一か月が過すぎた頃ころ、アイリのもとに通信が入った。送そう信しん先さきのポイントを見てアイリが目を見開く。

　彼女の故こ郷きようであるアイライからの通信であった。

　遙照から買った樹雷の生き糸いと織おりの衣い服ふくを着ていたアイリが、急いで着き替がえてディスプレイの前に立つと、そこに、金と朱しゆで飾かざられた椅い子すに座すわり、アイライ教の聖せい職しよく衣いを着て弱々しく微笑ほほえむ人物が映った。

「元気そうでなによりだ」

「……お父さま!?」

　そう、アイライからの通信は父、ガイラからのものだったのだ。

　父の微び弱じやくな笑みを見て、またお瘦やせになったとアイリは表情を曇くもらせる。だが、すぐに父のいる場所が教きよう主しゆ会かい会かい議ぎ場じようであることに気付いて表情を引き締しめた。

「ご機き嫌げんはいかがですか、お父さま？」

「そこそこと言いたいところだが」

「お身体からだには、十分に気をつけて……」

「アイリ、すまぬ……私は、もう……」

　ガイラが弱々しく呟つぶやき、アイリから目を逸そらす。

　ついに来るべき時が来た。父の言葉を聞いてアイリはそう思った。

　アイリの銀河アカデミーでの教きよう義ぎに反する行こう動どうは、アイライの教主会で問題となっていた。父が彼女のアカデミーにいたいという希望を聞き入れ、アイリのことを庇かばってくれなければ、とっくの昔に故こ国こくに連つれ戻もどされていただろう。だが、そんな父の行動も協主会の意い向こうに押され、限げん界かいに近づきつつあるのだ。

　父の優しさを感じながら、アイリは静かに頭を下げた。

「いえ、良いのです、お父さま。長い間、アイリのわがままをお許しいただいたことを感かん謝しやしております」

「それは殊しゆ勝しような心がけですな。アイリ・マグマ」

　画面が切り替わり現れたのは教主会副長ゴーバ、最さい大だい派は閥ばつを持つ教主会の実じつ質しつ的てきなナンバーワンである。

「教主会の名において、アイリ・マグマの帰国を命めいずる！　猶ゆう予よは二か月とする」

「二か月！　しかしあと半年で高等科の終しゆう了りよう許きよ可かがおります」

　訴うつたえるようにアイリがモニターを見つめる。

　あと五か月すれば遙照が銀河アカデミーに帰ってくる。せめて遙照とはちゃんとお別れをしたいとアイリは願った。

「お願いです。せめてそれまでは……」

「ふん、わがままもいい加か減げんにしたらどうなのだ？　アイライ教主長の息そく女じよたる立場も忘れた振ふる舞まい、これ以上は聖教さまの血ち筋すじといえど許されるものではない！　そうですな…ガイラ・マグマ教主長殿」

　弱者を睨にらみ付けるように、ゴーバはうなだれているガイラを見る。

　視し線せんを外していたガイラは、嘆たん願がんする娘の顔を見て呟く。

「……アイリ、お前の母が私の所に嫁とついで来たのは、お前と同じ歳としだった」

　父の言葉はアイリに縁えん談だんが持ち上がっていることを示すものだった。

　ゴーバに帰国命令を言い渡された瞬しゆん間かんから、どこかでそういった予よ感かんはあった。だが、その驚おどろきよりも、慟どう哭こくにも等ひとしい言葉を言う父の顔を見る方がアイリには辛つらい。

「……私のお相手は？」

「それは結けつ婚こん直ちよく前ぜんまで秘ひ密みつにさせていただきます。しかし良き縁えん談だんであることは間違いありませんよ。アイリ殿もきっとお気に入るはず。それはこのゴーバが保ほ証しよういたします」

　先ほどとは打って変わって、ゴーバは機き嫌げんのいい口く調ちようで言った。
















「承しよう知ち…いたしました」

　二、三、言葉を交かわし、父に微笑んでから通信を切ったアイリは、暫しばらくその場に立ち尽つくす。アイリのような立場の者に結婚の自由はない。アイライを、父を捨すてることができない以上、帰国、そして縁談を受け入れるしかなかった。

　だが、全てを諦あきらめたアイリのたった一つの心残りは、実の弟のように可愛かわいがった遙照のことである。アイリが銀河アカデミーで心の自由を得たように、遙照にも年とし相そう応おうの笑みを与あたえてやりたかった。しかし半年おきの帰国がそれをも奪うばってしまう。

『せめて卒業まで、遙照君が銀河アカデミーにいられたら』

　そんなアイリの願いが叶かなうことはない。遙照の保護者は樹雷皇である。彼女がどう転んでも、話をすることはおろか会うことすらできない。

　そんな悶もん々もんとした日々を送っていたアイリに吉きつ報ぽうがもたらされた。樹雷星……いや、宇宙でもその名を知らぬ者はいない、神かみ木き・瀬せ戸と・樹雷が銀河アカデミーを来らい訪ほうするというニュースが飛び込んできたのだ。

『遙照君に聞いたことがある。瀬戸さまは樹雷皇すら頭の上がらぬ存そん在ざいだと。ならば』

　アイリは早さつ速そく、瀬戸の案あん内ない人にんを希望するが、今のアイライと樹雷の国こつ交こう状じよう態たいは決して良くなく、事じ務む局きよくに何度かけ合っても許可は下りなかった。一学生として銀河アカデミーへ留学してきた遙照とは違い、瀬戸は樹雷の皇族として来訪するのだ。銀河アカデミーが許可しないのは当とう然ぜんの処しよ置ちといえる。

　だからと言って諦めるアイリではなかった。繫つながる糸がどんなに細く短くとも、希望がある内は諦めない。蟻ありの一穴をほじくり返して大穴をぶちあける。銀河アカデミーで習った教えを彼女は忠ちゆう実じつに守っていた。

　つまりそれは、兼かね光みつに被ひ害がいが及およぶということと同どう義ぎ語ごである。

「ヤッホー」

　にこやかに挨あい拶さつをされた兼光は、きびすを返し、さっさと離はなれようとするが、その首根っこをアイリにつかまれてしまった。

「こら、なんで逃げる!!」

「お前の言いたいことがわかるからだ!!」

「だったらそうしてよ」

「いい加か減げんにしろ。瀬戸さまには会えないって何度言ったらわかるんだ!!」

「何度言われようとわからないわよ!!」

「……あのな、だいたい俺はただの闘とう士し、下したっ端ぱもいいとこなんだぞ」

「瀬戸さまの案内をするんでしょ!?」

　どうあろうとアイリは引こうとしない。

「お前な、瀬戸さまは俺の友達じゃないぞ。個人的なことを一言でも話せる立場じゃないんだ！　俺に頼たのむより、お前の親父おやじさんに頼んだ方が、まだ可か能のう性せいは高いんじゃないか」

「そんな無む茶ちや言わないでよ！」

「お前が無茶だ!!」

　絶ぜつ対たいに意い見けんの一いつ致ちをみないふたりの押おし問もん答どうは、兼光の逃とう亡ぼうという形でいつも幕まくを降おろすことになる。

　それから数日後、自じ室しつのモニターで瀬戸来訪を歓かん迎げいする特とく別べつ番組を、アイリはベッドに寝ねそべったまま、力無くぼんやりと眺ながめていた。考え得うる全ての伝つ手てを使ったものの、瀬戸との面めん会かいは許されなかったのだ。

　しかし。

　番組の中で瀬戸の来訪後のスケジュールの発表が行われていた時、一つの可能性に気付き、アイリがベッドから起き上がる。

「そうよ。ここなら……」

　絶対に会える！

　モニターの中で静かに微笑んでいる瀬戸を見つめながら、アイリは確かく信しんした。




　宇宙最大領りよう域いきを持つ樹雷星の皇族の中でも、実力、人気ともにトップクラスに位置する瀬戸の銀河アカデミー来訪は予想以上に盛せい大だいに行われ、またそれにともなって、厳げん戒かい態たい勢せいと言っていいほどの警けい備び網もうが敷しかれていた。瀬戸に対してもそうだが、瀬戸と会おうと画かく策さくしていたアイリへの監かん視しも相そう当とうに厳きびしい。アイリは瀬戸に近づくどころか、遠くから眺めるのも困こん難なんな状じよう況きようにおかれていた。

　しかしそんな中、一か所だけ瀬戸と会う可能性があるとすれば鷲羽わしゆう記き念ねん館かんのある哲てつ学がく科かの施し設せつだけだ。そこを管かん理りしている老哲学士とアイリは仲が良く、プライベートな通路のパスももらっている。行き慣なれたその場所に、監視の目をくぐり抜けてアイリが潜せん入にゆうするのは造ぞう作さもないことであった。

　施設にある展てん示じ会場の見学を瀬戸が終え、テレビ局や広こう報ほう担当がいなくなる時を狙ねらうことに決める。アイリと瀬戸が会ってることが生中継もされたら、それこそ国際問題だ。見学を終えた瀬戸は、哲学士とのプライベートな懇こん談だんを行うことになっている。この時は数名の警備員しか連れてはいないはずだ。

　施設の一角で、遙照から誕たん生じよう日びにもらった生糸織りの（しかも樹雷皇族の正せい装そうとしても使える）衣服に着替えたアイリは、瀬戸達が通るであろう通路へと向かった。

　思惑おもわく通り、瀬戸をガードしていた警備員達は、樹雷の皇族服に身を包つつんでいるアイリに戸と惑まどい、呆ぼう然ぜんと見つめるだけだ。

　アイリとて一国の国家元げん首しゆの娘である。警備員達に有う無むを言わせない雰ふん囲い気きを持っていた。そんな中、唯ゆい一いつおもしろそうな顔をして見つめていたのは、瀬戸の隣となりにいた老哲学士である。

　穏おだやかな表情を崩くずさない瀬戸の前まで歩いてきたアイリは、ゆっくりとひざまずく。

「お初はつにお目にかかります。私、柾まさ木き・遙照・樹雷さまの案内役を務つとめましたアイリ・マグマと申します。このような形でお会いする無ぶ礼れいは重じゆう々じゆう承しよう知ちの上ですが、是ぜ非ひお話し申し上げ……」

　アイリの言葉がここで途と絶だえた。顔を上げて瀬戸の目を見た途と端たん、彼女から発せられた凄すさまじいプレッシャーを受け、金かな縛しばり状態になってしまったのだ。

　穏おだやかな表情を崩さぬまま、瀬戸は優ゆう雅がな立ち振る舞まいでアイリと同じようにひざまずいた。アイリが一方的にそうしたとはいえ、彼女を見下す形で話すのは対たい外がい的てきにまずいと瀬戸が判はん断だんしたのだ。

「アイリ殿。大変残念なことではありますが、現在あなたの国と樹雷は難むずかしい状態にあります。この衆しゆう人じん環かん視しの中、アイライ国家元首のご息女たる方が余あまりにも、軽けい率そつではありませんか？　……遙照殿のこと、樹雷皇共々大変感謝をしております。国交が改かい善ぜんされ正式な席でお会いできるよう願っております。失礼」

　手短に話をすると、立ち上がり哲学士の方を見る。

「ではこちらへ」

　何なに事ごとも無かったかのように、老哲学士は通つう路ろの奥にある部屋へと瀬戸を案内し、呆然と見ていた警備員達もアイリを無む視しして慌てて後を追う。

　残されたアイリは通路でひざをついたまま、ガタガタと身体を震わせていた。瀬戸の目の中に凄まじい恐怖を感じたのだ。やっとのことで立ち上がったアイリは、トボトボと歩き出す。

「う、ううっ……」

　恥はずかしさと悔くやしさで真っ赤になった頰ほほに、涙が筋すじとなって流れた。

　人としての器うつわの違いを見せつけられたことより、これで遙照とは会えなくなったという想おもいが彼女の心を満たしていく。

　流れる涙もそのままに、アイリは施設を後にした。




「さすがは『樹雷の鬼おに姫ひめ』と呼ばれたお方ですな。いやいや、あの名めい物ぶつ娘むすめを軽くいなしたあの眼がん力りき。恐れ入りました」

　部屋に入った途と端たん、老哲学士は少し芝しば居い掛がかった口く調ちようで瀬戸に言った。

「あら、随ずい分ぶん含ふくみのあるお言葉ですこと。彼女、哲学士殿のお気に入りで？」

「ハハハッ。近頃の銀河アカデミーの生徒は面白味に欠けましてな。ああいうことのできる者も少なくなりました。……残念ながら負けてしまいましたがね。まあ、貴女あなたと男の取り合いをするにはまだまだケツが青い…おっと、経けい験けん不ぶ足そくというところですかな」

「クッ、ククク……アハハハハハハ～～～～!!」

　必死に笑いを堪こらえていた瀬戸が、ついに堪えきれなくなって笑いだす。

「やはり哲学士殿にもそう見えましたか。実は私もそう感じて……笑いをこらえるのに必死でしたの」

「ハッハッハ。いや実に残念だ。鷲羽わしゆう先生や凪耶なじや先生がいて下されば、きっと楽しいことになっただろうに……いや、周まわりの人間にとってははた迷めい惑わくかな？」

　言葉とは裏うら腹はらに老哲学士は楽しげな口調で言う。

「哲学士殿はお二方の教え子だったとか。どのような方達だったのですか？」

「いやあ、随分おもちゃにされましたよ。特にね『ちゃん』付けで呼ぶ時が一番危き険けんなんです。たちが悪いのは、ちゃんと意い識しきして呼ぶんですよ。当然、呼ばれた者は必死で逃げようとするんです」

「そこから楽しんでいる、ということですか？」

「ええ、そりゃあもう嬉うれしそうに追いかけて来るんです。捕つかまったら何をされるかわからないので、こちらはそれこそ知力の限りを尽つくして逃げるんですがね、鷲羽先生と凪耶先生ときたらこっちのどんな手もお見通しで、逃とう亡ぼう時間の記録は六時間三一分一二秒だったかな。大たい抵ていは一時間以内に捕まります」

「……気が合いそうだわ」

　阿主沙や遙照に似たようなことをしている瀬戸は、何とも複ふく雑ざつな表情で笑った。

「ハハハ、私もそう思いますよ。あ、そうそう、六時間三一分一二秒の記録、どうやって作られたかおわかりですか？」

「……よほど優ゆう秀しゆうか、さもなくば…そうですわね、こういう場合、意い外がいと『灯とう台だいもと暗し』ということが多いものだけど」

　過か去この経けい験けんからそれらしい答えを瀬戸が探す。

「その通り！　そいつは自室で先生の呼び出しを受けた時、恐きよう怖ふと緊きん張ちようで気き絶ぜつしましてね、そのまま自室でぶっ倒れてたんです」

　瀬戸と老哲学士の笑いが部屋中にこだました。しかし、老哲学士は次し第だいに表情を暗くして、最後にポツリと呟く。

「……凪耶先生は亡くなり、鷲羽先生は行方ゆくえ不ふ明めい。あの方達がいなくなってからの銀河アカデミーは、大きくなり人も増えましたが……寂さびしくなりましたよ」

　そんな老哲学士を見つめる瀬戸の表情も、どこか悲しげである。

　そして、瀬戸は誰に言うでもなく呟いた。

「楽しいことは永遠に続かないものですわね……」







　　　瀬せ戸ととアイリ







　鷲羽わしゆう記き念ねん館かんから自じ室しつに戻もどってきたアイリは、ベッドに突つっ伏ぷしたまま外の景色を眺ながめていた。外はすでにとっぷりと暮くれ、毎夜行われるお祝いわいの喧けん噪そうがそこかしこで繰くり広げられている。だが今はその輪わに入っていく気になれない。

「遙よう照しよう…くん……」

　そう呟つぶやくと同時に、殆ほとんど何も食べてないお腹なかが空腹をしきりに訴うつたえてきた。

「……こういう時でもお腹は空くのね。……ああ、もうやめやめっ!!」

　勢いきおいよく起き上がったアイリは、ペシペシと自分の頰ほほを叩たたく。お腹の虫のＢＧＭを聞きながら黄昏たそがれているなど、当人がどんな乙女チックな悩なやみを抱かかえていようと、他人が見れば間ま抜ぬけ以外の何ものでもない。

　その時、ピンポーンと呼よび鈴りんの音が室内に響ひびいた。

「はい、どなた？」

　誰だれかがお祝いわいへ行こうと誘さそいに来たのだろうと、何気なくドアを開けたアイリは、そこに立っている人物を見て絶ぜつ句くする。

　神かみ木き・瀬せ戸と・樹じゆ雷らいであった。

「こんばんは。入ってもよろしい？」

　呆ぼう然ぜんとしているアイリは、返事することもできない。

「入ってもよろしい？」

　もう一度言われてハッと我われに返ったアイリは、慌あわてて瀬戸を中に入れると、廊ろう下かを見渡して誰かに見られてないか確かめる。

「大だい丈じよう夫ぶよ、誰にも見られてないわ」

　アイリの心配を見み透すかしたように瀬戸が言う。

「瀬戸さま。こんな所を誰かに見られたらどうなさるんです。軽けい率そつではありませんか？」

「あら、あの時の仕し返かえし？　クスクスッ。でも大丈夫！　今、私は銀ぎん河がアカデミー理り事じ達と会食の真まっ最さい中ちゆうだから」

　最初に会った時と同じ穏おだやかな目を瀬戸は向ける。だが、先ほどのようなアイリを圧あつ倒とうしたプレッシャーは微み塵じんも感じられなかった。

『……まさに豹ひよう変へんね』

　アイリも立場上、カリスマを持つといわれる色々な人間を見てきたが、ここまで極きよく端たんにコントロールできる人間は見たことがない。彼女が陰かげで『樹雷の鬼おに姫ひめ』と呼ばれていることは知っていたが、この落らく差さを見た時に初めてその意い味みがわかったような気がした。また、哲学科の施設で会ったときに、からかわれたのだということも……。

「……わざわざこんな所まで、どのような御ご用ようでしょうか？」

　ちょっとムッとした口く調ちようで言ったアイリは、物音が外に漏もれないようシークレットシールドを張はる。

「何か私にお話があったのでしょう？　それとご一いつ緒しよのお食事でも…と思ってね」

　瀬戸は両手に持った二つの大きなバスケットをアイリに見せた。あまりの間の良さに先ほどまでの様よう子すを見透かされた……いや、絶ぜつ対たいに見透かされていると感じたアイリが恥はずかしさで頰ほほを赤らめる。

　なんとか平へい静せいさを取り戻もどしたアイリは、食事の用意をしようと瀬戸がバスケットから取り出した料理が『ナーシス』のものだということに気付いた。

「……瀬戸さま、それは……」

「哲学士殿がお昼をご一緒させて頂いただいた時に連れていって下さったの。貴女あなたの行きつけの場所ですってね」

「瀬戸さまがあそこへ!?」

　驚おどろいてアイリは瀬戸の顔を見つめる。『ナーシス』には悪い言い方だが、公こう式しき訪ほう問もんした樹雷の皇族が行くような場所ではないと思ったからだ。

「とってもおいしかったから、お弁べん当とうにして頂いただいたの」

　食べ物に関したこととなると瀬戸は嬉き々きとなる。

『……おばさん、びっくりしただろうな』

　そう思いながら料理を机つくえの上に並ならべるのを手伝ったアイリは、皿の中に、見み慣なれないものが数点混まざっていることに気付く。

「瀬戸さま、『ナーシス』では見たことのない物が混じってるみたいですが、他で買ってらしたのですか？」

「それ、私が作ったの」

「えっ!?」

　その料理は瀬戸が『ナーシス』の厨ちゆう房ぼうに入り込んで、作ったものだったのだ。

「あの店、オリジナルの面おも白しろいタレや調ちよう味み料りようがあったから、それを使ってみたくって。ベースは樹雷の料理なんだけど味付けは『ナーシス』の物なの」

「瀬戸さま、お料理なんかなさるんですか!?」

「意い外がい？」

「……意外です」

　ちょっと考えたものの、やはりそう答えるしかない。

「アハハハ～～～～～、正直で良いわ!!」

「すみません」

　思わず頰を赤らめるアイリであったが、瀬戸の開けっぴろげな笑いに、思わず自分も噴ふき出して一いつ緒しよになって笑ってしまった。あんなプレッシャーを与えられた後だというのに、そのことをすっかり忘れたように、二人は笑いあう。

　アイリの中にあった、瀬戸への警けい戒かい心しんは一いつ気きに氷ひよう解かいした。この行動もまた、瀬戸の瀬戸たる所以ゆえんであろう。

　瀬戸に促うながされて、彼女の作った料理を口にした途と端たん、アイリは思わず唸うなった。

「……おいしい。凄すごいわ、本当においしい」

『ナーシス』のタレを使っているので慣なれた味ではあったが、樹雷風という別の要よう素そが嫌いやみ無なく加えられていて、目先の変わった感じが新しん鮮せんだ。

「良かった。気に入ってもらえて」

「……それにしても、いきなりよく厨ちゆう房ぼうに入れてもらえましたね。あそこの女将おかみさんは厳きびしい人で、実じつ際さいに食べて自分の納なつ得とくした人でないと一いつ切さい厨房に入れないし、触さわらせもしないっていうのに……これだけの腕うでなら納得はできますけど」

「自分で選えらんだ食材を持っていったの。それを見せたら入れて下さったわ」

　さも何でもなさそうに瀬戸が言う。

「たったそれだけで？」

「ええ、それで十分なの」

　何のことかわからず、不ふ思し議ぎそうにしているアイリを見て瀬戸が微笑ほほえむ。

「アイリ殿はお料理は？」

「えっ？　……いえ、私はどちらかというと食べるの専門で……」

「味み覚かくは鋭するどいって伺うかがったわ。女将さんにしかわからないお店の味の、毎日の微び妙みような差を貴女はわかるって。興味があるならいろいろ教えてあげたいっておっしゃってたわよ」

「……他のバイトがなければ、教えて頂きたいんですけど」

「ちょっと無む理りをしても覚えておいたら？　おいしい料理を作れればどこでも生きていけるわよ」

「そうですね、そうしようかな」

「……でもいいわね。うちの娘は、最さい低てい限げんできるように仕し込こんだけれど、基き本ほん的てきにお腹がいっぱいになればいいって方だし。船ふな穂ほ殿は良い生徒過すぎて、もう教えることがないし……。阿あ重え霞かちゃんは不思議と料理に関しては不ぶ器き用ようで、お裁さい縫ほうの方が好きみたいだし」

「は、はあ……」

「でも次の孫が女の子だったら、いろいろ仕込もうかって思ってるの」

　たわいない会話を続けながら、二人は並べられた料理を全て平らげた。

「ご馳ち走そうさまでした。とてもおいしかったです」

「お粗そ末まつさま。では食後のデザートでもいかが？」

　そう言うと、瀬戸はバスケットから直ちよつ径けい五〇センチもあるケーキを取り出す。

「……あれだけ食べて、この上それですか？」

　先ほどの料理もかなりな量があった。しかも空くう腹ふくだったアイリが限げん界かいまで食べたにもかかわらず、全体の七割以上を瀬戸は平らげたのだ。

「あら、甘いものは入るところが別っていうでしょ？」

「……私は、これ以上は……」

「そう？　ではお茶はいかが？　水み鏡かがみの居きよ住じゆう区くで作った特とく別べつ製せいよ。お水もそこで精せい製せいしたものを持ってきたの」

　瀬戸のこの提てい案あんはアイリも喜んで受け入れた。皇おう家けの樹の精製した水で入れたお茶はもの凄すごくおいしいことを、遙照と船穂のブリッジで飲んで知ってるからだ。

「……ふう…」

　おいしいお茶を飲んで人ひと心地ごこちついたアイリは、大きなケーキを嬉うれしそうに切り分けて本当においしそうに食べている瀬戸を見た。

「少しくらいは入るんじゃない？」

　アイリの思いを察さつしてか、お皿に一切れ切り分けて勧すすめる。

「じゃあ、ちょっとだけ。いただきます」

　これも瀬戸の手作りだというケーキは、やはりおいしかった。フルーツや木の実をふんだんに使ったケーキはその素そ材ざいとなっている果か実じつの味のみで、砂さ糖とうは使ってないのだと瀬戸が説せつ明めいする。

「樹雷は銀河でも植物の種類が一番多い星だから、果実や木の実も凄すさまじい種類があるの。だからこのケーキも使う果実の組み合わせ次し第だいでまったく違った味がそれこそ数え切れない位作れるのよ」

　瀬戸の言葉に感かん心しんしたようにうんうんと頷うなずくアイリは、すっかり瀬戸のペースにはまってしまった。しかし瀬戸の作り出した食の快かい感かんに酔よいしれているアイリにはそれに気付く冷れい静せいさはなく、瀬戸に話があることを思い出したのは、ケーキの最後の一切れを食べ、お茶を飲み干ほした後であった。

「ああ、おいしかった。本当にご馳走さまでした。私こんなにゆっくり食事をするのって、遙照君の……あっ！」

「お茶、もう一杯いかが？」

「あっ、いただきます……って、ああ～～っ！　違う～～～～っ!!　こんなにほのぼのしてる場合じゃない～～～～～っ!!」

「クスクスッ。地が出て来たわね」

　大声を出して立ち上がったアイリを楽しげに見つめていた瀬戸が言う。

「…………!!」

　アイリが瀬戸を睨にらみ付ける……が、その勢いも、にこやかな瀬戸の表情を見たらすぐにそがれてしまった。

「遙照殿は、銀河アカデミーから帰ってくると、本当に別人みたいに子供らしい顔になっているって」

「えっ？」

「樹雷ではこんなに緊きん張ちようを強しいているのかって、遙照殿の母君である船穂殿が悲しげに言うのよ」

「遙照君のお母さまが？」

　遙照の母、船穂が樹雷星で難しい立場にいることはアイリも知っていた。そして遙照がそんな母をどれほど大切にしているかということも……。

「船穂殿は、あなたに感かん謝しやなさっているわ」

　瀬戸の言葉に首を振って、アイリが呟く。

「わ、私は、彼が樹雷から戻ってくると、年とし相そう応おうでない厳きびしい表情をしていることがショックでした。やっと少年らしい顔になったと思っても、樹雷に戻るとまた元に戻ってしまう……だから私、瀬戸さまに遙照君をずっと銀河アカデミーにいさせていただけるようにいうつもりでした。せめて……」

「せめて、なあに？」

「せめて彼が、もう少し大きくなるまで。子供らしい思い出を、作ってあげたかった」

「遙照殿のことを、愛している？」

「…………!!」

　瀬戸の言葉は唐とう突とつでしかも衝しよう撃げき的てきだった。アイリ自身気付いていない……いや、無む意い識しきに気付かないようにしていたことだからだ。

　瀬戸の視し線せんを感じて、アイリの目が宙ちゆうを泳ぐ。

　なんて答えたらいいかわからない。

　答えがわかっているが、口にしたくない。

　黙だまったまま自分を見つめているだろう瀬戸が、憎にくくさえ思う。

『こんなことを。こんなことを聞くなんて……』

　震ふるえる唇くちびるをギュッと嚙かみしめる。

　様々な言い訳がアイリの頭に浮かんでは消える。しかし、どんな噓うそをついても瀬戸に看かん破ぱされてしまいそうな気がした。

「……それは、気付いてはいけないことだわ」

　やっとのことでそれだけ言うと、アイリの中で『何か』が弾はじけ、堰せきを切ったように瀬戸に叫さけぶ。

「……ひどいわ、なぜ遙照君のことを愛しているかなんてお聞きになるんです!?　私がそれに気付いたとしてもどうしようもないことは、瀬戸さまもご存ぞんじのはず。なら黙っていて下されば、気付くことも無い……一か月後には、アイライに帰ってお終しまいだったのに、なぜ今いま頃ごろになって気付かせるんです!?」

　はぁはぁと肩かたで息をするアイリを静かに見守っていた瀬戸が口を開いた。

「帰き国こくして、ご結けつ婚こんなさるのでしょう？」

　アイリの目が見開かれる。

「そこまでご存じなのに、なぜです!?」

「柾まさ木き家けは、いつも樹雷の犠ぎ牲せいになる。そして難むずかしい恋をするわ」

「えっ？」

　アイリが思わず引いてしまうほど、瀬戸の表情は悲しみに歪ゆがんでいた。

「遙照殿のおばあさまもそのお兄さま、彼のお父さまもそしてそれ以前の方々も……樹雷は、柾木家の犠牲の上になり立っている」

「それは、聞いたことがあります。だから柾木家は四皇家の中で一番勢せい力りよくが弱いって」

「クスッ、でもそれは間違いなの」

「どういう…ことですか？」

「柾木家の者達は、樹雷を選んではくれないの。私達を愛してはくれない。だから他の家は彼らを強く憎み、そして強く愛する。……私は遙照殿のお父さまを愛しているわ」

「樹雷皇を!?　でも……」

　瀬戸に夫がいるんじゃ……そう、言おうとしたアイリだったが、口にすることははばかられた。瀬戸の真しん剣けんな目を見れば、言えるものではない。

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに瀬戸が微笑ほほえむ。

「もちろん夫のことは愛している。……でも、ある意味では夫よりずっと阿あ主ず沙さちゃんのことを愛しているの。阿主沙ちゃんを樹雷に連れてこようとしたあの時から、ずっと見て……育てて。阿主沙ちゃんが愛するものは私も愛いとおしい。阿主沙ちゃんを傷つけるものは許さない。たとえそれが、神であっても……」

　ドクン。アイリの身体からだが痺しびれた。

　まるで触さわれるのでは、と思えるほど強きよう烈れつな瀬戸の『想おもい』が溢あふれている。

「遙照殿のこと、本当の子供のように思っている。だから貴女に会わせたくない。……でも、会わせてあげたい。その結けつ果か、阿あ麻ま芽めちゃん、彼のおばあさまのように故こ郷きようを捨すてることになっても構かまわない。遙照ちゃんがそう決めたのなら」

「故郷を捨てる……？」

　問い返してアイリは気付く。

『遙照と二人で故郷を捨て一いつ緒しよになる？　そんな……』

　遙照が愛すべき母のいる樹雷を捨てることなどできるはずがない。自分が父のいるアイライを捨てられないように。

「……そんなこと、できるはずが……ないわ」

「そうね、私もそうして欲しくない。遙照殿は私の孫まごの婚こん約やく者しやだから」

「瀬戸さまが、何をおっしゃりたいのかわからない。ただ単に私を混こん乱らんさせようとしているみたい……」

「アイリ殿、あなたの婚こん姻いんのお相手が誰だれなのか教えて欲しいの」

　アイリの問いを無む視しするかのように瀬戸が呟つぶやく。

「……それは、聞かされてません」

「知っているはずよ、あなたはケイラ・マグマ殿から聞いているはず」

「…………!!」

　アイリにとって瀬戸との会話は驚きの連れん続ぞくだった。

　アイライには大抵の宗しゆう教きようがそうであるようにやはり聖せい職しよく者しやには男女の関かかわりを禁きん止しする教えがある。ケイラはアイライ尼に僧そうの教きよう主しゆ長ちようで、ゴーバと並ならぶ権けん力りよく者しやである。アイリは正式には尼僧院の所しよ属ぞくで、たとえゴーバやガイラ教主長であろうと尼僧教主長であるケイラの許きよ可かがなければ婚こん姻いんを結ばせることはできない。だから教主会が婚姻相手を内ない密みつにしようとしてもケイラにだけはそれを伝えなければならないのだ。しかも尼僧部は、強きよう硬こう派はの多い男僧部とは違いはるかに穏おん健けんであった。

「お相手が誰かは大体見けん当とうがついてる。でも確かく認にんがとりたいの」

　この言葉を言うのに瀬戸がどれだけ悩なやんだかアイリにはわからない。

　そして、この言葉……いや、瀬戸との出会いが自分の運命を大きく揺ゆるがせることになることも。

「なぜ、そんなことをお聞きになりたいんです？」

「なぜ、教主会はそこまでして隠かくそうとするのかしら？　かなりお話は進められているのでしょう？　普ふ通つう、あなたのような方の婚姻ならば、もっと前から発表があってもおかしくないはず」

　瀬戸の言葉は、アイリも感じていた疑ぎ問もんだった。

「教主会にどのような意い図とがあろうと、それを他国の方にお話しすることは……」

　そう言いながらもアイリは、教主会に不ふ審しんを抱いだいている自分がいることに気付く。瀬戸に拒きよ否ひの姿し勢せいをとってはみたものの、それが本当によいことなのかどうか、今の彼女にはわからなくなっている。それほどまでにアイリは混こん迷めいしているのだ。

　アイリの様子を察さつして、瀬戸が話を続けた。

「アイライが他国以上に樹雷への布ふ教きよう活かつ動どうに熱心だったのはアイリ殿もご存ぞんじね。そして樹雷では宗教は完全にフリーだということも」

「しかし、アイライは……いいえ、その他のどの宗教も樹雷ではほとんど布教されることはありません。樹雷には『皇家の樹』という神がいるから」

「樹雷創そう始しの頃ころは多くの宗教があったわ。うちは凄すごい数の多た民みん族ぞく国こつ家かだから。でも長い年月のうちに各おの々おのの神は『皇家の樹』となった。でもそれぞれの宗教的風ふう習しゆうは残ってるし、それぞれの神さまの呼び方も残っている。ただそれらが全て『皇家の樹』を指すものになったのだけれどね」

　アイリは、瀬戸の言げん動どうから、アイライが『皇家の樹』の始し祖そである津つ名な魅みを欲ほしがっていることを知っていると確かく信しんする。

　瀬戸は視し線せんを向けたアイリに頷うなずいて。

「だから『皇家の樹』を欲しがっている国は多いわ。フフッ、もっとも大抵は軍ぐん事じ目的だけどね」

　軍事目的という言葉があまりにもアイリの知っている船穂とはイメージが合わないため、思わず吹ふき出してしまった。

「フフッ、あの子達はあまり戦いが好きじゃないわ。それに私達もできればあの子達に戦いをさせたくない。でも第一世代の『船穂』一いつ隻せきでその気になれば一つの国を滅ほろぼすことができるわ」

「そんな、まさか!?」

「各世代の力の差から逆ぎやく算さんすると、津つ名な魅みはとてつもない力を持っている。この宇宙そのものすら消し去ることもわけないことなの。まさに、神ね」

「樹雷はそんな力を持って、何をしようというのですか？」

『皇家の樹』に恐怖を覚えたアイリの問いに、瀬戸は肩をすくめてみせた。

「何もしないわ。『皇家の樹』は私達の友達であって、家け来らいじゃないもの」

「遙照君から初代樹雷皇は、津名魅と友達になったと伺いました」

「そうよ。その指ゆび輪わを持っているのなら、知っているでしょう？　あの子達がどういう存在なのか」

「……はい」

　瀬戸の言葉を聞いて、そして船穂子犬たちのことを思い出して、先ほどまでアイリが感じていた『皇家の樹』の力に対する恐怖は噓うそのように消える。その人がどんなに危き険けんな武ぶ器きを持っていようと、それを絶ぜつ対たいに人に向けないとわかっていれば恐怖など感じない。

「でも……」

　冷ややかな声で否ひ定ていの接せつ続ぞく語ごを瀬戸が言う。

「もし力づくで言うことを聞かせようとする相手に、『皇家の樹』はどうするでしょうね？」

「そ、それは……」

「アイリ殿だったら、そういう相手にはどういう態たい度どをとるかしら？」

　瀬戸の言葉に、アイリは愕がく然ぜんとなる。

『……気付くべきだった。宇宙すら破は壊かいできる力。津名魅さまにとって、一国を潰つぶすなど造ぞう作さもないこと』

　瞬しゆん間かん、故郷の星が破は壊かいされるイメージが脳のう裏りをよぎり、震ふるえたアイリは、なぜ、瀬戸がこんな話を持ち出したのかを理り解かいした。

「もしかして、それが私の結婚と関係があるのですか？」

　アイリの問いに瀬戸が小さく頷うなずく。

「雨あま木き華か船せんはご存じね？　孤児だった彼を雨木家の養子として迎え入れたのは天木家なの。彼の本当の両親のことは結けつ局きよく、今もわからないまま。でもアイリ殿の婚礼が終わって、少しすれば恐らく彼の両親の行方ゆくえがわかるはずよ」

「私の結婚相手は……」

「ルフィン家のことはご存じ？」

　アイリが目を見開く。まさか、その名前が出てくるとは思わなかった。そして、そんなアイリの様子を見た瀬戸は、自分の推すい論ろんが当たっていることを確かく信しんする。

「……華船は皇家天木家の三女との婚姻が内ない定ていしてるわ。そうなれば、マグマ家と天木家は縁えん戚せき関係ね」

　アイリにこれ以上の説明は不ふ用ようだった。恐らくマグマ家と天木家の縁戚関係が成立すれば、樹雷でのアイライ教の布教活動に皇家天木家の支し援えんが加わる。そしてもし天木家から樹雷皇が出たと仮か定ていすれば……。

『樹雷では外の人間との婚姻はかなり厳しい条件がある。でも一族内の婚姻についてはなんら規き制せいはないという盲もう点てんを突いたのでしょうね』

　対外的な裏付けがとれればあとは内部、一族内の問題だ。華船の婚礼を潰すのは造作もない。だがアイリの問題は、瀬戸ではどうしようもなかった。

　事実を知ったアイリは、今日、何度目かの涙で頰を濡ぬらし、そして呟く。

「……本当、馬ば鹿かな人達。ううん、可哀かわい想そうなのね。アイライという大きな檻おりに閉とじ込められていることに気付かない。神すら物としか見られない……」

　力で神を、津名魅を手に入れようとする教主会の愚おろかさが哀あわれだった。

　だがその教主会がアイライの行ゆく末すえを決める。アイリは頭のいい娘だ。このあとの自分の行く末も想そう像ぞうできるだろう。瀬戸が華船の婚姻を潰せば、同時にアイリの婚姻も意味をなさない。教主会にとってアイリの婚姻にこそ価か値ちがある。アイリがただの権力者の娘ならばそのまま用よう済ずみで捨てられるだけだ。しかし彼女は聖せい教きよう主しゆと呼ばれた血ち筋すじの者、婚姻が潰れたのならば、アイリに残されるのは父と同じ傀かい儡らいの道だけである。

　アイリが鷲羽わしゆう記き念ねん館かんで瀬戸と接せつ触しよくをしたのは、教主会にも知られているだろう。もちろんこの会かい談だんは知られることは無いとしても、情報の漏ろう洩えい元もとがアイリだという疑うたがいは持たれるはずだ。監かん禁きんされ、必ひつ要ような時だけ用意された芝しば居いを打つ道どう化けか、あるいはもっと違う目的に使われるか……とにかくあまり愉ゆ快かいなことにはなりはしない。

「半月後、休学手続きをとりに遙照殿が銀河アカデミーに来ることになってます」

　アイリをじっと見つめたままの瀬戸の目は『何か』を訴うつたえかけていた。

　そう、それは瀬戸がくれた最後のチャンスだ。

　二人で銀河アカデミーに亡ぼう命めい届とどけを出し、『皇家の樹』を銀河アカデミーの大地に根付かせれば樹雷もアイライも手は出せない。

　しかし、遙照もアイリもそれぞれの国に捨てられないものがある。

「最後の、お別れはできるわけですね」

　アイリが寂さびしそうに微笑ほほえむ。

「昔、一度だけあなたのお父さまにお会いしたことがあります。あなたのお父さまは、貴女が思う以上にお強い方ですよ」

「えっ!?」

「随ずい分ぶん長なが居いをしてしまいました。そろそろお暇いとまいたします」

　立ち上がってドアまで歩いた瀬戸が、振ふり向く。

「全てはあなたが決めることです。あ、そうそう、今からでも『ナーシス』で料理を習っておくことをお勧すすめしますわ、アイリ殿」

　いつもの穏おだやかな微笑みを見せて、瀬戸はアイリの部屋を後にした。

　瀬戸の姿が見えなくなった途と端たん、身体からだの力が抜き取られたようになって、アイリはベッドに倒れ込む。

　そして、泣いた。




　半月後、遙照が銀河アカデミーに来らい訪ほうしたのは新緑の季節だった。

　人気のないエアポートのロビーにいたアイリ・マグマが遙照に向かって大きく手を振っている。

「お帰り。遙照君」

　いつものように遙照に話しかけるアイリ。

「お久しぶりです、アイリ殿」

　遙照もいつも通りだ。そして二人でいつものように船穂のブリッジへ向かう。

「元気だった？　船穂ちゃん」

　アイリの問いに一いつ斉せいに船穂子犬が駆かけ寄よってくる。

「アハハハハ～～～～～!!」

　むせ返るような若々しい緑の草いきれと光、そして船穂子犬の大だい乱らん舞ぶの中、アイリの笑い声がこだました。

「こら、船穂！　アイリ殿も落ち着いて」

　アイリの笑い声に船穂子犬達が狂くるったように反はん応のうする。アイリのテンションが上がれば、船穂子犬の数も増ふえ、更さらに騒さわぎがエスカレートしていく。

　その様子を見て、いつものように嘆たん息そくする遙照であった。

「まったく、いつもこうだから……」

「あっ、何だこいつ、一人ですました顔して！　やっちゃえ船穂!!」

　アイリと数百、いや一〇〇〇匹近くに増えた船穂子犬が遙照に飛びかかり所構かまわず舐なめまくるわくすぐるわ。逃げ出す遙照を追っかけ回した挙あげ句く、全員堀ほりの中に落ちてしまった。

「やれやれ……」

　服を着替えて深いため息をついた遙照を見たアイリが、ムッとした表情を向ける。

「あっ、ため息なんか吐はきやがって。やっちゃえ、船穂……」
















「ちょっと待って下さい!!」

　慌あわててアイリを止めようとする遙照であったが、わずかに遅おそかった。アイリ共々船穂子犬の波に飲み込まれる。

「……っと、その前にお昼にしましょ。お腹なか空すいた」

　アイリの言葉にピタッと船穂子犬達が動きを止めた。

「ね、遙照君？」

「えっ？　……あ、はい。では居住区へ」

　船穂子犬達の間から抜け出した遙照は、アイリに引ひっ張ぱられるようにして居住区に下りて行く。

「ねえ、今日は私の部屋で食べましょう」

　アイリの家は居住区の中央にある巨きよ大だい樹じゆの根本に建てられていた。木の根本は小さな湖となっていて、アイリの家はその五メートル位上に位置している。遙照がアイリを怒らせてはよくそこへ叩たたき込まれたのも懐なつかしい思い出となろうとしていた。

　部屋に入ったアイリは食事を作ると言いだし、厨房に入っていく。遙照は彼女の料理の腕うで前まえを知ってはいたので多少眉まゆをひそめたりもしたが、できあがった料理はレパートリーこそ少ないものの、はっきり言ってとてもおいしかった。だが、それ以上に遙照が驚いたのは、料理の味がアイリとよく行った『ナーシス』に酷こく似じしており、また微かすかに樹雷の香りがしたことである。アイリは半月ながら必死で『ナーシス』の女将さんから、料理の手ほどきを受けていたのだ。

　食事が終わった後も、アイリの必ひつ殺さつ技わざ（？）『やっちゃえ船穂』は計七回発はつ動どうした。

　逃げる遙照、追うアイリと船穂子犬達。広い居住区に遙照とアイリの笑い声が船穂子犬の鳴なき声に負けないくらい響ひびいていた。

「やっちゃえ船穂！」

「ちょっと待って下さい、落ち着いて!!」

　互たがいに国を捨てることなどできないとわかっていた。だからせめて一番大好きな場所でできるだけ共に過すごそうと思った。

　いつしか空は真っ赤に染まっていた。

　夕日の見える丘の上で、まるで絨じゆう毯たんのようにびっしりと転がっている船穂子犬達に囲かこまれ、遙照とアイリは寄より添そいながら夕日を見ている。

　夕日が地平線に沈しずむまで、お互たがいに一言も言葉を交かわさなかった。

　最初に泣き始めたのはアイリの方だった。遙照の肩かたに頭を置き、歯はを食いしばって声を押し殺すように嗚お咽えつをくり返す。

　遙照も黙だまってアイリの頭に顔を埋うずめる。

　もう言葉はいらなかった。言葉がなくても意い志しが肌の温ぬくもりを通して伝わってくる。

　離れたくない。別れが辛つらい。けど、一緒にいられない理り由ゆうがある。

　でも、でも……。

　でも、どうしても伝えたいことがある。

　言葉にして伝えなくてはいけないことがある。

　涙で濡ぬれた顔を上げたアイリが遙照を見つめる。

　震える唇から『想い』が漏もれてゆく。

「……い…してる……愛してる……遙照」

　そのまま遙照の顔に頰ずりをする。

　まるで親愛の情じようを示しめす猫ねこのように……。

　遙照もアイリの動きに合わせ、そして次し第だいに二人の唇くちびるが近付く。

　気を利きかせたのだろう、いつしか船穂子犬は一匹もいなくなっていた。




　夜の静せい寂じやくの中、二人の吐と息いきと草くさ擦ずれの音だけが聞こえていた。




　アイリがアイライ星へ帰き郷きようしたその日、樹雷本星で雨木華船の身元が瀬戸の手によって発表された。その結けつ果か、舟参の三女との婚姻は破は棄きとなり、またアイライ星で発表されたアイリの婚姻相手は瀬戸の目もく論ろ見み通りルフィン家の者ではなく、ゴーバであることも判はん明めい、協主会の企くわだては、瀬戸によって失しつ敗ぱいに終わった。

　だがその直ちよく後ごに、アイライ星は元げん首しゆ息女の婚姻前の宗教儀式と称しようして、政せい治じ中ちゆう枢すうを都市衛えい星せいに移し、数年間の限げん定てい付きで鎖さ国こく状じよう態たいに入ってしまう。諸しよ外がい国こくの惑わく星せいは、アイライ内部の様子が全くわからなくなってしまった。

　もちろん、樹雷星にいる遙照も、アイリの消しよう息そくすらわからなくなった。瀬戸はそれについて何も語ってはくれない。今すぐ会いに行きたい衝しよう動どうに駆かられつつも、その行動がどういう結果を招まねくかわからない遙照ではなかった。

　想いだけが空から回まわりしていく。

　遙照とアイリ、今は決して交まじわることのない想いだけが──。




　そして、五年の歳さい月げつが流れた。







　　　魎りよう呼こ襲しゆう来らい







　その日、樹じゆ雷らい星せいの上空に戦せん闘とうによる爆ばく発はつが幾いくつも起こっていた。

　単たん一いつ国こつ家かとして銀ぎん河が最大の戦力を誇ほこる樹雷本星での戦せん闘とう行こう為いは、二〇〇〇年近く行われていない。樹雷側に油ゆ断だんがあったとしても、驚きよう愕がくに値あたいする事件であった。

　非ひ常じよう警けい戒かいを知らせる警けい報ほうが鳴なり響ひびく皇おう宮きゆうの作戦司し令れい室しつでは、突とつ然ぜん来らい襲しゆうした敵の確かく認にん作さ業ぎようが慌あわただしく行われている。

　オペレーターである闘とう士しがディスプレイに映し出されたデータを見つめながら、信じられないといった声で報ほう告こくした。

『じゅ、樹雷の絶ぜつ対たい防ぼう衛えい圏けんが突とつ破ぱされました。あと数十秒後には地表に到とう達たつするものと思われます』

「皇の居おられない時に、一体どこの艦かん隊たいだ!?」

　その時、各モニターに凄すさまじいノイズが入った。

「どうした、やられたのか!?」

「旗き艦かんは健けん在ざいです！　恐おそらく敵艦隊通つう過か時じのエネルギー圧による時じ空くう歪わい曲きよくが原げん因いんかと」

　オペレーターの答えが終わると同時に通信が回かい復ふくする。

『凄まじいエネルギー反はん応のうが……え、そんな馬ば鹿かな!!』

　一いつ瞬しゆん、我が目を疑うたがったオペレーターであったが、それが現実であることを何度も確認して司令官に振ふり返った。

『し、侵しん入にゆうしてきたのは、一いつ隻せきだけです！』

「なんだと！　第一、第二世代の樹雷の船が出払っている時を狙ねらわれたとはいえ、たった一隻で絶対防衛圏を突破したというのか。そんなことが……」

　司令室にいる全員が戦せん慄りつした。樹雷の第三世代の船でも戦闘の条じよう件けん次し第だいでは一隻で数千隻の艦隊を殲せん滅めつさせるだけの力を持っているのに、たった一隻で乗り込んで来るなど無む謀ぼうというより自じ殺さつ願がん望ぼうがあるとしか思えない。しかし今げんにその一隻で樹雷へ戦闘を仕し掛かけた船が存在している。樹雷絶対防衛圏を突破し、近づいてきているのだ。

「そんな…バカな」

　信じられないといった表情で司令官が呟つぶやく。だがそれは否ひ定ていしようのない現実であった。

　空から光の柱はしらが見えた次の瞬しゆん間かん、凄まじい轟ごう音おんと共に地表数百メートルの空中に停てい止しする黒いクリスタルの船が見えた。そして次の瞬間、凄まじい衝しよう撃げきが天てん樹じゆを揺ゆらした。

「クッ！　無む制せい限げん突とつ入にゆうか!!」

『艦種確かく認にん、魎りよう皇おう鬼きです!!』

「魎皇鬼!?　『黒い破は壊かい』と呼ばれているあの魎皇鬼か！」

　驚愕する司令官が叫んだ。

　最高評ひよう議ぎ会かい以外の者は、この魎皇鬼が武む者しや修しゆ行ぎよう中ちゆうの現樹雷皇、阿あ主ず沙さの霧きり封とと互ご角かくの戦いをしたことを知らない。が、それでも宇宙海賊魎皇鬼の名は銀河中に知られるほどであった。

「みゃおおぉぉぉん」

　船から動物の鳴き声が聞こえると同時に、迎げい撃げきに出た三個中隊が第四世代の船一隻と共に立て続けに火球に変わる。

「第四世代を一撃だと!?」

　もう信じないわけにはいかない。樹雷を脅おびやかす力を持った敵が目の前に現れたのだ！

　降こう臨りんした黒い破壊魔が樹雷の空を真っ赤に染めた。




　魎皇鬼の樹雷星襲撃時、樹雷皇以下主おもだった皇族はそれぞれに外がい遊ゆうの旅に出で払はらっており、皇家の第一、第二世代の船はその公用に使われ本星から離はなれていた。

　そんな中、遙照はいち早く外遊の旅を終え樹雷への帰き途とについている途と中ちゆうであった。

「樹雷本星が襲おそわれてる!?」

「はい、侵入者は宇宙海かい賊ぞくとして認にん定ていされている船、魎皇鬼一隻です。只ただ今いま本星防衛隊と交こう戦せん中ちゆう。敵の目的は皇宮のある天樹と思われます」

「あと五時間ほどで樹雷に着く。それまでもたせてくれ」

　報告をしていた闘士が短い敬けい礼れいをして通信を切る。すぐさま遙照は自分の船である船ふな穂ほに速そく度どを早めることを命じ、本星へと急いだ。

「しかしたった一機で樹雷に侵入するとは……。艦名は、魎皇鬼か……」

　遙照も噂うわさには聞いたことがあった。ギルドに所しよ属ぞくしないで単体行動する海賊機。その凄まじい破壊力から『黒い破壊』と呼ばれていることを。しかしそれもただの噂でしかないし、そして魎皇鬼の行動パターンから大きな文ぶん明めい圏けんでの活動はあまり行われないため、正確な被ひ害がい状じよう況きようもよくわからないのが実じつ状じようである。

「まぐれか？　……いや、まぐれなどであの樹雷の防衛圏を突破できるはずは無い」

　この時の遙照は知らなかったのだ。魎皇鬼が父の持つ『霧封』の力を凌りよう駕がしたことがあるということを……。

　ただ最近、銀河の各地で重じゆう要ような文ぶん化か財ざいを奪うばい、知ち識しき人じんたちが誘ゆう拐かいされる事件に、ことごとく魎皇鬼が係わっていることは承しよう知ちしていた。敵が天樹を目指していることからも目的が『皇家の樹』であることは容よう易いに想そう像ぞうがつく。

「魎皇鬼か、噂通りか確かめてやる」

　やはり海賊の血が流れているのだろうか、軽い高こう揚よう感かんを覚える遙照であった。




　火柱が上がった。

　沈しずみゆく三隻の第四世代の樹雷船を後しり目めに、魎皇鬼は攻撃を繰くり返しつつあちこち蛇行しながら進んでいた。

　そのブリッジで腕うでを組みながら微笑ほほえんでいる女がいる。赤と黒の戦闘スーツ、逆さか立だてた薄いエメラルドグリーンの髪かみ、金色の瞳に切れ長の目、首筋と両手首にある真しん紅くの宝ほう玉ぎよく──そう、闘たたかいと破は壊かいに酔よいしれて完全にハイになっている魎りよう呼こがそこにいた。

「ふふふ。あはははは!!　さっさとかかって来な。来ないんだったらあたしの方から行くよ！」

　魎皇鬼は、わざと敵艦が集しゆう結けつしている方向へと進しん路ろを向ける。

「なんて奴やつだ。第四世代といっても他の国であれば旗艦級のパワーなんだぞ。それが束たばになっても止められんとは」

　蹂じゆう躙りんと呼ぶに相応ふさわしい魎皇鬼の力に作戦指令室の長官席で唸うなっているのは、外遊中の皇族の留る守すを担たん当とうしている防衛総そう監かん代だい行こうの柾まさ木き闥たつ亜あであった。

「天あま木き家け、舟しゆう参さん殿とはまだ連れん絡らくがとれんのか？」

「はい、呼び出しは続けているのですが、通信妨ぼう害がいされているようで。恐おそれながら、舟参殿が自ら……」

「言うな。それ以上は言ってはならん！」

　悔くやしさに闥亜は歯は嚙がみする。舟参は遙照より一日早く樹雷へ到とう着ちやくする予定だったので、当然遙照より近い空くう域いきにいるはずである。それが居い場ば所しよはおろか連絡すら取れないのだ。

『本星の第一防衛ラインが突破されました!!』

　悲ひ鳴めいにも似たオペレーターの声が司令室に響ひびく。

「……通つう常じようの戦力では足止めはおろか奴の軌き道どうすら変えられんのか」

　今、魎皇鬼はジグザグの蛇だ行こう軌道で進んでいる。しかしそれは遊んでいるのであって樹雷の攻撃によるものでは無いことに闥亜は気付いていた。

『敵、第二防衛ラインに到とう達たつ！』

「……こうなったら」

　隣となりにいる副官に指し揮きを任せ、闥亜はブリッジを後にする。自らの第三世代の船で出しゆつ撃げきしようというのだ。

　今、樹雷にある第三世代の船は全部で五隻、それを前面に押し立て十数隻いる第四世代全隻のバックアップを受ければ、魎皇鬼を樹雷星から宇宙空間へと押し出すことが可か能のうだろうと踏ふんでの出撃であった。

　しかし、指定したポイントに集しゆう結けつした第三世代の樹雷船は三隻のみである。なんと、天木家が所しよ有ゆうする二隻の樹雷船が、天樹の防衛を理り由ゆうに出撃を拒きよ否ひしてきたのだ。

「防衛だと！　馬ば鹿かな、たった二隻で何ができる!?」

　ブリッジでそう叫ぶ闥亜自身、この言葉を言うには抵抗があった。第三世代の皇家の樹が二隻、普通の敵であれば絶対の防衛戦力なのだ。しかし目の前に突きつけられた現実は、彼にその言葉に対する抵抗を失わせて余りあるものがあった。

「たった二隻で何ができると言うのだ。奴に最終防衛ラインに入られたら終わりなのだぞ。おのれ舟参、そこまで柾木家を……!!」

　動かない天木家の樹雷船には、『傍ぼう観かんせよ』との舟参の指令が出ている。この状況下でそんな命令を出す舟参の認にん識しきは明らかに甘かった。しかし今ここでその現実を目まの当あたりにしていない者には仕し方かたのないことと言えよう。

　この惨さん状じようを目の当たりにした者が持つ感情はもう一つある。それは魎皇鬼に対する恐怖だ。舟参に命令されるまでもなく、天樹防衛の任にんに付いている二機の皇族はこの戦いに参さん戦せんしたくはなかった。絶対的と信じていた皇家の船、それが目の前で破壊されれば恐怖を感じて当たり前だった。

　破壊を繰くり返しながら天樹に向かう魎皇鬼を、これ以上進ませるわけにはいかない。

　そう考えた闥亜は他の二隻とともに刺し違える覚かく悟ごで魎皇鬼を迎むかえ撃うつ。第三世代は皇族が乗る船だ。その船の力からして、着ければ恥はじといわれる、戦闘用の金きん属ぞく質しつユニットを換装していた。

「今はそんなことを気にしている時ではない！」

　闥亜は瀬せ戸とからも信しん頼らいされている優ゆう秀しゆうな闘士である。くだらないプライドで相手の力りき量りようを見み誤あやまることなど無かった。即そく座ざに作戦プランを変へん更こうしつつ、闥亜は二隻の船を先行させ魎皇鬼に向かわせる。第一段階の開始だ。

　突とつ如じよ、魎皇鬼の周りに凄すさまじい光の乱らん舞ぶが起こり、一瞬だが魎皇鬼のセンサーが殺され、その動きが止まる。

「……ふん、光こう鷹おう翼よくか」

　神か我が人とから……いや、阿あ主ず沙さの乗る『霧きり封と』との戦いで光鷹翼の存在を知っている魎呼が、魎皇鬼のブリッジで舌打ちした。全ぜん視し界かい型がたのブリッジの左右には、二機の樹雷船の放つ三枚の光鷹翼が瞬またたいている。

「このくらいっ！」

　フルパワーで離り脱だつしようとした瞬間、今までとは桁外れの攻撃圧が魎皇鬼の船体にかかった。残ったもう一機の第三世代と第四世代の集中攻撃である。

　ブリッジにいる闥亜が、僅わずかずつ樹雷星の地表から上空へと押し出されてゆく魎皇鬼を見て、勝利を確かく信しんする。

「よしっ、効きいてる！」

「クックック、なんだその攻撃は？　あの時の船、一隻にすら遠く及およばないね。甘あまいんだよ、その程てい度どでこいつを止めようって考えがさ」

　攻撃で真っ赤に染まった魎皇鬼のブリッジで魎呼がせせら笑った。

　瞬しゆん間かん、闥亜達の乗る船体が歪ゆがむ。

「馬鹿な、なんて力だ！　全船一いつ斉せい射しや撃げき、魎皇鬼に集中させろ!!」

　必ひつ死しに樹雷船が攻撃を繰り返すが、その全てを魎皇鬼が弾はじく。

「この攻撃をこうも簡単に防ふせぐとは……そんなことができるのは……第三世代と第四世代の集中攻撃を防ぐことができるのは、光鷹翼だけだ」

　闥亜が叫んだとほぼ同時に、魎皇鬼を抑おさえ込んでいた二隻の皇家の樹が悲ひ鳴めいを上げ、圧あつ倒とう的てきな力に負けて弾はじかれてしまった。

　腕うで組ぐみをして魎皇鬼のブリッジにいる魎呼が口くち許もとを曲げる。

「これ以上つき合っても時間の無む駄だのようだね。行くぜ、魎皇鬼っ！」

『みゃおおおおぉぉぉぉん!!』

　かん高い魎皇鬼の声が樹雷の空に響く。その瞬間、それに圧倒されたのか、第三世代の三隻の船が、ためらうかのように攻撃を止やめた。

「どうした、なぜ撃うたない!?」

「わかりません。ですが、ユニットは全て正せい常じようですっ！」

「なんだと!?」

　そこまで言って闥亜は理り解かいする。樹の意い志しによって、攻撃を止めたことを。

『そんなことがあってたまるか。そんなことができるのは第三世代より上の皇家の樹を保ほ有ゆうする者だけだ！　そんなはずはないっ!!』

　絶対的な否ひ定ていが闥亜の頭を駆かけ巡めぐった。皇家の樹は、闘士たちにとって神にも等ひとしい存そん在ざいである。樹の力があったからこそ樹雷は最大国家に成なり得えたのだ。

『認みとめん。断だんじて認める訳わけにはいかん!!　そんなことをすればこの国はおしまいだ！』

　皇家の樹より上の存在があり得うる、その事実を認めるわけにはいかなかった。皇家の船は絶対でなければならない。魎皇鬼はどんなことをしても沈めなければならない。たとえ刺し違えようとも。

『ここにいるのは第三世代の船だ。自分が刺し違えればあくまで魎皇鬼は第三世代クラスの力しかない事となる！』

　当主であり主君でもある阿主沙のため、そして祖そ国こくのため。それ以上に自分の信しん念ねんが、狂きよう気きともいえる無む謀ぼうな行動に走らせていた。そして闥亜の悲ひ痛つうな叫びを受けた樹も魎皇鬼へと突っ込んで行く。

　光鷹翼を船の前方に展てん開かいさせ、闥亜の船が魎皇鬼に迫せまる。光鷹翼をぶつければ、魎皇鬼のシールドも破やぶれるはず。そうなれば魎皇鬼の破壊も可能なはずだ。それこそが、この苦く境きようにおける唯ゆい一いつの勝しよう機きである。

　しかしその信念も、魎皇鬼によって無む惨ざんに打ち砕くだかれた。

『みゃおおおおぉぉぉぉん!!』

　再びかん高い声で鳴く魎皇鬼の声を聞いた闥亜の船が、光鷹翼を消してしまったのだ。それと同時に船の制せい御ぎよも効きかなくなり、ブリッジが大きく揺れる。

「闥亜さま、船が保もちません。脱だつ出しゆつを！」

　オペレーターを無む視しして、闥亜が叫ぶ。

「なぜだ。なぜだ。なぜだぁぁっっっっっっっっっっっ!!」

　その問いに答える者はおろか、その言葉すら聞く者はいなかった。

　闥亜の船が炎ほのおに包まれ落下して行く。




　魎皇鬼の攻撃が命中し、天樹が赤く染まる。

　その一角にある柾木家の一室から飛び出してくる少女がいた。濃こい紫むらさきの髪かみを後ろで二つに束たばね、気き品ひんに溢あふれる顔立ちをした少女、柾木・阿あ重え霞か・樹雷である。本来ならば実じつ父ぷである阿主沙達と外遊の旅に出る予定だったが、その直前に『樹選びの儀ぎ式しき』があり、妹の砂さ沙さ美みと共に樹雷に残っていたのだ。樹とパートナーとなることが何よりも優ゆう先せんされるのは、樹によって繁はん栄えいしている国家とすれば当とう然ぜんのことであった。

「一体、防衛隊は何をしているんですの？　こうなったら私が行きます！」

　そう言い放ち廊ろう下かを歩いていく阿重霞を、お付きの者たちが必死に引き留とめる。

「阿重霞さま、お止め下さい」

「今樹雷にいる第二世代の船は私の『龍りゆう皇おう』だけです」

「ですが、阿重霞さまは龍皇との契けい約やくを済すませたばかり。外がい装そうユニットの微び調ちよう整せいも済んではおりません」

「だからと言って、このままみすみすあの不ふ届とどき者をほおっておいては、お父さまやお兄さまに申し訳が立ちません!!」

　現在、龍皇はコアユニットに外装の取り付けが終わったばかりで、処しよ女じよ航こう海かいすら行っていない。それでも阿重霞は、皆みなが引き留めるのも聞かず、強ごう引いんに船を発進させた。

　天樹の一角から飛び立つ龍皇を魎皇鬼のモニターで察さつ知ちした魎呼は、ドックの入り口を破は壊かいして上じよう昇しようしてくるその船が、今まで戦ってきた船とは違うことを感じていた。

「へえ、今までとは桁けた違ちがいのエネルギー反はん応のうじゃないか。ちっとは楽しめそうだね」

　とはいえ、魎皇鬼と魎呼の戦い方は変わらない。邪じや魔まするものは全て蹴け散ちらす。ただ、それだけだ。

　魎皇鬼から放たれたエネルギー弾だんを、阿重霞の龍皇が光鷹翼を展開して弾く。その間にも反はん撃げきを試こころみる龍皇であったが、攻撃は魎皇鬼から大きく逸それて虚こ空くうに消えた。今の阿重霞には樹との同どう調ちようを手助けするキーもなければ、船も艤ぎ装そうが終しゆう了りようしたばかりである。しかもユニットと外装とのシンクロ調ちよう整せいすらできていないため、龍皇は皇家の樹のパワーを完全に持てあましていた。

『これしきのことで！』

　舌打ちしながら阿重霞は戦いを続けるものの、次第に防戦一方の展開になるのは仕方がない。それでも龍皇が撃げき沈ちんしないのは、第二世代の持つ光鷹翼の力と、そして魎皇鬼（魎呼）が阿重霞をわざといたぶっていたからだ。

「ほらほら、さっきの威い勢せいはどうした!?」

　余よ裕ゆうの魎呼ではあったが、明らかに龍皇の攻撃の質しつは今までの船の比ひではない。油ゆ断だんすればやられる可能性があることを感じていた。

　魎皇鬼から無数のエネルギー弾が発はつ射しやされ、龍皇に迫せまる。その攻撃を全て光鷹翼で弾いたものの、その一発が天樹の枝の一角にある阿重霞のお気に入りの庭園を直ちよく撃げきした。

「私のお気に入りの庭園を！　許しませんことよ、この海かい賊ぞくめが!!」

「へえ、あんたのお気に入り？　ははっ」

　魎呼は、わざとその庭園に攻撃を集中させる。庭園にあった草花や木々が一いつ瞬しゆんにして炭たん化かした。

「や、やめなさい。そこはお兄さまとの……やめてぇっっっ！」

　兄、遙照と共に何度その庭園で遊んだことか。その思い出の場所が無む惨ざんに破壊され、阿重霞は目に涙を溜ためながら、龍皇に全力攻撃を指し示じする。光鷹翼を防ぼう御ぎよではなく攻撃に転てん化かさせる技わざを使うつもりなのだ。龍皇を守るようにして展開していた光鷹翼が一か所に収しゆう縮しゆくし、狙ねらいを魎皇鬼に定さだめる。

『くたばりなさい！』

　阿重霞が叫んだ瞬間、ユニットのパワーコントロールがオーバーロードを起こした。エネルギーの負ふ荷かに耐たえきれなくなった外装が暴走を始め、エネルギー弾を周囲に放ほう射しやしていく。

　シャワーのように辺りに降ふり注そそいだ龍皇のエネルギー弾は炎を巻き上げ、そしてその一発が阿重霞のお気に入りの庭園を枝の根本から破は壊かいした！

「そ、そんなぁぁっっ!?」

　グラリと傾かしいだ庭園が、阿重霞の悲鳴と共に落らつ下かして行く。天樹の枝とは言え、数キロメートルという規き模ぼであるそれが落ちて行く様さまはまさに圧あつ巻かんである。僅わずかにかすったエネルギー弾が第三世代の集中攻撃でも微び動どうだにしなかった魎皇鬼の機き体たいを激はげしく振しん動どうさせた。

「ああ怖こわい怖い、さすが海賊国家のお姫さま。切れると凄すごいわ。後は頼たのんだよ、魎皇鬼」

　苦笑しながらその様子を見ていた魎呼は、龍皇の攻撃によって破壊された天樹の一角から内部に侵入した。だが、さすがは樹雷の闘士である。魎呼の侵入を察知した一〇人の闘士達が、すぐさま彼女に向かって駆かけ寄よってきた。

「……な、なんと!?」

　信じがたい光景を見た闘士達の足が止まる。

　魎呼の背はい後ごには半はん透とう明めいの不ぶ気き味みな存在──四つの赤い瞳ひとみと鋭えい利りな牙きばと爪つめを持つ物ものの怪けがいた。

　まさに魎呼。

　その名の通り、魎呼は魑ち魅み魍もう魎りようを呼びだす能力があった。だがこの魑魅魍魎達は意い識しき的てきに呼びだした物ではなく、戦いに興奮した魎呼に引きずられて現れたものであった。




　外の喧けん噪そうとは無む縁えんのように静かな皇家の樹の間へと続く扉とびらがある。しかし時とき折おり響く爆発の振動が外での戦闘の激しさを物語っていた。

「うわぁ」

　外の騒さわぎを意いにも介かいさず、好こう奇き心しんに満ちた目で巨大な扉とびらを見上げているのは、三歳になったばかりの砂沙美である。先日、姉である阿重霞がこの扉の中に入ったのを見送った砂沙美は、自分も入りたいとだだをこねたが、周まわりの大人達に拒きよ否ひされていた。だから魎皇鬼の攻撃に困惑する乳う母ばの麻ま真まの目を盗んで、この扉の前にやってきたのである。

　砂沙美がゆっくりと扉に手をかけると、とても子供の力では開けられないような扉が簡単に開いていく。その様さまは、まるで砂沙美を誘さそうかのようであった。

　中に入った砂沙美は、無数に交こう錯さする道と至いたる所で葉を茂らせている皇家の樹を見て、感嘆の声を上げる。さらに木々からは、蛍ほたるのように躍おどる光が溢あふれ、樹が優しくメロディを奏かなで始めた。

　その幻げん想そう的てきな光景に心を奪うばわれた砂沙美は、周りを見渡しながら奥へと歩き、知らないままに転てん送そうポートの扉を抜ける。そう、砂沙美は樹に認められなければ通ることのできない、第二世代の樹の集つどう場所へ転送されたのだ。砂沙美は楽しそうに、一つ一つの樹に丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしながら奥へと進んで行くのであった。

　一いつ方ぽう、天樹の外では第三世代二隻で光鷹翼を張はり、魎皇鬼の攻撃を避さけていた天木家の船の一隻が、暴ぼう走そうを続ける龍皇の攻撃に巻き込まれていた。損そん害がいは軽けい微びであったが、乱みだれた集中のために光鷹翼が消えてしまう。魎皇鬼がその隙すきを逃さず攻撃を仕し掛かけ、エネルギー弾だんに貫つらぬかれた一隻は天樹の側そく壁へきに接せつ触しよくして大だい爆ばく発はつを起こした。

　この時、運命が大きく動く。

「あっ！」

　今までよりも一いつ層そう大きな振しん動どうが天樹を揺るがせた時、砂沙美が通路から足を滑すべらせ、底の見えぬ奈な落らくへと落ちて行ったのだ。

　一瞬の出で来き事ごとである。

　悲鳴と共に砂沙美は漆しつ黒こくの闇やみに消えた。




『阿重霞さま、攻撃をお止やめ下さい。これでは天樹も持ちません!!』

　龍皇のブリッジが大きく振しん動どうし、床ゆかに倒れ込んでいた阿重霞は、モニターに映った闥たつ亜あの姿すがたを見て、安あん堵どと困こん惑わくが入り交まじった表情を向けた。船は轟ごう沈ちんしたが、皇家の樹の力で守られたコアユニットと闥亜たちクルーは無ぶ事じだったのだ。

「闥亜小お父じさま、止まらない！　外がい装そうユニットが暴走して……」

『外装爆ばく破は解かい除じよ！　急いで!!』

　闥亜に言われるがままに、阿重霞は龍皇の外装の強きよう制せい排はい除じよを試こころみた。しかしオーバーロードを起こしていた外装がエネルギーのやり場を失って爆ばく発はつしてしまう。至し近きん距きよ離りでの爆発のため、龍皇本体の目がくらまされてしまい、しかもその爆煙に紛まぎれた魎皇鬼に接せつ近きんを許してしまった。

　モニターいっぱいに映る魎皇鬼を見て、阿重霞が戦せん慄りつする。

　光鷹翼の展開も間に合わない！

「……きゃああぁっっっ、お兄さまぁ──っ!!」

　魎皇鬼が攻撃をかけようとした瞬間、その船体が大きく弾かれた。わずかに遅おくれて凄まじい轟ごう音おんが辺りに轟とどろく。

　雲を切り裂さくようにして突入してきたのは、遙照の乗る船ふな穂ほであった。無制限で樹雷に突入してきた衝撃波を光鷹翼で収しゆう束そくし、魎皇鬼にぶつけたのだ。

「遙照お兄さま!?」

『阿重霞、下がっていろ！』

　声だけで一方的に阿重霞に言うと、遙照は牽けん制せいのため、エネルギー弾だんを魎皇鬼に向けて放つ。避さけられるのはわかっていたが、少しでも天樹から遠ざけることはできた。

　ついで、遙照の元に闥亜からの通信が入る。

『遙照さま、天樹に侵しん入にゆう者しやです！』

『こいつは囮おとりか。いま行く！』

　再会の喜びも、悔かい恨こんも、全て今は後回しだ。樹雷星始まって以来の事件を収しゆう拾しゆうすること、それが遙照のやらなければならないことであった。

　しかし、船穂から天樹に転送しようとしても、それに気付いた魎皇鬼が転送ポイントに攻撃を仕し掛かけてくることは明めい白はくである。仕方なく遙照は船穂を魎皇鬼から遠ざけ、魎呼が侵入した反対側の場所から中に入った。

「頼むぞ、船穂！」

　ブリッジから消える瞬間、遙照が叫ぶ。船穂は後を追ってきた魎皇鬼に船首を向け、エネルギー弾を発はつ射しやした。

　主のいない二隻の船の戦いが天樹を震ふるわせる。

　その様を見つめていた闥亜は安堵のため息をもらす。樹雷でも最高の戦闘能力を持つ第一世代の船、船穂が駆けつけたのだ。その思いは龍皇の中にいた阿重霞も同じである。ただし、彼女にとっては船穂ではなく、愛しき兄、遙照が来てくれたことに対してであった。あの逞たくましき兄が海賊などに負けるはずがない。絶対にない。

　阿重霞は心の底から遙照の勝利を確信していた。




　天樹に侵入した魎呼は、闘士たちを次々と打ち倒して、目的の『物』がある皇家の樹の間の前に到とう達たつしようとしていた。

「そこが入り口か!!」

　エネルギー弾だんを数発放つ。だが、皇家の樹の間の扉には傷一つ付かない。

「なら、これならどうだい！」

　エネルギー量を増やして魎呼が攻撃しようとした瞬間、彼女の左右の手首と喉のどにある三つの宝玉が光った。

「ウギャアアアアァァァッッッ!!」

　今まで味わったことのない苦く痛つうが身体中を襲う。神か我が人との命めいを無む視しして行動した時に受けた罰ばつでもこれほどの苦痛はない。

『なんだ。なんなんだ、これはっ!?』

　喉をかきむしりながら激げき痛つうに耐たえる魎呼が扉を睨にらむ。

　その扉の向こう、皇家の樹の間の最さい深しん部ぶでは、通路から落下した砂沙美が入れるはずのない異い空くう間かんの漆しつ黒こくの闇やみの中で横たわっていた。明らかに即そく死しとわかる砂沙美の身体から流れていく血の一いつ滴てきが、清らかな水みな面もに落ちる。その水面の中央には小さな樹があった。第一世代でも第二世代の樹でもない。皇家の樹の始し祖そである、津つ名な魅みの樹がそこにあった。

「ナニヲ…シテイル……ツナミ」

　砂沙美の血が水面に落ちた瞬間、激痛のため半分意い識しきのなくなった魎呼が呟く。

「トモダチトノ…ヤクソクヲマモルノ」

　死んでいるはずの砂沙美の口が微かに動いた次の瞬間、彼女の体は光の粒となって津名魅に吞み込まれていき、穏やかだった水面が激しく渦を巻き始める。砂沙美と津名魅、ふたつの心が同化し、渦の中で新たな体が再構築されていく。津名魅の作り出している亜空間は今まさに母親の子宮内部と化していた。

　完全にトランス状じよう態たいに入った魎呼が、本人の意志とは関係なく言葉を紡つむぐ。

「……マタアイマショウ…ツナミ」

　そう言って意い識しきを失った魎呼の後ろには遙照が立っていた。

「お前が魎呼だな。私は樹雷皇太子、遙照。ここはお前の来て良いところではない！　即そつ刻こく立ち去れ、さもなくば……」

　一いち応おうの警けい告こくを発しそれに魎呼が応おうじないと判はん断だんするや剣で切りかかる。だが魎呼は無意識のままその攻撃を避けた。魎呼の動きが不自然なことに気付いた遙照が一瞬だけ攻撃の手を緩めた隙に、目を閉じたままの魎呼がゆっくり手を上げ攻撃体制に入る。

「……しまった！」

　エネルギー弾が廊下に溢あふれ、凄まじい爆発が遙照を襲う。だが、その攻撃で天樹の外まで吹ふき飛ばされたのは魎呼の方であった。

　天樹から落下しながら、ようやく魎呼が目を覚さます。

「……何だ？　何をしている……あたしは？」

『モウツナミユニットハテニハイラナイ』

「……何だって？」

　心の中で何かが魎呼に語りかけてきた。樹雷皇、阿主沙と戦った時に見た人影が津名魅であることを教えた魎呼の中にいる誰か……いや、その表現は適てき切せつではない。それは魎呼の心の中というより、魎呼に埋うめ込まれている三つの宝玉から発せられたものであった。

　魎呼は時々この三つの宝玉に何らかの意志を感じることがあるのだ。

『モウココデワタシノデキルコトハナニモナイ』

「……どういうことだ？」

『…………』

「くそ、魎皇鬼っ!!」

　閃せん光こうと爆ばく音おんがやみ、傷一つ負っていない自分に気付いた遙照が穴の出口まで来ると、魎呼を回かい収しゆうした魎皇鬼が空に向け上じよう昇しようしていく所であった。

「素す早ばやいな、しかし……」

　すぐさま遙照が船穂を呼んだ時、龍皇から降りた阿重霞が走り込んでくる。

「遙照お兄さま！」

「魎呼を捕とらえに行く」

　遙照と阿重霞が直じかに交かわした最後の会話だった。

　穴から宙へと身を翻ひるがえした遙照を船穂がブリッジへ転送する。離り脱だつした魎皇鬼を船穂にサーチさせながら、遙照は司令部に戻った闥亜との回かい線せんを開いた。

「闥亜殿、樹雷皇から受けた外交の命は、樹雷領りよう域いきに入った二七、一一、二八の一三八時点をもって完了しました」

「……何を言われます。まさか、それはなりません。それはっ！」

「樹雷第一皇子である私が、第一世代『船穂』をもって命令します」

「お願いでございます、それ以上は！」

　悲ひ痛つうな声で懇こん願がんする闥亜を無視して遙照は言った。

「樹雷皇の命の終了時をもって樹雷星での指揮権代行を、私、遙照に帰き与よすることを命じます」

　その言葉は、魎呼が樹雷に侵入してからの一切の事件の責任が、遙照にあるという意味であった。

　一方的に通信を切った遙照は、大たい気き圏けんを突とつ破ぱして再び宇宙へと躍おどり出る。

　闥亜は魎呼の一件の責せめを自分一人が受ければ解かい決けつすると思っているだろうが、たとえ彼が死のうと（実じつ際さい彼ならそうするだろう）舟参は、柾木家への責せき任にん追つい及きゆうを止やめはしない。

　現在の柾木家の当主は父、阿主沙が樹雷皇になった時点で母の船穂になっている。それを舟参が見み逃のがすはずはない。しかしその責任が次期樹雷皇第一候補の遙照にあるのであれば、その矛ほこ先さきを遙照だけに向けさせることは可能である。もっとも十数万年の寿じゆ命みようを持つ人間にとってたった数十年しか歳としの離れていない子供の跡あと継つぎ問題など余あまり意味をなさないが、あの異い常じようなまでの執しゆう着ちやく心しんの舟参にとって一人でも樹雷皇候補が脱だつ落らくすることはそれだけで快かい感かんなのだろう。

　とはいえ首しゆ尾びよく魎呼を捕らえるなり倒すなりしたところで問題の解かい決けつになる訳わけではない。それだけ樹雷にとってたった一隻の、しかも只ただの海賊に樹雷本星への侵入を許したという事実は屈くつ辱じよく的てきなことであるのだ。

『まあ、これで私が魎呼と刺さし違えにでもなれば、舟参殿はさぞ浮かれポンチになって、私の国こく葬そうを天あま木き家け全ぜん額がく負ふ担たんで大々的にやってくれるだろう………刺し違え、か』

　この場合、遙照が魎呼と共倒れになるのがあるいは一番良い解決法なのかもしれない……。

「私がいなくなれば………それにしても……。フフ、ハハハ……」

　これから死ぬかも知れない戦いをするのに、笑いがこみあげてくる。

　怖こわいからではない。楽しいのだ。

　何かから解かい放ほうされる、そんな予感がする。

『……解放？　私は何を考えている？　死にたいのか……』

　思えば今まで母、船穂のために樹雷に束そく縛ばくされ続けてきた。しかし今、母のために樹雷から解放される。

　今までの日々が苦痛だった訳では無いが、阿重霞……幼い彼女が私に向けたあの目、言い古された形けい容ようだが『恋に恋した』そんな目、激しい情熱ではなく庇ひ護ごを求める目が遙照には辛つらい。今でも彼女自身気付いてはいないが、その目は子供の頃ころから少しも変わっていないのだ。阿重霞から結婚の言葉が出るたびに遙照は痛いた々いたしくて胸が一いつ杯ぱいになる。小さく頷うなずくだけが精せい一いつ杯ぱいだった。

「……可哀かわい想そうな阿重霞」

　アイリが遙照に言った言葉を、今は遙照が口にする。

　美み砂さ樹きへの想いをアイリは癒いやしてくれた。しかしアイリへの想いを阿重霞が癒やすことはおそらくできない。どんなに愛しく思っても遙照にとって阿重霞は妹なのだ。そして皮ひ肉にくなことに阿重霞自らがそうしているのである。

　感かん慨がいに耽ふけっていた遙照に、霧きり封とからの通信が入った。阿主沙からである。

『遙照！』

「父上」

　無表情のままで阿主沙は遙照を見つめた。それは、遙照が行ったことを全て承しよう知ちしているということだ。

『報ほう告こくは受けた。侵入者、見み事ごと討うち取ってくるがいい』

　遙照は深々と頭を下げて、樹雷皇の命を受じゆ諾だくした。

「宇宙海賊、魎呼の首、必ず！」




　本星にいる闥亜から船穂に送られてきた戦闘データには、魎呼についての恐るべき事じ実じつが隠かくされていた。

　当とう初しよ、樹雷のメイン・コンピュータは魎皇鬼の中に三つのエナジーの固まりを感かん知ちしており、それがエネルギー炉ろと思われていた。しかし天樹近くに来た時、魎皇鬼内にあったはずのエネルギー炉がなくなっていた……というより、魎皇鬼から離れて移い動どうしていたのだ。そしてその移動しているエネルギー炉こそ魎呼だったのである。魎呼の両りよう腕うでと首の位置に通つう常じようでは考えられない程ほどのエネルギー圧が発はつ生せいしていた。

　信じがたい事実に遙照が眉まゆをひそめる。

『そんな物が、第一世代の船すら圧倒する力の源みなもとだというのか？』

　魎呼がどんな人間にしろ、一個人でもてるエネルギー量のケタが違いすぎる。

　見ると船穂がサーチしている魎皇鬼は、銀河から外宇宙へ進路をとっている。

　そこで、遙照は思し案あんする。

『……そういえば、ここから比ひ較かく的てき近い場所に、レアメタルの大たい量りように含ふくまれた小しよう惑わく星せい群ぐんと、それを樹雷に強きよう制せいワープさせる巨大な超空間の転てん送そう装そう置ちがあったはずだ。第三世代の船をエネルギー源にしているが、代わりにこの第一世代のものを使えばもっと遠くへ転送できるはず。しかもそれだけのエネルギーを使えば転送装置は爆発し転送先の特とく定ていはまず不可能になる……』

　我われながら妙みよう案あんだと遙照は思った。これなら、樹雷から自分がどこへ向かったのか知られることはない。魎呼と共に特定できないどこかにジャンプする、そして魎呼を倒して自分は行方不明のまま。これが一番良い解決法だと、この時の遙照は考えていた。

　樹雷から逃げ出す理由を見つけたのだ。

　その計画は遙照をわくわくさせた。

　転送先は、母の生まれた星、地球にした。皇宮のある天樹には母の故郷を模もした庭園がある。そこで幼おさない頃ころから聞かされた母の故郷の話。

　その星を見る、その星に行くというだけで遙照の胸は高たか鳴なった。

　魎呼との戦いも気にならないほどに──。




「津名魅ユニットの奪だつ取しゆに失敗、か。どういう顔するかな神我人の奴やつ」

　真しん実じつを報告するだけ……そう魎呼は思った。奴がどう思おうと関係はない。後は奴が考えればいい。

　あたしは奴の道具なのだから。道具に感かん情じようは必要ない。

　神我人は魎呼を精せい巧こうな道具として、命令を遂つい行こうするために必要なことだけをレクチャーした。しかし社会に接せつ触しよくしていれば色々な情報が入ってくる。いつしかただの道具であった魎呼に僅かながら自じ我がが生まれた。またそれと同時に感情も芽め生ばえた。

　最初、魎呼は人を殺すことに何の後ろめたさも感じなかった。だからといって無む意い味みな殺しをする訳ではない。人の命を絶たつことを快かい感かんと感じる感情もなかったし、何より目的の遂行とは無関係の行こう為いは非ひ効こう率りつ的てきと考える神我人に戒いましめられていたからだ。

　いつしか魎呼は神我人の命令を心待ちにするようになっていた。それは彼女の感情と自我の芽生えである。彼女は人の感情の揺らぎを欲ほつしていたのだ。そういった意味では、その頃の彼女が自分の行動を阻はばもうとする者に一番冷れい酷こくな時期であった。しかしいつしかそれも止やめた。怒り、憎にくしみ、恐れ、彼女に向けられる感情が決まっていたからだ。

『飽あきちまった。皆みな同じ顔しかしない……』

　神我人は、この頃になると命令を実行する限り、彼女の行動について言げん及きゆうすることはなくなっていた。

　奴にとって自分の感情すら研究対たい象しようなのではないかと、魎呼は思う。

　ただし、命令を拒きよ否ひすることだけは許されなかったが。

『そんなことするだけ無む駄だだ。あたしゃ面めん倒どうなのは嫌きらいだ』

　操あやつり人形の糸が自分に絡からみ付いているのが見える。

　実じつ際さい、神我人の命令を受け続けることが、芽生え始めた彼女の感情を醒さめたものにし、成長を妨さまたげていたのだ。

　しかし魎呼の心は感情を欲していた。

　無感動な者は感動や快かい楽らくを求め、あらゆる術すべを試こころみる。薬の類たぐいは彼女には効きかない。体内に入った瞬間分ぶん解かいされてしまうし、何よりそんな人間の放つ腐ふ臭しゆうが嫌きらいだった。

　食しよく欲よく──味み覚かく音おん痴ちのため挫ざ折せつする。腹はら一いつ杯ぱいになればいい。酒は気に入ったアルコールを強制分解しなければ、ちゃんと酔よえた。

　性せい欲よく──色々やったが海賊家か業ぎようで有名になると相手が逃げる。またうまく隠かくしても彼女の目を見ると何故か萎なえる者が多く、そのうち面めん倒どうになった。視し覚かくや聴ちよう覚かくそれに触しよつ覚かくで脳のうに直ちよく接せつ刺し激げきを与える方法は、脳に何らかのプロテクトがかかっていて何も感じない。そのためセックスもさほどの快感は得られなかった。自じ慰いもそうだ。それよりも破壊の方が何倍も快感を得られた。しかも物を破壊するだけだと、それに関わる者、守る者、逃げる者、やじ馬、皆表情が豊かだ。彼女が身の危険を感じることや実じつ際さいに危険にさらされることなどない。魎呼にとっては殺し合いですら一方的で、遊びとなんら変わらないのだ。ならば面白い方がいい。

　魎呼は樹雷で怒りを向きだしにしてきた阿重霞を思い出す。

「あのお嬢じようちゃんは、結構笑わせてくれたな……」

　久々に口くち許もとが緩ゆるむ。

　いつしかそれが声になり、魎呼は大声で笑っていた。




　魎皇鬼につかず離れず包ほう囲いする樹雷艦隊に牽けん制せい攻撃を加えながら、魎呼が舌した打うちする。

「何かたくらんでるな。魎皇鬼、半径一〇〇光年の星せい図ずといままでのあいつの航こう路ろを見せてくれ」

「みゃあ」

　魎皇鬼の返事と共に映し出された星図を見た魎呼は、遙照が樹雷艦隊を使って何ど処こかに誘ゆう導どうしようとしていることに気付く。しかも誘導先のポイントには巨大な転送システムまであった。

「なるほどね」

　納得したものの、魎呼が遙照の誘いに乗ったのは、数十年前、現樹雷皇の船、霧封と互角に戦うという今までにない経験が起き因いんしていた。あの戦いが面白かったからだ。そして今自分を追いかけて来ている遙照の乗る船穂も同じ力を有している。転送装置に誘い込んで一いつ騎き打うちを求めているのならば、魎呼としても好こう都つ合ごうであった。

　魎皇鬼の速度を落として待っていた魎呼は、チャンネルをオープンにして船穂に呼びかける。すぐさまモニターに遙照の姿が浮かび上がった。

「よう、あたしを何処に連れてってくれるんだい、皇子さま？」

「……君に私の母の故郷を見せたくてね。……ハハハ、まるでプロポーズだな、こりゃ」

「余裕じゃないか、皇子さま。いいだろう。その申し出、受けてやるよ」

　どこか自分の目と似ている……なぜだかわからないがそう思った魎呼は、少し腹を立てた。今すぐにでも自分の目の前から消したいとさえ思った。

　魎呼は魎皇鬼に命じて、作さ動どうしている転送装置に飛び込む。

　その後に続くようにして転送装置に入った船穂は、その瞬間、小さなかけらを引ひっ搔かけたような衝撃を受けた。

　それが魎呼の突とつ入にゆうポッドであることに、遙照は気付いてない。

　そして。

　二つの超ちよう弩ど級きゆうエネルギー質しつ量りようを持つ船の圧あつ力りよくを受けた転送装置は爆発を起こし、二隻の船は遥か彼方へとその姿を消した。

　超空間の航行は一瞬である。

　まさに瞬きをする間もないほどの時間で、船穂は通つう常じよう空間に出る。目の前に大きな輪わを持つ惑星を見た遙照は、星図を見てそこが地球のある太陽系であることを確かく認にんした。

「魎皇鬼は何処だ？」

　転送の時空変動でロストした敵艦の位置確認を行う。

「変わったブリッジなんだな？」

　不ふ意いに後ろから声がして振り返った遙照は、そこに魎呼が立っているのを見た。

　いや、もういない。俊しゆん敏びんなる動きで踏ふみ込んだ魎呼が、エネルギーの塊かたまりでできた光こう剣けんを遙照目がけて振り下ろす！

　間かん一いつ髪ぱつで遙照が攻撃を避けると同時に、船穂が魎呼のいる空間をねじ曲げて居住区に放り出した。

　第一世代の船は、その中に巨大な居住区を亜空間内に固定している。本来ならば外からの攻撃を防ふせぐものであるのだが、今はその逆になった。

　マスターキーを握りしめて居住区へ転送した遙照は、光剣を構えている魎呼と対峙する。

「器き用ような真ま似ねをしてくれる」

「ここなら、心おきなく戦える。できれば、地球を見てからにしたかったが！」

　遙照の握っているマスターキーからも光剣が伸び、二つの光が交錯した。

　パワーは魎呼の方が桁けた違ちがいに上だが、力任せに粉ふん砕さいするだけの技はあまりにも稚ち拙せつである。我が流りゆうの魎呼に対し、遙照の剣けん技ぎは長い年月に渡り磨みがき上げられてきたものだ。

　しかし遙照が魎呼の攻撃を避けて懐ふところに潜もぐり込んでも、彼の持っているマスターキーの力だけでは魎呼のガードに弾かれてしまう。

　結果的に遙照は魎呼の力に押される形となった。

　己おのれの身体の残ざん像ぞうを囮おとりに死し角かくから近付く遙照であったが、全方位に攻撃してくる魎呼に少しずつダメージが蓄ちく積せきされていく。第一世代の樹雷船以上の力を内ない包ほうした魎呼の放つエネルギー弾は、たとえ全方位という非ひ効こう率りつ的てきな攻撃といえど船穂のバックアップがなければ遙照を瞬時に消しよう滅めつさせるほどの力があった。

「へっ！　そんな攻撃じゃ、私にかすり傷一つ付けらんないぜ!!」

　口ではそう言っているものの、魎呼は遙照の動きをほとんど把は握あくできていない。そのため全方位への攻撃を行うしかなかったのだ。

「そのようだな」

　そう言った遙照の前方に、光り輝かかやく三枚の羽が出現して魎呼の攻撃を弾く。

「光鷹翼!?」

　現樹雷皇、阿主沙とは船同士の戦いしかしていなかったので、魎呼は個人にまで光鷹翼が使えるとは思ってなかった。

　全方位攻撃が通用しなければ、遙照の動きを見切れない魎呼に勝ち目はない。

『やばいっ!!』

　慌あわてて上空へと逃れようとするが、そう思ったときすでに遙照は魎呼の背はい後ごにいた。

　遙照は光鷹翼を剣の刃やいばに変え、魎呼の右腕の宝玉を切る。皇家の樹のバックアップを受けられる者のみが使え、また達たつ人じんたる技量を持つ遙照ならではの奥おう技ぎであった。

「まず、一つ！」

　遙照がそう言うと同時に、魎呼の宝玉がマスターキーの剣の柄つかに封ふう印いんされる。

「ああぁっっっっっ！」

　雄お叫たけびを上げながら、バランスを崩くずした魎呼が倒れ込む。宝玉の一つを失い、残る二つが暴ぼう走そう状態になってしまった。遙照が光鷹翼を使っていたため、居住区の維い持じ力りよくが弱まっていた船穂は、魎呼の宝玉から流れ出す力の奔ほん流りゆうを受けた。

　亜空間に亀裂が生じていく。

「まずい、このままでは」

　暴走状態の魎呼からもう一方の宝玉を遙照が奪う。

　しかし逆にそのことが魎呼の力のバランスを回かい復ふくさせてしまった。

「クッ」

　魎呼は撤てつ退たいしながらも、残る一個の宝玉のエネルギー弾を力任せに遙照に放つ。

　光鷹翼を剣から盾たてに咄とつ嗟さに切り替かえる遙照だが、僅かに防ぎきれなかった余よ剰じようエネルギーをその身に受けてしまった。

　魎呼が転送されるまで、なんとかマスターキーを構えていたものの、遙照はついに耐たえきれなくなって膝ひざを崩す。

　瞬時に、辺あたりの景色が船穂のブリッジに変わる。

「すまない、船穂。光鷹翼を返す。魎皇鬼が来る…ぞ……!!」

　遙照の言った通り、モニターに映し出された魎皇鬼から火線が走った。魎呼から二つの宝玉を奪ったせいか、魎皇鬼の攻撃力は衰おとろえていないものの防ぼう御ぎよ力りよくは明らかに衰えていた。そして魎皇鬼と対峙したときに起こる、僅かな反応の遅れも今は見られなかった。

　船穂は光鷹翼を展開させ、魎皇鬼に傷を負わせていく。

「よし！　いけるぞ」

　そう考えた時であった。船穂の船体に激しい振動が起こる。魎皇鬼の攻撃の直撃を受けたのだ。

「直撃!?　光鷹翼は張はってあるはず」

　慌ててモニターで確認するが、光鷹翼は確かに三枚展開されている。しかし次の瞬間再び直撃を受けた。

「そんな…ばかな!!」

　魎皇鬼の攻撃が、光鷹翼を透とう過かしているのだ。そうあの時…遙照の父、阿主沙と霧封が魎皇鬼と戦ったときと同じ現象が起こっているのだ。

　ノーガードで戦い続ける双そう方ほうの船の被ひ害がいは、通常航行に支し障しようを来すまでに広がっていた。

　どのくらいの時間、戦いを続けていたのか。激げき痛つうに耐えていた遙照は、月と呼ばれている衛星の陰から現れた惑星を見た。

「あれが……地球か！」

　母の生まれた星。青い水の惑星。

　地球の美しさにしばし見とれていた遙照は、船穂からの呼びかけで我われに返る。

　モニターいっぱいに映る魎皇鬼が見えた。

『特とつ攻こうかっ！』

　そう考えた瞬間、凄まじい衝撃が船穂のブリッジを襲った。

　重傷を負った魎皇鬼は、生体宇宙船であったためなのか、遙照が誘ゆう導どうするまでもなく本ほん能のう的てきに水のある場所、地球に下りていく。半なかば体当たり的なことまでして、遙照は小さな島国に魎皇鬼を誘導する。すでに船穂の外装は破壊され、その原形を留とどめていなかった。

「みゃぎゃおおおおぉぉぉぉぉ～～～～～～んっ!!」

　クリスタルを真っ赤に光らせ、魎皇鬼は凄まじい叫び声を上げながら夜の空を飛び、耐たえきれなくなって地上に落下する。しかし船穂のユニットも大きな損傷を受け、不ふ時じ着ちやくを余よ儀ぎなくされた。

『ここまでか……』

　不時着の衝撃に破は損そんした船穂のコアユニットが耐えられる保証はない。

『しかし、母の。母の星で死ねるのなら……』

　そう思って目を閉じた遙照の姿が消える。

　船穂が最後の力を振ふり絞しぼって、自分と遙照を転移させたのだ。




『……遙照…くん、遙照くん………』

　どこからか声が聞こえた。

　隣で頰ほお杖づえをついて、指先で頰をプニプニ押してくる。

　意志の強い目が印いん象しよう的てきな少女だ。自分の中にあった想いを癒してくれた少女だ。

『……くん、遙照くん』

　少女は目を潤うるませて頰ほほを寄せてきた。

　まるで親しん愛あいの情じようを示す猫ねこのように……。

　離はなれたくないと思った。

　この温ぬくもりを感じながら、ずっと一いつ緒しよにいたいと思った。

　だがそれは叶かなわぬ願いだ。

　少女の涙がそれを示している。

『……い…してる……愛してる……遙照……』




「……アイリ殿！」

　咄とつ嗟さに目の前にあった手をつかんだ遙照は、その手が意い識しきの奥から自分に呼びかけていた女性のものではなく、見知らぬ娘の手であることを知った。

『違う、この娘は……』

「…………あ」

　真っ赤になって手を引っ込めた娘は、そそくさと部屋の外に出て行く。まだ朦もう朧ろうとしている遙照は娘の行こう動どうを黙だまって見つめていた。

　暫しばらくして意識がハッキリしてきた遙照は、現げん状じようを把は握あくしようと身体からだを起こす。

　彼は部屋の中で寝ねかされていた。

　古いが落ち着きがあり、持ち主の人ひと柄がらの良さを感じさせるような部屋。

　娘が開け放ったままの障しよう子じの間から、秋の美しい紅葉もみじが見えた。

「……きれいだ」

　遙照はなぜかここを知っているような気がした。

　外を眺ながめていると、庭先に植うえられている楓かえでの木から真っ赤に染まった葉が一枚、そよ風に揺ゆられて枕元に落ちて来る。それを手で拾ひろい、しばし眺める。

「気がつかれましたか。よかった」

　視し線せんを上げると後ろ手で障子を閉めている一人の老人が立っていた。おそらくこの家の主あるじなのだろう。

「介かい抱ほうして頂いただいたことを深く感かん謝しや致します」

　頭を下げる遙照に、老人は首を振る。

「いえいえ、あなたさまを見つけたのは、そこにいる孫まごの霞かすみです」

　老人に促うながされて遙照が視し線せんを移すと、そこには先ほどの娘が立っていた。

「あ、あの……わ、私、水汲くんでくる」

　遙照と目が合うと霞は真っ赤になって、逃げるように水を汲みに行く。

　障子を開けて縁えん側がわから外に出た霞は、何もない所で転んだ。すぐさま起き上がって着物の埃ほこりを払はらうと、真っ赤な顔をしたまま遙照を見る。そして慌あわてて立ち上がりまた駆かけ出す。

　その動どう作さが何か子犬の様ようで、遙照は思わず笑ってしまった。

「そそっかしい娘です。笑ってやって下さい」

「いいえ、助けていただいてありがとうございます。私は、柾木遙照と申します」

　遙照の名を聞いた老人が、なぜか大声を出して笑い出す。老人は、謝あやまりながら自分の名前を太たい老ろうだと告げる。

「すまんすまん、じゃが、何かの因いん縁ねんかのう……」

「因縁、ですか？」

「ほれあの山、あれもお前さんと同じ名でのう」

　近くの山を指して太老が言う。

　ふと身を起こして遙照が周りを見る。よくよく見ると、そこに広がる景色は、母の庭園と同じ風景であった。

「ここは……」

「……間違ってたらすまんが、お前さん、もしかして船穂の……いいや、そんなことはありはせんの。忘れて下され」

　太老の言葉を聞いて遙照は、ここがどこであるのかを理り解かいする。そして、今目の前にいる老人と、先ほど駆け出して行った娘が誰だれであるのかも。

「太老殿、私は……」

　真実を述のべようとしたその時、遠くから霞の悲鳴がした。それを聞いた太老は、頭をポリポリかきながら言う。

「また、どこかで転げたんでしょう……」

「しまった！」

　思わず遙照は立ち上がって叫さけんだ。魎呼の生せい死しを確たしかめていない。

　痛いたむ傷をこらえながら遙照は太老と共に、霞の声がした場所に向かって走る。

「な、なんじゃ、あれは!?　……女？　それとも鬼おにか？」

　二人が向かった場所は、魎皇鬼が墜つい落らくした穴の近くだ。そして、そこで霞を抱かかえているのは、やはり傷だらけになった魎呼であった。

　なぜか狂きよう喜きの表情を浮かべている魎呼が、手を差し出すようにして遙照に言う。

「返せよ、あたしの……宝玉をさ……」

「魎呼。その娘を離せ。欲しければ戦って奪うばえばいいだろう？　お前は海賊なんだから」

「さっさと返しな……手のコントロールが利きかないんだ。クックック」

「……くっ、くるしい」

「やめろっ！」

　遙照の制せい止しも聞かず、魎呼は霞の首を絞しめつけた。本当に手のコントロールが利かないらしい。

「霞っ！」

　太老が悲ひ痛つうに叫ぶ。

「わかった。宝玉を渡す！」

　だが、遙照の声も魎呼には届とどかなかった。宝玉のコントロールを失った魎呼は、破は壊かいという名の本ほん能のうの赴おもむくままに行動していた。

「く、くるし……」

「やめろぉぉっっっっっっ!!」

　その刹せつ那な、それは起こった。まるで定さだめられたかように………。

　霞の懐ふところが光を放はなち魎呼を弾はじき飛ばしたのだ。

「………!!」
















　その隙すきを逃さず、マスターキーを取り出した遙照は、激痛に耐えながら魎呼の首に剣を突き立てた。

「グウッ！　グガッ……」

　もがきながら、魎呼が遙照に手を伸ばす。

　目の前にいる遙照に向かって鋭するどい爪を向ける。

　狂気に彩いろどられた魎呼の表情は笑っていた。苦しいのに、こんなに楽しいと感じたのは初めてのことだ。今まで味わったことのない快感であった。

「くっくく、けく、はっははは……キャハハハハ!!」

　魎呼の首にあった最後の宝玉を遙照がマスターキーに封印すると、手足をばたつかせていた魎呼の動きが次し第だいにゆっくりになり、やがて動かなくなる。

　ほっとした次の瞬間、目を見開いた魎呼が再び遙照に襲いかかった。

　二人の姿が消える。少なくとも太老と霞の目にはそう見えた。

　しかし周りで爆ばく発はつと風のうなる音が聞こえ、ほんの数十秒の出来事であろうか、再び遙照たちは二人の目の前に現れる。

　立ったままの魎呼と片かた膝ひざをついている遙照、勝者は歴れき然ぜんとしているように思えた。

　しかし、糸の切れた操り人形のように崩れ落ちたのは魎呼だ。

「はぁはぁ……こ、これは!?」

　荒あらい息の遙照がマスターキーを見ると、何かに反応するように光っている。霞も何かを感じたらしく懐から櫛くしを取り出した。

　その櫛を見て、遙照が目を見開く。

「……それは、皇おう家けの樹きの……」

　霞の亡くなった母の形かた見みの櫛、それは船穂が彼女の妹に送った一いつ対ついの片かた方ほうであった。

　マスターキーを見つめながら遙照は呟つぶやく。

「……因縁か……」

　これは、邂かい逅こうだ。

　柾木家に生まれた者は運命を流転させる。







　　　阿あ主ず沙さ







　魎呼を追って行った遙よう照しようの足取りが消えた頃ころ、皇おう族ぞく達はそれぞれの外がい遊ゆう先さきから皇家の樹のネットワークを使った会かい議ぎを行っていた。今の議ぎ題だいは、事件当時の司し令れい官かんである闥たつ亜あから提てい出しゆつされた報告書の審しん議ぎであった。

「何という失しつ態たいだ！　主しゆ力りよくがなかったとはいえ、たった一いつ機きの海かい賊ぞくごときに本星への侵しん入にゆうを許し、しかも天てん樹じゆにまで傷を負わされるとは！　遙照殿がいながら取り逃がし、あまつさえ当の本人が海賊と共に行方ゆくえ不ふ明めいなどと。こんなことは樹雷建けん国こく以い来らいのことですぞ。一体どう責せき任にんをとるおつもりですか!!」

　一いつ気きにまくしたてたのは、魎りよう呼こが樹雷を離り脱だつして二時間後に樹雷への帰き還かんを果たしたタイミングのよすぎる舟しゆう参さんである。心なしか笑みを浮かべているように見えた。

　舟参にとって、闥亜の報告書に書かれた事じ実じつを認みとめる訳わけには行かなかった。ここに書かれていることを認めるならば、魎呼と魎りよう皇おう鬼きは『ただの』海賊ではなくなってしまうからだ。舟参にとって今必要なことは、ここをただの海賊船がしでかした不ふ祥しよう事じに対する柾まさ木き家けへの責せき任にん追つい求きゆうの場に変えることである。

「あれはただの海賊ではありませんぞ。どこぞの軍の中古を違い法ほう改かい造ぞうしてなどというレベルでもありません。それが皇家の樹を狙ねらって攻こう撃げきを仕し掛かけて来たのです。明らかに何か大きな組そ織しきだったもの、海賊ギルドか国家クラスにバックアップされた者に間違いありません！」

　舟参の意見に闥亜がいきりたつ。

「フン！　それ以前にこの報告書のデータに問題があるといっとるのだ。大体、天樹に侵入された原げん因いんは、阿あ重え霞か殿の船の暴ぼう走そうではないか！」

「本星へ侵入した力は紛まぎれもない事実です！」

「そんな力のある者の存在など考えられぬ！　大体、どこがそんな物を開発できるというのだ？　一番可か能のう性せいがあるのは銀河アカデミーだが……あそこが樹雷を襲うなど考えられん。もしそうだとしたら、今いま頃ごろ自じ慢まんげに発表しているわ。あそこの哲てつ学がく士し共だったらな！」

　闥亜と舟参の意見交こう換かん（言い合い）が続く中、黙だまってことの推すい移いをうかがっていたのは、樹雷皇の阿あ主ず沙さと、神かみ木き家の当とう主しゆ、内うつ海つみである。

　内海は、彼の叩たたき上げの軍人の勘かんから、この報告書が真実であろう事は分かっていた。そして舟参の言いがかり的なくだらないお喋しやべりを止やめさせたかったが、阿主沙や船ふな穂ほへのある種のこだわりがその行こう為いに待ったをかけているのだ。

『これは樹雷皇としての仕事だ。その程てい度どのことができないのであれば、さっさと樹雷皇の地位を誰ぞに譲ゆずった方が樹雷のためにはよい』

　内海の気持ちを察さつしたのか、阿主沙は舟参と闥亜の議ぎ論ろんに割って入った。

「もうよい、やめよ！」

「しかしっ！」

　反はん論ろんする舟参に阿主沙は言う。

「あの船は、魎皇鬼はただの船ではない」

　阿主沙は魎呼と戦ったことを話す。しかしその事実を聞いても、舟参とその取り巻き達はあくまで魎呼の力について疑ぎ問もんを唱となえる。

　次し第だいに苛いら々いらしてきたのは美み砂さ樹きであった。

『まったくこの男ときたら、第一世代の本当の力を知らないなんて。間ま抜ぬけ！』

「この……!?」

　思わず怒ど鳴なり散ちらそうかという美砂樹を制せいするように、わざとらしい口調で喋り始めたのは瀬せ戸とである。

「しかし残ざん念ねんですわ。舟参殿がその時に樹雷にいて下されば、ただの海賊にこんな狼ろう藉ぜきを許しはなさらなかったのに、ねえ。通つう信しん妨ぼう害がいされていたんですって、遙照殿より近くにいらしたのに本当に残念ですこと！」

　嫌いや味みモード一〇〇％で瀬戸が言う。本来ならば内海を無む視ししたような真ま似ねはしないのだが、いい加か減げん彼女も苛ついていたのだ。

　瀬戸の言葉を受けて、矛ほこ先さきが自分に向かうのに気付いた舟参は、慌あわてて取り巻きの一人に目め配くばせをする。

「まあ、責任問題についてはここではなく評ひよう議ぎ会かいの査さ問もんで行えば良いでしょう。今は正確な状じよう況きようの把は握あくが先決かと……」

　取り巻きが慌てて話題を逸そらす。

　彼の樹雷到とう着ちやくを遅らせた疑ぎ惑わくを不問にすることと引き替えに、柾木家の防ぼう衛えい責せき任にんも不問にされた。

　通信を終えてから、自分の船のブリッジで舟参は怒いかりをぶちまけるのだが、『樹雷の鬼おに姫ひめ』瀬戸が出て来た以上、これ以上の追つい求きゆうはやぶ蛇へびになりかねない。諦あきらめるより他なかった。

　最終的な決けつ定てい事じ項こうで、樹雷防衛を舟参に任せ、他の者は外遊の続きを行うこととなる。浮き足立つことで、襲しゆう撃げきの事実を諸しよ外がい国こくに知られないためであり、また外遊先で事件に関しての情報収集を行うという名めい目もくもあった。

　今度の事件は国内外へは、本星防衛の実じつ戦せん訓くん練れんとして報道されることとなる。実戦訓練とするにはあまりにも被ひ害がいが大きく他国への説せつ得とく力りよくも薄いと思われたが、そこは戦闘訓練の主しゆ催さい者しやが瀬戸であるという一言で、国内外全ての者が納なつ得とくしたのだった。




　表だった会議が終わった後、樹雷皇の船の中に、阿主沙、船穂、美砂樹そして第一世代の樹の特別なラインにより呼び出された瀬戸の映像があった。この四人が集まったとき、真の樹雷最高評議会が始まるのだ。

「どじ！」

　そう叫さけんだのは瀬戸だった。先さき程ほどの評議での娘の迂う闊かつな行動のことを言っているのだ。

「ごめんなさい。お母さま。ごめんなさいお姉さま」

　うなだれた美砂樹が情けない声を出す。あそこで美砂樹が舟参に何か言えば、瀬戸を恐れている舟参は美砂樹に対して何もしない代わりに、それらの不満を船穂にもって行く。それを叱しかったのだ。

「いいのよ美砂樹ちゃん。嬉うれしかったわ」

「すまん」

　謝あやまる阿主沙に、船穂はわかってますと微笑ほほえむ。

　樹雷皇と第一世代の樹雷船の力をもってすれば舟参を排はい除じよすることなど容易たやすい。だが樹雷皇とは独どく裁さい者しやではなく、家族を守るために存そん在ざいする。そしてどんなに問題が多い人物であろうと、舟参もまた家族の一人なのだ。

「でも、舟参にしろ、うちの旦だん那なにしろ、第一世代の樹を持つ樹雷皇がどういう者かわからないなんて、平和ボケなのかもね」

　瀬戸は深いため息をつく。

「では本ほん題だいに入るとしよう、瀬戸殿」

「わかりました」

　阿主沙に言われ、瀬戸が各人のサブモニターに資料を映し出す。

「さすが闥亜殿、冷れい静せいで客きやつ観かん的てきな判はん断だん力りよくと言えます。こちらでの状じよう況きよう分ぶん析せきでも同じ解かい答とうが出ていますわ」

「やはり魎呼と魎皇鬼は第一世代の船をも上回る能力を持つ、ということか。……瀬戸殿、魎呼と魎皇鬼は、津名魅と何らかの関わりがあると思いますか？」

「!!………今回の報ほう告こくの目玉だったのにぃ～」

　阿主沙に核かく心しんを突つかれて瀬戸がいじけてみせた。さすが美砂樹の母親、よく似ている。嘆たん息そくしつつも、阿主沙は言葉を続けた。

「樹雷星にいた第三世代の樹の全てが攻撃をためらっていたことと、意い思しのほとんど無い第四世代以い降こうの船にも僅わずかではあるが攻撃をする際さいに反はん応のうの遅おくれがあった、ということが気になりましてね。実は私が魎皇鬼と交こう戦せんした時、やはり若じやつ干かんではあるのですが攻撃の反応が遅れてたのです。あの時は私自身怪け我がをしていたので、意い思しの伝でん達たつが遅れたせいだと思っていたので、瀬戸殿への報告には入れませんでしたが。もし第一世代の樹ですら攻撃に移るのをためらわすものがあるとすれば、もう津名魅以外ないと。……まあ、でも瀬戸殿のこと。まだ隠かくし玉があるのでしょう。でなければ最高評議会の開かい催さい要よう請せいなどなさりますまい」

「阿主沙ちゃんったら、だんだんつまんなくなるわねぇ」

　憮ぶ然ぜんとした瀬戸が表情で呟つぶやく。

「……実は、魎呼と魎皇鬼については阿主沙殿の報告を受けた時から調べさせていたの。強力な皇家の樹の船を有する樹雷では、魎呼はさほど有ゆう名めいではなかったのだけれど、他の星系ではかなりな脅きよう威いとなっていたようね」

「あの力では仕方のないことだな」

「それともう一つ。彼女は古い遺い跡せきからの出しゆつ土ど品ひんや先せん史し文ぶん明めいの遺跡などの情じよう報ほう強ごう奪だつが専門なの。樹雷の領りよう域いきにはそういったものが少なかったことが、魎呼があまり知られなかった原げん因いんね。結けつ論ろんから言うと、彼女は何ど処こかの国や組そ織しきが作った者ではないということ」

「ということは神か我が人とも何処かの国や組織とは関係ないということになりますね」

「じゃあ、あんなものを個人が開発したって言うの？」

「今回はその先があるの。神我人という人物のプロフィールは五〇〇〇年前までしか逆さかのぼれなかったわ。Ａ級指し名めい手て配はい犯はんとして現れる前のことは何もわからない。でもそれが一番の問題だったの」

「Ａ級というと何をやったんですか？」

「特とく別べつ保ほ護ご区くの惑わく星せいで密みつ猟りようをやっていた某ぼう大国の馬ば鹿かを一いつ個こ大だい隊たいごと消しよう滅めつさせたのよ。たった一人でね」

　瀬戸の言葉を聞いて阿主沙達が言葉を失う。裏では割わりと有名な事件だったからだ。

「でも重要なことは、その惑星に保ほ護ご研究の目的である人物がいたの。誰だれだと思う？」

　嬉うれしそうな調ちよう子しで瀬戸が聞いてくる。

「お母さま」

　即そく座ざに瀬戸を指さしたのは美砂樹だ。瀬戸ならそういう派手な事件に関わっていてもおかしくない、そういう意味の冗じよう談だんである。

「あのね、そこにいた人物は……」

　顔をつき合わせて話しをするのは、瀬戸と船穂と阿主沙だ。その横で美砂樹が瀬戸にぶたれて、頭にこぶを作って泣いていた。

「そこにいた人物の名は。白はく眉び鷲羽わしゆう」

　もったいつけて言う瀬戸に、船穂が目を丸くする。

「鷲羽!?　もしかして銀ぎん河がアカデミーの創そう設せつ者しやの？　あの……変人の？」

「樹雷の皇立アカデミーだったあれか」

　と阿主沙。

「そう、そして特別保護区の惑星で鷲羽と一いつ緒しよに研究所にいた助じよ手しゆが、神我人という名前だったのよ」

　言いながら瀬戸は、鷲羽と一緒に写っている助手のフォログラフを見せる。しかしそこには女性の顔があった。

　下した顎あごをさすりながら、阿主沙が眉まゆをひそめる。

「私が出会った人物とは姿すがたが違います………が、同どう一いつ人じん物ぶつでしょうね」

「助手であった神我人の事こと柄がらについては裏は全て取れているわ。どういった組そ織しきとも関わりはない」

「……でも、お母さま。この顔どこかで……」

　訝いぶかしげに美砂樹は神我人の顔を見つめた。

「この人でしょ？」

　瀬戸がもう一つのフォログラフを開く。やはり鷲羽と一緒に写っている物だ。

「この写真が何か……？」

　不ふ思し議ぎそうに美砂樹が瀬戸の顔を見た。

「……横にいる鷲羽さんの表情が」

　船穂がポツリと言う。彼女の言う通り、鷲羽の表情はまったく違っていた。一いつ方ぽうは、硬かたく緊きん張ちようしたもので、もう一方は穏おだやかでどこか安あん堵ど感かんのある表情である。

「……この二人は別人？」

「そうよ。後から出した方は、鷲羽の友人だった朱あか螺ら凪な耶じや。神我人は彼女のクローンらしいのよ」

「オリジナルの方はどうなったのです？」

「約五〇〇〇年前、無む人じん惑わく星せいＫ１１９０で遺跡発はつ掘くつ中ちゆうに海賊に襲おそわれて死し亡ぼう……まあ、遺体は見つかっていないから行方不明なんでしょうけど、状じよう況きよう判はん断だんからすれば生きてはいないでしょうね。鷲羽に匹ひつ敵てきすると言われた哲てつ学がく士しだったそうよ」

「Ｋ１１９０って。もしかして、お母さまの……」

　美砂樹の言葉に瀬戸が頷うなずく。

「……ええ、私が六歳の時、養よう父ふに助けられた星よ」

「瀬戸殿が!?」

「朱螺凪耶の発はつ掘くつ隊たいの他に、あそこには幾いくつかのトレジャーハンターが入っていたの。海賊を殲せん滅めつして、生き残りの救助をしてくれたのが私の養父、神かみ木き海潮うしお、海賊の襲しゆう撃げきのショックで記き憶おくが残ってないのだけど、私はそのトレジャーハンターの遺い児じなのよ」

　瀬戸は悲しげに微笑むが、コロッと表情を元に戻もどした。

「でもまあそれはそれとして、問題は鷲羽さんの方。二万年前に樹雷領の惑星『かなみつ』にある孤こ児じ院いんの前に置おき去りにされていた所を……後はお決まりのパターンなんだけど。保ほ護ごされた時に、彼女は推すい定てい年ねん齢れいで三歳、でも過か去この記き憶おくが一いつ切さいなかったの。結けつ局きよくそれ以前のことはまったくわからずじまい。本人も銀河アカデミー時代に色々試ためしたらしいんだけど、ダメだったみたいね。ただ一つ気になるのはこれ」

　サブモニターに映し出されたのは、三つの赤い宝玉であった。

　訝しげに見ていた阿主沙が聞く。

「これは？」

「彼女が保護された時、持っていた唯ゆい一いつの物よ。まあ子供の持っていた物としてさほど重じゆう要よう視しされなかったのもわかるんだけど、ちょっとずさんね」

　モニターを操そう作さした瀬戸は、サブモニターに魎呼を映し出した。

「樹雷での戦闘データやＧＰギヤラクシーポリスのデータバンクからの資料を検けん討とうした結果、魎呼並びに魎皇鬼のエネルギー源が、主に魎呼の両手首と首の三か所にあることがわかっているのだけれど。よく見て」

　三か所が拡かく大だいされてゆく。

「これは!!」

　瀬戸以外の全員が目を見開く。

　そこに映し出されているのは、鷲羽の持っていた物と同じ赤い宝玉であった。

「この宝玉が鷲羽の持っていた物かどうかはわからないのだけれど、流りゆう用ようしたか複ふく製せいしたか、どちらにせよ同じ物であることは間違いない事実。……二万年前というのが悔くやまれるわ。いっそのこと津名魅に聞いてみようか？」

「彼女の過去にその答えがあるということね」

　と船穂。

「その後の彼女の一万五〇〇〇年の中で、それらに関わると思われることが今の所見つからないわ。…でも一人の人間がよくこれだけのことをと言うぐらい色々なことをやってるわ。まあ、私が見聞きした人の中では間違いなく最強ね。ただ彼女の行こう動どう原げん理りには一いつ貫かん性せいというかポリシーを感じるし。もっともこれは私の心しん証しようでだけどね。途と中ちゆうで外部からの思し想そう調ちよう整せいを受けた形けい跡せきはないわ」

　その心証が一番信しん頼らい度どが高いからやっかいだと阿主沙は思った。

「結けつ論ろんとしては、鷲羽殿が個人開発した物をその助手が私的に使っているということかしら。一番恐れていたことは、今のところ事実としては無いわ。何処の国でもさほど重じゆう要よう視しはしてないし」

「今回の樹雷でのことが判わかれば、状況は変わってきますね」

「シミュレーション結果では、魎皇鬼を捕とらえられる可能性が一番高いのは樹雷よ。正確には皇家の樹。他の国の力ではかなり大おお掛がかりなことをしなければならないわ。大掛かりな仕掛けをすればするほどそれだけ情報が漏もれ易やすいから……妨ぼう害がい工こう作さくも楽ってものよ」

「……嬉うれしそうね、お母さま」

「たぶん他に渡すなら破壊する……って方に大方の国はなると思うけど。どちらにしろ魎呼と神我人の居い場ば所しよを把は握あくしないとお話にならないわね」

　阿主沙は頷いて。

「魎呼に関しては、他国との軍事バランスが崩れるという最悪の事態は避さけられた訳ですな。後はその技ぎ術じゆつをいかに他国より先に我が国が手に入れるか……だな。では引き続き調ちよう査さをお願いします。瀬戸殿、美砂樹」

「ねえ、この鷲羽殿のプロフィールなんだけど、うちの茶ちや目めっけのある奴やつが伝でん記き風ふうに仕し上あげてるんだけど結けつ構こうおもしろいわよ。読んでみてね」

　魎呼に関する第一回目の最高会議はここで終わった。

　しかしその後も遙照と魎呼の行方は依い然ぜんとしてつかむことはできない。

　地球へも極ごく秘ひの調ちよう査さ隊たいが向かったが、第一世代の樹の隠いん蔽ぺい能のう力りよくに勝てるはずもなく、何も手がかりを得られず帰ってきた。




　遙照の行方がわからなくなってから六年の歳さい月げつが流れた。

　魎呼の情報も入ってこないことから、樹雷の皇族の間では、遙照は相あい討うちになったとの説せつが有ゆう力りよくになっている、そんな頃ころに事件は起こる。

「またですか」

　そう言ったのは、神木家当主の執しつ務む室しつに来ていた瀬戸であった。

「まあそう言うな、あれでも一応は阿あ重え霞かのことを心配してくれとるのだ」

　内海の前には、何人かの若い男性の立りつ体たい映えい像ぞうがある。

　最近何かと阿重霞の新しい縁えん談だん話ばなしを舟参が持って来るようになった。樹雷皇が正せい式しきに遙照と阿重霞の婚こん約やく抹まつ消しようを宣せん言げんしたからである。

　阿重霞はどんな男を見ても首を縦たてに振らなかったが、ついに各家当主による協きよう議ぎの結果、数名の候こう補ほを選せん出しゆつし、阿重霞と見合いをさせることとなった。

　見合いをすればもう断ことわることはできない。

　兄が行方不明となって六年が過すぎても、阿重霞の中にある気持ちは最後に会ったあの時から変わらない。いや、会えないからこそ、より兄への理り想そうが高まって、歯は止どめがきかなくなっていた。本物の恋ではないと言われればその通りであるが、一〇年以上も抱いだいていた想おもいは、そう簡単に諦あきらめられるものではない。

　神木家と柾木家が各皇家の中から選せん出しゆつした阿重霞の花はな婿むこ候こう補ほが発表される前日に、阿重霞は樹雷星を出て、遙照を探す旅に出る決けつ意いを固めた。彼女も樹雷柾木家の女、家をおん出る位、決意や覚かく悟ごなどいらない、朝あさ飯めし前まえなのだ。

　魎呼との戦いで破壊された外がい装そうも整ととのい、最終調整のためと称しようして樹雷を出たところで船から出ている生体波（これで船の位置を把は握あくしている）をその船の枝を差し木したダミー船とすり替かかえ、樹雷の目をごまかそうという計画であった。龍りゆう皇おうの樹じゆ液えきから削けずりだした、カチューシャの形けい状じようをしたキーも額ひたいにしっくり納おさまっている。

　完かん璧ぺきなまでの（阿重霞の考えでの）樹雷出しゆつ奔ぽん計けい画かくは整ととのった。

　ただし、問題は遙照の居い場ば所しよである。やみくもに探して見つけられるものでは無いと阿重霞にもわかっていたし、そんなことを続けていれば、すぐさま樹雷に見つかって強きよう制せい送そう還かんされてしまうこともわかっていた。

　餅もちは餅屋、人探しは専せん門もん家かに任まかせるのがいい。幸い遙照の捜そう索さくは継けい続ぞくされている。それらの情報は極ごく秘ひのネットワークつまり皇家の樹によってコントロールされているし、阿重霞の龍皇は第二世代の樹、こちらから天てん樹じゆにアクセスせず情報を受じゆ信しんするだけであれば気付かれることはない。

「まさに完かん璧ぺきね♡」

　恋する乙女の思し考こう回かい路ろは単たん純じゆんだ。

　決けつ行こう当日、極ごく秘ひ裏りに樹雷星から出発した阿重霞は、情報管かん理りを自分のガーディアンである阿あ座ざ化かと火か美み猛だけに任せ、その身を時間凍とう結けつさせた。それが七〇〇年という長き時間になろうとは、この時の彼女に判わかろう筈はずも無かったのだが。

　しかし、所しよ詮せん素人しろうと考えで樹雷の監かん視し網もうをごまかせる筈はずはなかった。だが、姉を心配して内ない緒しよで龍皇に乗り込んだ砂さ沙さ美み（津つ名な魅み）の力で、無ぶ事じ姿を眩くらますことができたとは阿重霞は知らなかった。

　その頃、樹雷星では当然のことながら大おお騒さわぎとなっていた。阿重霞のみならず砂沙美までメッセージを残していなくなったのだ。

　すぐさま捜そう索さく隊たいが組まれ捜査を開かい始ししたが、津名魅の力で守られた龍皇を見つけるなど不ふ可か能のうである。しかし樹雷星側では事じ態たいは別の意味で深しん刻こくであった。阿重霞の方法ごときで樹雷のチェック機き構こうを欺あざむけるはずは無いのだ。手引きした者がいるとして、船の管かん制せい官かんから諜ちよう報ほう部ぶまで可能性のある部署は全て厳きびしいチェックを受けたが、なんら不ふ審しんな人物は見つからなかった。

　それ以上に複ふく雑ざつな思いでいたのは、誰だれであろう、瀬戸その人である。

「何で、何で、何でなのぉ～～。……疲れた」

　樹雷で最強を誇ほこる裏モードの彼女のチェック機き構こうが出し抜かれたのだ。スパイにしろ何にしろ、手引きした者が見つからない。いや僅わずかな痕こん跡せき一つ無くそんなことができるはずはなかった。皇家の者に対するチェックは尋じん常じようではないのだ。

　だが……。

「もしかして、津名魅……？」

　それ以外に考えようが無かった、いやそう考えるのが自然だった。

「阿重霞ちゃんのこと心配してくれたの？」

　何なに気げなく呟つぶやいた自分の一言が全ての答えだ。瀬戸は、阿重霞と砂沙美の心配はないなと直ちよつ感かん的てきに感じていた。しかし樹雷初代総そう帥すいが津名魅と出会って以降、津名魅自身が何らかの行動を起こしたことなど無い。

「一体、何が起ころうとしているの？」

　大きな運命の揺らぎを瀬戸は感じた。

「………あっ、いけない…あの人のこと忘れてた」

　これから起こる一ひと騒そう動どうを考えると、目眩めまいを感じずにはいられない。

「船穂殿……、我が慢まんしないでくれるといいんだけど」




　そしてもう一人、心しん中ちゆう穏おだやかで無い人物がいた。阿重霞と砂沙美の祖そ父ふ、内海である。可愛かわいがっていた二人の孫まごがいなくなれば、慌てもしよう。

　しかもその全ての原因が、阿あ主ず沙さの息子むすこ、遙照にあることに問題があった。

『全てだ、あの時から全てが狂くるったのだ』

　単純だが剛ごう胆たんで人々からの信頼も厚あつい内海だが、船穂（正確には阿主沙だが）には一つのわだかまりがある。

「第二皇おう妃ひならば問題は無かったのだ」

　内海がポツリと呟く。そのわだかまりが自分本位な勝かつ手てなものだと判っていた。しかし阿重霞が生まれ、遙照と婚こん約やくして幸せそうにしている孫を見ていると、そんなわだかまりも次し第だいに消えていく。そして砂沙美が生まれた。この幸せが続けば、内海としてもそれ以上思うことはなかった。

　しかし！

　自分でも馬ば鹿かだと思う。人から見ればほんの些さ細さいなことが、こうも大きく自分を狂くるわせている。一国の先行きまでも。

『このままでは……いかん！』

　深いため息をつきながらも、彼は会議のために執しつ務む室しつを出た。




　阿重霞と砂沙美についての会議が大荒れになるのは、出席した誰もが予よ測そくできたことだし、全ての議題が最終的に船穂への非ひ難なんとなるのも当とう然ぜんのことであった。皇として中立の立場でいなければならない阿主沙の助けはない。今までの会議より激はげしい舟参の非ひ難なんを受けながらも船穂は必ひつ死しに耐たえた。

　そんな船穂に舟参が決けつ定てい的てきな一言を言い放つ。

「……第一皇子もそうです。第一世代の樹雷船を持ちながら、あのような海賊を取り逃がすなどと。ましてや行方がわからずじまい。蛙かえるの子は蛙と言ったところでしょうかな」

　自分への非ひ難なんは我が慢まんできても、それがこと自分の息子に対するものとなった時、船穂も黙だまってはいなかった。舟参に歩み寄より杯さかずきのお酒をかけたのだ。

　これは決けつ闘とうの申し込みであった。今まではさすがに女性、しかも他の星から来て大した戦せん闘とう訓くん練れんも受けていない者に、こちらから決闘を申し込んだのでは勝っても非ひ難なんされるのが落ちだったが、向こうから来るのであれば別である。船穂の行こう為いに舟参は狂きよう喜きした。

「よろしいのですかな？　何でしたら、代だい理りを立てても構かまいませんぞ」

　そんなことができるはずがないと思いながらも、舟参が助け船を出してやる。

「あなたこそ、これは口くち喧げん嘩かではないのですよ」

　女性の船穂に挑ちよう発はつされ、舟参はわなわなと身体からだを震ふるわせた。対たい峙じする二人を心配そうに見ていた美み砂さ樹きは、顔を引きつらせて満まん面めんの笑みを称たたえている母、瀬戸に気付く。

「企たくらんだわね、お母さま」

「何のことかしら。おほほほ」

　一いつ触しよく即そく発はつの状況であった船穂と舟参の前に、議ぎ事じに遅おくれて入ってきたのは内海であった。二人を睨にらみ、そして嘆たん息そくをつく。

「まったく馬鹿ばかりだの、わしにしろ、舟参殿にせよ。その馬鹿のくだらん理由で決闘に巻き込まれたのだから、船穂殿も素面しらふではやってられまい」

　そう言って内海は控ひかえている部下に命じ、大きな樽たるをいくつも運び込ませる。それは、内海の取って置きの最高級の酒であった。

「無ぶ礼れい講こうでいこうではないか」

　つまり酒場の喧嘩の再現である。元々海賊である樹雷では、このような喧嘩は日にち常じよう茶さ飯はんで行われていたし、その風ふう習しゆうは今でも残っている。話し合いで決まらねば、後は腕うでずくというわけだが、まあとりあえず理性をかなぐり捨すてて全てをぶちまけようというのだ。




　渡されたこん棒を持って舟参と対峙する船穂は、いきなり大きな徳利とつくり酒ざけをあおる。

　それを見た舟参がニヤリと笑った。

「酔よって負けた時の言い訳わけにしようと言うのですかな？」

「さっさと来な〇〇〇野や郎ろうっ！」

　もう酔っているのか。いつもとは違う船穂の言げん動どうに阿主沙と美砂樹が目を伏ふせる……二人は知っているのだ。船穂のあの癖くせを。
















　船穂の挑発に怒ど髪はつ天てんを突ついた舟参がかかっていく。しかし「あっ」と言う間に叩たたき伏せられ、酒さか樽だるに突っ込み気き絶ぜつしてしまった。舟参が弱いのではない。船穂の力が尋じん常じようでないほど強かったのだ。

　その姿を見ていた瀬戸がキャアキァアと声を出して喜ぶ。

「ほお、こいつは驚おどろいた。美砂樹にでも手ほどきを受けたか。だがそんな程てい度どではわしには勝てんぞ」

　内海は景けい気き付けに小さな樽を飲みほし、船穂に向かって突とつ進しんする。

　だが、舟参と同じようにあっさりといなされてしまった内海は、正せい座ざしている美砂樹の元まで放り投げられた。

「な、なんと！」

「うふふ。お父さまったら勘かん違ちがいしてるわ。手ほどきじゃ無くて、稽けい古この相手になってもらってるのよ」

「なんだと！」

「棒ぼう術じゆつだったら美砂樹ちゃんより強い位ですものね」

　瀬戸がしれっと言う。その一言は、船穂が内海より強いことを意味していた。

「なに～っ。……くそっ！」

　再び立ち上がった内海は、頰ほほを赤らめてケタケタ笑っている船穂に突とつ進しんしていく。もう誰も彼女を止めることはできないし、無礼講でもあるのだ。顔をひきつらせながら阿主沙は、妻の行こう動どうを見守ることにした。




　酒を飲み過すぎたせいか、次し第だいに船穂の動きが鈍にぶってくる。

「まずいな」

　阿主沙がそう言うと、美砂樹が内海に向かって言う。

「お父さま。そろそろおやめになった方が……」

　それを聞いてしめたとばかり、内海は棍こん棒ぼうを振ふり上げて船穂に打ちかかる。しかし、また吹ふっ飛ばされてしまった。目を覚さました舟参も奇き声せいを上げて後に続く。

「お母さま……」

「いいわよ、どうせ無礼講なんだから」

　美砂樹に答えながら、舟参とそれに同どう調ちようするもの達を残して、瀬戸は大広間への転てん送そうポッドを封ふう鎖さした。

「他の連中にもいい薬よ」

「お母さま……怖こわい」

　ころころと笑う瀬戸を見た美砂樹が戦せん慄りつする。封鎖された大広間からは凄すさまじい怒ど号ごうと破は壊かい音おん、そして阿あ鼻び叫きよう喚かんが聞こえてくる。

「始まった、始まった。ほら、早くいらっしゃい!!」

　大広間から持ち出した大量のお酒や食べ物を広げ、瀬戸は大広間が一番よく見える近くのベランダを陣じん取どる。そこら辺を通りかかる侍じ女じよやら警けい備びの闘とう士しやらまで引き込んでの瀬戸主しゆ催さい、一大スペクタクル大広間阿鼻叫喚の図見けん物ぶつの宴えん会かいが始まったのだ。

　船穂は酒を飲んで切れると、阿主沙と美砂樹の二人でも手を焼く戦せん闘とう力りよくを見せた。普ふ段だん抑おさえてる反はん動どうは凄すさまじい。

　樹雷皇家の人間は戦闘時に皇家の船からのバックアップを受けられる、しかも船穂は自分の船だけではなく美砂樹の船からのバックアップも強きよう制せい的てきに引き出せるのだ。美砂樹ですら船穂の船からのバックアップは受けられないというのに。

　そして船穂は酒を飲んで理り性せいが飛ぶと、船のパワーが自動的に流れ込んできてしまうのである。はっきり言ってバーサーカー状じよう態たいになるのだ。

　アンチエネルギーバリアを張はっているとはいえ、第二世代の樹雷船二隻せきのバックアップを防ぐことなどできるものではない。

　約一時間後、大広間の全ぜん壊かいで、騒さわぎは幕まくとなった。

「……まだ近付いては危険ね」

　船穂の酒が抜けるまで瀬戸の宴会は数時間続くこととなる。




　病室で包ほう帯たいを全身に巻かれ、ミイラ状態となった内海の横に瀬戸が座すわっていた。

「少しは懲こりたかしら？」

「ふん、自分達だけさっさと逃げ出しよって」

「自じ業ごう自じ得とくです。……そろそろ白はく状じようなさってはどう？　何な故ぜそこまでこだわるのか」

「何のことだ？」

「御自分でもみっともないと思ってらっしゃるんでしょ」

「……そうだ、そうだよ。そう思ってる！」

　内海は目を閉じてそう言い放つ。

「……だがな、あの日。ワシは美砂樹に第一皇おう妃ひになりたいかと聞いたんだ。そうしたらあいつは嬉しそうに笑って『うん』と言った。だからワシはあいつの望むようにしてやろうと思ったんだ！　ところがどうだ、美砂樹ときたら船穂殿にすっかりなついて『私お姉さまの次に第二皇妃になる』などとあっさり言いおって」

　口をへの字に結んで拳こぶしを握にぎる。美砂樹もよくやる仕し草ぐさだ。

「……呆あきれた。馬鹿なのは知ってたけど、まさかここまでとは。ねっ、美砂樹、船穂殿。そう思うでしょ？」

　瀬戸が入り口に向かって声をかけると、そこには見み舞まいの花を持って立っている美砂樹と船穂がいた。

「ゲッ!!」

　慌ててふとんに潜もぐろうとする内海を瀬戸が阻そ止しする。

「瀬戸、お前という奴やつはっ!!」

　真っ赤になりながら情けない声で内海が叫ぶ。

「あなた」

「うるさい！　うるさい！」

「……お父さま、ごめんね。ありがとう」

　そう言って美砂樹が内海に抱だきつく。

「申し訳ありません、そんな御お心こころも気付かず、私……」

　船穂がすまなそうに俯うつむいた。

「……けっ、決けつ闘とうに負けたわしに何の異い存ぞんもない。気にせんでくれ」

　ここまで自じ業ごう自じ得とくの恥はじをかいてしまっては、これ以上突つっ張ぱる気力も何もあったものではない。しかも目の前で可愛かわいい女性に俯かれたのではたまったものではなかった。元々、船穂に対してはとてつもなく引け目を感じていた内海である。全部あの馬鹿のせいと阿主沙に怒りを転てん嫁かしていただけなのだ。とりあえずこう言って誤ご魔ま化かすしかなかった。

「それに、ククッ、もう誰もあんたに逆らおうなどと思う奴はいまいよ。このワシを含ふくめてな。アハハハハハハ～!!」

「よかったわね、うまく誤魔化せて」

　内海にだけ聞こえるように瀬戸が耳元で囁ささやく。

「ワハハハハハハハハハ!!」

　もう笑うしかない内海だった。




　海かい賊ぞくとしての性格が色濃こく残る樹雷では力のある者、一いち芸げいに秀ひいでた者は尊そん敬けいされる。実じつ際さい、あの無ぶ礼れい講こう決けつ闘とう事じ件けんが船穂を皇家の一人として認みとめさせる結けつ果かとなったのだ。そしてそのことが阿主沙の樹雷皇としての地位を盤ばん石じやくなものとする。

　瀬戸のおかげで、全ては丸く収おさまった。

　しかしその後、船穂に酒を勧すすめる人間はいなくなったのは、至し極ごく当とう然ぜんのことであった。







　　　エピローグ







　遙よう照しようは太たい老ろう宅たくに世せ話わになって、傷の養よう生じようをしていた。地球では魎りよう呼ことの戦いから数か月が過すぎ、皇おう家けの樹きである『船ふな穂ほ』は麓ふもとの山に根ね付づいている。皇家の樹は大地に根付くとその力を失うしなう。もう飛とぶことはあるまい。

　遙照は霞かすみと共にここで暮くらす決けつ心しんをした。

　船穂の残ざん存ぞんエネルギーを使って、遙照は亜あ空くう間かんにある部屋から必ひつ要ような物を取り出す。船穂が力を失えばもうアクセスする術すべはなかった。樹雷への救きゆう難なん信しん号ごうを出せばすぐにでも樹雷へ戻もどることはできる。しかし遙照はこの星で生きていくことを選せん択たくしたのである。

　魎呼は宝ほう玉ぎよくを奪うばわれたものの、死んだわけではなかった。遙照は近くの岩いわ場ばに結けつ界かいを作って封ふう印いんする。なぜ魎呼を殺さずに封印したのか。それは遙照にもよくわからなかった。だが、あの戦いで魎呼の目に意い外がいなまでの純じゆん粋すいさと美しさを見たのは確たしかだ。どこか阿あ重え霞かを思い出させる……そう、まるで子供のような目。その目を思い出すと、遙照は不ふ思し議ぎと魎呼を憎にくむ気にはなれなかった。

　この土地に住む決けつ心しんを固めた遙照であったが、魎呼との戦いの被ひ害がいが噂うわさを呼び、大きな問題となっていた。これには、遙照もどう対たい処しよしたものかと困こん惑わくしていた。

　そんな遙照の心しん配ぱいを余よ所そに、太老と霞は平へい然ぜんとしている。

「何もしなくても大だい丈じよう夫ぶです」

「しかしあれほどの騒さわぎ。目もく撃げき者しやも多いかと。どう説せつ明めいをつけたものか……」

「わしらにお任まかせあれ」

　もともとこの土地では鬼おにの伝でん説せつが語り継つがれている。特にあの夜の魎りよう皇おう鬼きの赤いクリスタルと咆ほう吼こうを目まの当あたりにして恐きよう怖ふにおののいた近きん隣りんの住民は、鬼と一人の剣けん士しの戦いだという太老の話を容よう易いに信じこんだ。彼らにとってそれが一番納なつ得とくできる理り由ゆうだった。近きん隣りんが騒さわがしかったのは、鬼を静しずめるためとして神社が建たてられるまでである。神社の建こん立りゆうは人々に安あん堵どを与え、さらに遙照にとって都つ合ごうのいいことに、鬼の恐きよう怖ふが人々を神社近きん辺ぺんから遠ざける結けつ果かとなった。

　数年後、遙照は霞かすみと結けつ婚こんする。霞はアイリへの想おもいを癒いやすことはできなかったが、アイリと同じ位置に自分の場ば所しよを作ることができた。

　霞との間には三人の子が生まれ、しばらくは平へい穏おんな生活が続いた……が、一つだけ奇き妙みような現げん象しようが遙照を悩なやませる。皇家の樹は大地に根付くと徐じよ々じよにその力が弱まり、最終的には力を失ってしまうというのに、船穂の力は何十年経たってもまったく失われなかったのだ。

　その原げん因いんが魎呼の宝玉にあることはすぐに予よ想そうがついた。あの宝玉が魎呼のエネルギー源ならば、マスターキーを通じて船穂にそのエネルギーが流れ込んでいる可か能のう性せいは十分にあった。

『……しかし』

　皇家の樹は根っこから無数に存そん在ざいする異い次じ元げんのエネルギーを吸きゆう収しゆうしている。正せい確かくには根から皇家の樹独どく特とくのエナジーに変へん換かんしているのだ。それは特とく殊しゆなユニット内からのみ可能で、大地に根付くと力を失うのはそのためである。しかしもう一つ力を失わない方法があった。他の皇家の樹からのエナジーチャージを受け続けることである。だが根からエネルギーを吸収はできないため、同どう質しつのものしか受け付けられない。

『もしこの宝玉がそのエナジーの源だとしたら……いやそれは恐おそらく間違いない。ならばこの宝玉は、皇家の樹と同質のエナジーを持つことになる』

　しかも船穂は第一世代の樹なのだ。その力を維い持じするということは、魎呼の宝玉に秘ひめられた力は少なくとも第一世代並なみということになる。信じがたいことだが樹雷本星を襲おそい、船穂と互ご角かく以上の戦いをした力を見れば疑うたがいようがなかった。

『船穂が力を失わないのは、幸運な出来事。今はこれ以上考えても仕し方かたないことだ』

　遙照がそう考えたのは、もっと重じゆう要ような解かい決けつすべき問題があるからだ。それは彼の血を引き、地球人より遥はるかに長く生きる子供達の問題であった。もう一つ、船穂が力を失わなかったことで延えん命めい調ちよう整せいが可能だったということだ。

　霞は長い年月を生き、他の人達と違う時間を生きるという概がい念ねんに耐たえられず、八〇歳で延えん命めい調ちよう整せいを拒きよ否ひ、老ろう衰すいで死ぬ道を選ぶ。元々、我が慢まん強く、精せい神しん的てき不ふ安あんを表に出すことなどはなかったが、やはり端はたで見ても辛つらそうな表情を時とき折おり見せていた。しかし老ろう化かの兆ちよう候こうが見え始めた頃ころからは精せい神しん的てきに安あん定ていしたのか、非ひ常じように安らかな表情を見せるようになったのは遙照にとっても救すくいである。

　享きよう年ねん一三八歳さい。霞にとっては十分長く幸せな人生であった。

　生せい前ぜんの霞との話し合いで、遙照は一つの重要な決め事を行う。特に霞からの強い希望であったそれは、遙照以外の者の延命調整の禁きん止しである。

　第一世代の皇家の樹による延命調整は確たしかに若さを保たもち、地球人でも一〇〇〇年以上の寿じゆ命みようを得ることが可能だ。しかしそれは生せい体たい強きよう化かとは違い、精神も肉体も元の地球人のままなのである。精神的に長い年月を生きる現げん実じつに耐たえられなくなれば、どんなに延命調整しようと肉体もバランスを崩くずすことを霞は実じつ感かんしていた。彼らが地球で生きる限かぎり、何もしなくても十分長ちよう寿じゆなのだ。ならばこれ以上、不ふ必ひつ要ように延命を行うのは危き険けんである。

　だが遙照は生せい体たい強きよう化かを受けた樹雷の人間であり、また封ふう印いんした魎呼を監かん視しする役やく目めもあった。結けつ果か、船穂の力が失われたことにするのが一番だという結けつ論ろんが出るのにさして時間はかからなかった。

　どちらにせよ地球で長ちよう命めいということは、色々な厄やつ介かい事ごとを抱かかえ込んでしまうのだ。遙照の子し孫そんが増え、外との関わりを断たつことができなくなった頃ころから、長生きをする人々が噂うわさになる。しかし、意外と人々は噂の内容の正確な把は握あくはできないし、しないものだ。情報の伝でん達たつが稚ち拙せつな頃ころならば、内ない容ようをいかようにも変えることができる。ましてやその長寿の村が船穂の結界や正せい規きの地図上から消されれば信しん憑ぴよう性せいなど無くなり、いつしか噂は消えて行った。よほど近くにいて、自分の生活に関係しなければ興きよう味み本ほん意いの知ち識しきなど記き憶おくの隅すみに埋うもれてゆく。具ぐ体たい的てきな記録でも残らぬ限かぎり、そういったことを確かめようとする余よ裕ゆうのある者は現げん代だいでない限り少ないものである。

　だがそんな噂を確かめようとする余裕と執しゆう念ねんを持った者達がいた。時の権けん力りよく者しやという人じん種しゆである。彼らは色々な形で長寿を得ようと遙照達に接せつ触しよくしてきたが、自らと一族を守るため、遙照はその者たちに一切、容よう赦しやしなかった。生体強化を受け、しかも力を失っていない第一世代の樹の力があれば、権力者達にとって安全な場ば所しよは地球上どこにもない。凄すさまじいまでの恐きよう怖ふを植うえ付けられ、いつしかそれは伝でん説せつとなって権力者のみならず権力を目指す者の暗あん黙もくの了りよう解かい事ごととして、遙照達はタブー視しされるようになる。もっとも恐おそれが崇すう拝はいに変わり、遙照を神しん格かく化かし、戦せん神しんとして奉たてまつる者が出て来たときはさすがの遙照も苦く笑しようするしかなかったが。

　元々色の違うもの同士が片方の色だけに染そまることはできない。歪ゆがみは必ず出るものである。いつまでも外がい界かいと接せつ触しよくを断たち隠かくれ里に住み続けることは、遙照の子し孫そん達には危険であった。霞を失ってしばらく経たってから、遙照は船穂の力を使って銀ぎん河がアカデミーにいる兼かね光みつと接せつ触しよくする決けつ心しんを固める。瀬戸の情じよう報ほう網もうに引ひっ掛かかることを承しよう知ちでだ。今だ樹雷皇の情報網は瀬戸の能のう力りよくに追いついてはいない。瀬戸が樹雷の女皇として望まれた実力の片へん鱗りんがそこにあった。




「お久しぶりです。兼光殿」

「……お前、遙照か!?」

　兼光が遙照の名を口にした次の瞬しゆん間かん、いきなり兼光がモニターの外へと蹴けり出され、完全に見えなくなった。

「……遙照…君。あなた本当に遙照君なの？　ううん、間ま違ちがいないわ。遙照君よ!!」

　兼光の代かわりに現れたのは……。

「……アイリ…殿……」

　遙照は言葉を失った。

　あの日、もう二度と会えないものと思っていたアイリが、それはそれは美しく成せい熟じゆくした大人の女性となって目の前に現れたのだ。

　そしてアイリも、逞たくましく成せい長ちようし大人の男性となった遙照に見とれて頰ほほを赤らめていた。だが……。

「……クッ、くぉの、馬ば鹿かたれぇぇ～～～～～!!」

　モニター越ごしのその怒ど号ごうは山々に響ひびき渡り、新たな鬼おにの伝でん説せつでも産うみかねないほどの声であった。

　事じ前ぜんに察さつ知ちした遙照は咄とつ嗟さに耳をふさぐ。

「……耳を塞ふさいだわね!?　私にこんなに心配をかけさせておいて……」

　今にも爆ばく発はつしそうな勢いきおいでアイリが唸うなる。

「アイリ殿……落ち着いて」

「クッ、この……」

　再び怒ど鳴なろうとした瞬しゆん間かん、アイリの指ゆび輪わから船穂子犬の大たい群ぐんが飛び出した。

「キャア～～～～、船ふな穂ほちゃ～ん♡」

　怒鳴り声は一いつ転てん、歓かん喜きの叫さけび声となり、アイリは船穂子犬の波に吞のまれていく。

　その様よう子すを見て、遙照はホッと安あん堵どする。

「……あの」

「えっ!?」

　いつの間にかモニターの向こうに、出会った頃のアイリと同じくらいの歳の女性が、目を潤うるませて遙照を見つめていた。

「あの、私……」

　その女性は消え入りそうな声で呟つぶやく。

「……失礼ですが、どちらさまでしょうか？」

　いくら思い出そうとしても、遙照は彼女に見み覚おぼえが無かった。

「初めまして、お父さま」

「…………へ？」

　素すっ頓とん狂きような声を出した後、遙照の頭の中が真っ白になる。

「あなたの娘の水みな穂ほです！」

　少女は、はにかみながらお辞じ儀ぎをした。

　口をパクパクさせていた遙照は、その現げん実じつを認にん識しきし、次し第だいに笑みを浮かべる。

「はは。あは。あはは……」

　アイライに戻もどったアイリが、何な故ぜアカデミーにいるのか？　この百数十年の間にどんな物語があったのか今は分からない。しかし遙照の意い識しきの奥おく深ふかくで、大変だが楽しく賑にぎやかな生活が戻る予よ感かんがしていた。





「真・天地無用！　魎皇鬼　弐の巻《遙照》」終わり









　　　あとがき







『天地無用！魎皇鬼』という作品に関わって、八年（ここら辺の記憶が曖あい昧まいで、もっと経たっているかもしれません）が過ぎました。ＯＶＡ（オリジナルビデオアニメ）に始まってＴＶ、映画、漫まん画がに小説、ゲームまで。よくもまあここまで…と、今さらながら振り返って驚おどろいています。

　それぞれの人達がそれぞれのやり方で天地を作り上げ、一つの作品から派は生せいしたものとしてはかなり膨ぼう大だいなものになっていますが、天地は大きく分けて私の関わったＯＶＡ系列とＴＶ系列のものとに分けられます。

　たしかに膨大な量のそのほとんどはＴＶ系列に属ぞくするものですが、ＯＶＡにだってそれに負けないくらいの量の裏設定ならあります（……自じ慢まんしてどうする）。しかし悲しいかな、ＯＶＡの性格上、ＴＶほどの大量生産が出来ません。もっともそれ故ゆえにある程度の質を保てるのですが、どうしても発表できない設定が増えていくのです。




『一匹見たら三十匹』と、ゴキブリのようにいわれた裏設定をどうにかせにゃ……いつもその事を考えていた、そんなある日のことです。真夏の思いっきり暑いなか、自転車で四十分ほどの距きよ離りにある音おん響きようスタジオにアフレコで行った帰り、近くにあったオルフェ（黒田君の所しよ属ぞくするスタジオ）に行った私は、仕事明けで寝ていた黒田君を（結果的に）叩たたき起こし、（結果的に）翌日の朝まで雑ざつ談だんにつき合わせました。その雑談の中で裏設定の小説化の話が出、そして『真・天地無用』小説化計画は誕生しました。

　小説版企画当とう初しよのタイトルは『新・天地無用』だったのですが、諸しよ々じよの事情により小説化が延のび延びになっている間に、同タイトルでＴＶが始まってしまったので『新』は『真』に変わりました。（……あの時…俺が世せ間けん体ていなんか気にするような人間じゃなかったら…『元がん祖そ・天地無用』とか『本ほん家け・天地無用』とかいう、行こう楽らく地ちの土産みやげ物もの屋やかどこぞのソバ屋みたいなタイトルになっていたのに…………ちょっと残念）

　とにかく根こん気きよくつき合ってくれた黒田君のおかげで『真・天地無用』も二冊目、ＯＶＡの補ほ間かん、裏設定の芋いもヅル式という目的のために書かれてきた本書もやっと、遙よう照しようが地球に到とう達たつ、魎りよう呼こも祠ほこらに封ふう印いんされました。しかしお読みになれば分かるように、本当に必要な部分以外はかなりのエピソードを端折はしよっています。

　芋ヅル式のつもりだったのですが、分量や構成上の意い図とで、かなり地中に芋を残したままとなってしまいました。まあ、いつかそのお芋から芽が出ることもあるかと思いますが（芽が出て、ツルを引っ張ってもまた地中に芋が残ったりなんかして）この巻をもって樹じゆ雷らい編は完かん結けつです。

　ＯＶＡに関係する部分ではひと通り、いろいろな方々の疑ぎ問もんには答えたつもりです。アイリのその後や、天てん地ちの両親の出会い（『真・天地』では天地の母は清きよ音ねという名になります）はまた次の機き会かいにするとして、次巻からはもう一つの大きな謎なぞとなっている『鷲羽わしゆう編』が始まります。

　本書でも瀬せ戸との報ほう告こくという形で少し触ふれましたが、鷲羽に大きな影えい響きようを与えた親友、朱あか螺ら凪な耶じやとの出会い、結婚に出産…そして別れ………。まだ銀河アカデミーではない、樹雷皇立アカデミーの頃がその舞ぶ台たいとなります。お楽しみに。





梶島　正樹









※おわび※

『真・天地無用！魎皇鬼　壱の巻《樹雷》』の対談にて「第二巻のあとがき対談でお会いしましょう」と豪ごう語ごしてしまいましたが、諸々の都合により今回のあとがきは欠席となってしまいました。

『梶島正樹と黒田洋介の二人のビッグショー』を楽しみにしてくださっていたみなさん、すみませんでした。第三巻ではきっと再開できると思いますので、待っていてくださいね。





黒田　洋介


































































真しん・天てん地ち無む用よう！魎りよう皇おう鬼き




弐の巻《遙照》








黒くろ田だ洋よう介すけ　梶かじ島しま正まさ樹き
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